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1924: 100年前の年


「年の初めは，聖別された主の子ら全てにとって，より広げられた奉仕の機会を探し求めるための絶好の時である」。「会報」（英語）1924年1月号にはこのように書かれていました。* まさにこの年は，聖書研究者たちがこの勧めの言葉に積極的に応じた1年でした。新たなことに大胆に取り組み，恐れることなく伝道したのです。





ラジオ放送に大胆に取り組む


ベテルの兄弟たちは，ニューヨーク市スタテン島にWBBRのラジオ局を建てるため，1年以上働いてきました。木を切り倒して整地し，作業する兄弟たちのための大きな家と装置のための建物を作った後，放送するのに必要な装置を組み立て始めます。ところが，いろいろな問題が待ち構えていました。

兄弟たちは主要アンテナの設置に頭を抱えました。アンテナは91㍍もの長さがありました。そして，そのアンテナを高さ61㍍の2本の木製の柱の間に架ける必要がありました。初めの設置作業は失敗に終わります。しかし兄弟たちはエホバが助けてくれることを信じて，ついに設置に成功します。このプロジェクトに携わったカルバン･プロッサー兄弟はこう述べています。「もし最初から成功していたら，『僕たち，やったぞ！』と得意げになっていたかもしれません」。兄弟たちは，成功できたのはエホバのおかげだということを実感しました。しかし，取り組むべき問題はほかにもありました。
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WBBRのアンテナ用の柱を建てているところ





当時，ラジオ放送は始まったばかりで，本格的な放送機材は手に入りづらいものでした。兄弟たちは，中古で粗末な造りの500㍗送信機が地元で手に入ったので，それを使うことにしました。マイクを買う代わりに，電話の送話器を使いました。2月のある晩に，いよいよこの寄せ集めの装置のテストをしてみようということになりました。試しに何かを流す必要があったので，兄弟たちは王国の歌を歌うことにします。この時の出来事をアーネスト･ロー兄弟は楽しそうに語ってくれました。ロー兄弟によると，兄弟たちが歌っている最中に，25㌔離れたブルックリンでこの放送を聞いていたラザフォード判事*が電話をかけてきたそうです。

ラザフォード兄弟はこう言いました。「猫たちがギャーギャー鳴いているのかと思いました。いいかげんにしなさい！」兄弟たちは送信機の電源をすぐに落としました。少し恥ずかしい思いをしましたが，いつでもラジオ放送が始められるということが分かりました。

1924年2月24日，初めての正式な放送でラザフォード兄弟は，このラジオ局を「メシアの王国の関心事のために」献堂することを発表しました。そして，ラジオ局の目的についてこう述べました。「宗教や宗派に関わりなく，私たちが今生きている時代の意味を聖書と照らし合わせて理解できるよう人々を助けることです」。
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左: 初めて使用されたスタジオにいるラザフォード兄弟

右: 送信機と放送機器





最初の放送は大成功でした。その後の33年間，WBBRは組織のラジオ放送において中心的な役割を果たしました。






聖職者に関する大胆な告発


1924年7月，聖書研究者たちはオハイオ州コロンバスで開かれた大会のために集まりました。世界中から来た代表者たちのために，アラビア語，イタリア語，ウクライナ語，英語，ギリシャ語，スカンディナビア諸語，ドイツ語，ハンガリー語，フランス語，ポーランド語，リトアニア語，ロシア語で話がされました。話の一部はラジオでも放送されました。また，兄弟たちはオハイオ･ステート･ジャーナル誌（英語）に大会についての記事を毎日掲載してもらえるよう依頼しました。
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1924年のオハイオ州コロンバス大会





7月24日の木曜日には，5000人以上の出席者が伝道に参加しました。そして約3万冊の書籍が配布され，数千件もの聖書研究が始まりました。その日について，「ものみの塔」誌には「大会期間中で最も喜ばしい日」と書かれています。

7月25日金曜日に，別の際立った出来事がありました。ラザフォード兄弟が聖職者たちに対する大胆な告発状を読み上げたのです。この告発状は法的文書の形式で，政治，宗教，商業のリーダーたちが「命という祝福を与えるための神の備えについて，諸国民を無知の状態に置いている」と断罪するものでした。さらに，それらのリーダーたちは「国際連盟を公に支持しており，それが『地上における神の王国の政治的表現』であると宣言している」と指摘しました。聖書研究者たちがこのメッセージを人々に伝えるためには，大胆さと粘り強さが必要でした。

当時の「ものみの塔」誌は大会に出席した人たちの様子についてこう述べています。「コロンバス大会に集まった主の小さな軍隊は信仰を強められ，敵が放ついかなる火矢や攻撃にも屈しない者として出て行った」。大会に出席したレオ･クラウス兄弟は当時を振り返ってこう言っています。「私たちは，自分たちの区域で告発状を配布するんだ，という熱い思いで大会を後にしました」。
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「聖職者に対する告発」のパンフレット





10月には，ラザフォード兄弟が発表した告発文が「聖職者に対する告発」というパンフレットとなり，配布が始まりました。このパンフレットは何百万部も配布されました。ある日，フランク･ジョンソン兄弟は，オクラホマ州クリーブランドの小さな町でこのパンフレットを配りました。割り当てられた区域が終わりましたが，兄弟たちが迎えに来る約束の時間まで，まだ20分ありました。しかし，人目につく所で待っているのは危険でした。伝道活動に腹を立てた町の人たちがフランク兄弟を捜し回っていたからです。それでフランク兄弟は近くの教会に隠れることにしました。中には誰もいなかったので，「聖職者に対する告発」を牧師の聖書に挟み，各座席にも1部ずつ置いておきました。そして急いで出ていきました。待ち合わせまでまだ時間が残っていたので，さらに2つの教会を回って同じことをしました。

フランク兄弟は，急いで待ち合わせの場所に戻りました。自分を捜している人たちに見つからないように，給油所の後ろに隠れて見張っていました。フランク兄弟を捜している人たちの車がすぐそばを通りましたが，フランク兄弟の姿が見えなかったので，そのまま走り去っていきました。そのすぐ後，近くで伝道していた兄弟たちが迎えに来てくれて，町を去ることができました。

兄弟たちの1人はこう言いました。「町を出る時，3つの教会の前を通りました。どの教会の前にも50人ぐらいの人が立っていて，パンフレットを読んでいる人もいれば，牧師に見えるように掲げている人もいました。巻き込まれていたら危ないところでした。エホバが私たちを保護し，王国に敵対する人たちにメッセージを伝えるための知恵を与えてくれたことに感謝しました」。






大胆な宣教は各地でも
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ヨーゼフ･クレット





ほかの国でも，聖書研究者たちは同じように大胆に伝道しました。ヨーゼフ･クレット兄弟は北フランスで，ポーランドからの鉱山労働者に伝道しました。兄弟は「間もなく死者は復活する」という題の話をすることになっていました。その講演の招待ビラが町の住民に配られると，ある司祭は教区民に出席しないようにと警告しました。でもその警告は逆効果でした。5000人以上の人がその講演を聞きにやって来ました。そして，その司祭も来ていたのです！ クレット兄弟は司祭のために弁明の機会を設けましたが，断られました。講演を聞きに来た人たちが神の言葉に飢えているのは明らかだったので，クレット兄弟は持っていた文書を全て配布しました。（アモ 8:11）
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クロード･ブラウン





アフリカではクロード･ブラウン兄弟が，現在ガーナとして知られる黄金海岸で良い知らせを広めました。兄弟の講演や文書の配布によって，国中で真理が急速に広まりました。ブラウン兄弟の講演を聞いた人の1人に，薬剤師になるための勉強をしていたジョン･ブランクソン兄弟がいます。ジョン兄弟は話を聞いてすぐに，これは真理だと感じました。当時を振り返り，こう言っています。「気持ちが高揚しました。聞いたことを学校でみんなに話しました」。
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ジョン･ブランクソン





ジョン兄弟は，三位一体の教えが間違っていることをはっきり理解するようになりました。それである日，聖公会の教会に行ってその教理について司祭に尋ねました。話を聞いた司祭はジョン兄弟を追い出し，大声でこう言いました。「おまえはクリスチャンではない。悪魔の手先だ。ここから出ていけ！」

家に帰ってから，ジョン兄弟は司祭に手紙を書き，公の場で三位一体について話し合うことを提案しました。司祭からの返事は，学校の事務所への呼び出しという形で返ってきました。事務所には主任講師がいて，司祭に手紙を書いたかどうかを尋ねてきました。

「はい，書きました」とジョン兄弟は答えます。

講師はジョン兄弟に，その場で司祭への謝罪の手紙を書くようにと言いました。それでジョン兄弟はこう書きます。

「私の先生からあなたに謝罪の手紙を書くよう言われております。私としましては，あなたが自分の教えている教理の間違いを認めてくださるようでしたら，謝罪の手紙を書くつもりでおります」。

信じられない様子で講師はこう尋ねます。「ブランクソン君，本当にこの内容でいいのか」。

「はい，こうとしか書けません」。

「退学になってもいいのか。政府公認の教会の司祭にこんなことを言ったら，仕事に就けなくなるぞ」。

「お言葉ですが，先生，授業中に分からないことがあれば，生徒は質問するのではありませんか」。

「そうだね」。

「この件も同じことです。司祭に聖書を教えてもらった時に分からないことがあったので，私は尋ねただけです。司祭が答えられなかったというだけで，私が謝罪の手紙を書かなければいけないのはなぜでしょうか」。

結局，ジョン兄弟は退学にはならず，謝罪の手紙を送ることもありませんでした。






さらなる活動を見据えて


この年を振り返って，「ものみの塔」誌は次のように述べています。「私たちは，まさにダビデが述べたようにこう言うことができる。『なんじ戦いのために力をわれに帯ばしめ[たり]』。（詩 18:39）今年は大きな励ましの1年となった。主のみ手を見てきたからである。……主の真に聖別された者たちは……喜びを持って伝道した」。

兄弟たちはその年の終わりごろ，ラジオ放送による伝道をさらに拡大するため，シカゴ近郊にもう1つのラジオ局を建てることにしました。この新しい放送局には，WORDというコールサインが付いていました。神の言葉をラジオで伝える放送局として，ぴったりな名前でした。WORDには5000㍗の送信機が使われ，王国の知らせが1000㌔以上離れた所にも伝えられました。なんとカナダ北部にも伝わっていたのです。

1925年には，聖書研究者たちが啓示 12章に関する画期的な理解を得て，真理の光が輝くことになります。この新しい理解のために，ある人たちはエホバに仕えるのをやめてしまいます。しかし多くの人は，目に見えない天で何が起こったのか，そしてそれが地上でエホバに仕える人たちにどんな影響を与えるかを理解し，喜びました。







^  現在の「クリスチャンとしての生活と奉仕 集会ワークブック」。


^  当時の聖書研究者の活動を監督していたJ･F･ラザフォードはラザフォード判事としても知られていました。ベテル奉仕を始めるまでは，ミズーリ州第8巡回裁判所の特別判事を時折務めていました。






^ （アモ 8:11） 主権者である主エホバは宣言する。 『私がこの土地に飢饉を送り込む時が来る。 パンの飢饉でも水の枯渇でもない。 エホバの言葉の飢饉である。



^ （詩 18:39） あなたは戦う力を私に授け， 敵を私の前に倒れさせる。



^ （啓 12:1-17） それから，天に大きなしるしが見えた。それは太陽を身にまとった女で，月が足の下にあり，12の星の冠をかぶっていた。 2 彼女は妊娠しており，出産の痛みや苦しみのために叫んでいた。 3 また，天に別のしるしが見えた。それは火のような色の大きな竜で，7つの頭と10本の角があり，7つの王冠をかぶっていた。 4 竜の尾は天の星の3分の1を引き寄せて，地に投げ落とした。そして竜は，子を産もうとしている女の前に立っていた。彼女が子を産んだ時に，その子をむさぼり食うためだった。 5 女は男の子を産んだ。その男子は，鉄のつえをもって全ての国の民を処罰する*ことになる。その子はすぐに女から取られ，神のもとへ，王座へと連れていかれた。 6 女は荒野に逃げた。そこには神が用意した場所があり，彼女は1260日の間養われることになる。 7 そして，天で戦争が起こった。ミカエル*と天使たちが竜と戦ったのである。竜と邪悪な天使たちも応戦した。 8 しかし彼らは勝つことができず*，天に彼らの居場所はなくなった。 9 こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。 10 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。 11 兄弟たちは，子羊の血によって，また自分たちが語る言葉によってその者を征服し，死に面しても自分の命を惜しみ*ませんでした。 12 それで，天とそこに住む者たち，喜びなさい！ 地と海には災いが降り掛かります。悪魔が，自分に残された時が短いことを知り，大きな怒りを抱いてあなた方の所に下ったからです」。 13 地に投げ落とされた竜は，男の子を産んだ女を迫害した。 14 しかし，女は大きなワシの翼を与えられ，荒野にある自分の場所に飛んでいった。蛇から離れたその場所で，一時と二時と半時の間養われることになる。 15 蛇は，口から水を川のように女の後ろに吐き出して，彼女を溺れさせようとした。 16 しかし，地が女を助けた。地は口を開けて，竜の口から吐き出された川をのみ込んだのである。 17 それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

または，「治める」。
意味，「誰が神のようだろうか」。
もしかすると，「竜は敗れ」。
直訳，「愛し」。
直訳，「種」。
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30番の歌 私の父，私の神，私の友



エホバは「心が傷ついた人を癒やす」



「[エホバは]心が傷ついた人を癒やす。傷を包んでくださる」。詩編 147:3




ポイント

エホバは心が傷ついた人のことをとても気に掛けています。この記事では，エホバが私たちのつらい気持ちをどのように和らげてくださるか，また他の人を慰めることができるようにどのように助けてくださるかを学びます。




 1. エホバはご自分に仕える人たちのことをどう感じていますか。


あなたの答え



エホバはご自分に仕える人たちがどんなことを経験しているかを全て知っています。（詩 37:18）楽しいことも悲しいことも知ってくれています。つらく感じることがあっても一生懸命仕えている私たちのことを，エホバは誇りに感じているに違いありません。それだけでなく，私たちを支え，慰めたいと思っています。

 2. エホバは心が傷ついた人のためにどんなことをしてくださいますか。エホバに助けてもらうために，私たちはどんなことをする必要がありますか。


あなたの答え



2 詩編 147編3節には，エホバは心の「傷を包んでくださる」と書かれています。この言葉から，心が傷ついた人をエホバが優しく世話してくださることが分かります。でもエホバに助けてもらうためには，私たちにもしなければいけないことがあります。例えで考えてみましょう。腕の良い医師は，けがをした人が回復するのを助けることができます。でもけがをした本人も，医師の指示にきちんと従う必要があります。この記事では，心の傷ついた人のためにエホバが聖書に記録させた言葉を考え，そのアドバイスをどのように実践できるかを学びます。

エホバは私たちを大切に思っている

 3. どんなことが理由で自分には価値がないと感じることがありますか。


あなたの答え



3 今は愛の欠けた冷たい世の中なので，自分には価値がないと感じている人は少なくありません。ヘレン姉妹はこう言っています。* 「家族から愛情を受けずに育ちました。父からは暴力を振るわれ，ひどいことを毎日のように言われ，自分には何の価値もないんだと思うようになりました」。もしかするとあなたもヘレン姉妹のように，虐待されたり，ひどい言葉を浴びせられたり，愛情を受けてこなかったりしたかもしれません。そういうことがあると，自分を本当に気に掛けてくれる人なんて誰もいないと思うかもしれません。

 4. 詩編 34編18節によると，エホバはどんなことを約束していますか。


あなたの答え



4 ほかの人からひどいことを言われたりされたりしたとしても，エホバから愛され，大切にされていることを忘れないでください。「エホバは心が傷ついた人のそばにい」ます。（詩編 34:18を読む。）「打ちのめされた」ように感じるときは，エホバが心の中の良いものを見てあなたを引き寄せてくださったということを思い出してください。（ヨハ 6:44）あなたはエホバにとって大切な存在なので，エホバはいつでも助けたいと思っています。

 5. ほかの人たちから見下されていた人たちへのイエスの接し方からどんなことを学べますか。


あなたの答え



5 イエスの人への接し方からも，エホバの気持ちについて知ることができます。イエスは伝道していた時，ほかの人から見下されている人たちに目を留め，思いやり深く接しました。（マタ 9:9-12）ある女性が，重い病気を癒やしてもらいたいと思ってイエスの外衣に触れたことがありました。その時，イエスは優しい言葉を掛け，その女性の信仰を褒めました。（マル 5:25-34）イエスの性格はお父さんエホバとそっくりです。（ヨハ 14:9）それで，エホバも私たちのことを大切に思い，信仰や愛といった良い点に注目してくれていることが分かります。

 6. 自分には価値がないという気持ちに負けないためにどんなことができますか。


あなたの答え



6 自分には価値がないという気持ちがなかなか消えない場合はどうしたらいいでしょうか。エホバが大切に思ってくださっていることが分かる聖句を読んで，じっくり考えましょう。* （詩 94:19）目標を達成できなかったり，ほかの人ほどできていないことにがっかりしたりすることがあっても，自分に厳しくなり過ぎないようにしましょう。エホバは私たちができないことまで期待するような方ではありません。（詩 103:13，14）もし過去に虐待を受けたことがあるとしても，自分を責めたりしないでください。あなたは何も悪くありません。エホバは，被害を受けた人ではなく，悪いことをした人に責任を問います。（ペテ一 3:12）子供の頃に虐待を受けていたサンドラ姉妹はこう言っています。「自分に対してエホバと同じバランスの取れた見方ができるように助けてください，といつも祈っています」。



[image: イスラエル人の男性が1羽のスズメを大切そうに手に乗せている。]



あなたはエホバにとって大切な存在です


次の聖句を読むと，エホバがあなたを大切に思っていることを確信できます。

	  詩編 56:8 あなたが悲しくて涙を流す時，エホバはそのことに気付いて，気持ちを分かってくださいます。



	  ルカ 12:6，7 エホバはスズメ1羽でさえも大切に思っているのですから，あなたのことはもっと大切に思っているはずです。あなたを愛しているので深く気に掛けていて，どんな小さなことにも気付いてくださいます。



	  ヨハネ第一 3:19，20 自分に価値がないように思えても，エホバは「私たちの心より大き[い]」ということを覚えておきましょう。私たち以上に私たちのことを分かっていて，大切に思ってくれています。









 7. これまで経験してきたことがエホバへの奉仕にどのように役立つかもしれませんか。


あなたの答え



7 自分は誰かの役に立つことなんてできない，とは考えないでください。エホバは私たちに宣教という仕事を与えてくれています。エホバと共に働く素晴らしい機会です。（コリ一 3:9）もしかすると，これまで経験してきたことが，人の気持ちを感じ取ったり思いやったりする上で役立つかもしれません。人を助けるためにあなたにできることはたくさんあります。先ほどのヘレン姉妹はいろいろな助けを受けて，今ではもっとほかの人を助けられるようになりました。こう言っています。「自分には価値がないと思っていましたが，エホバのおかげで，自分は愛されていて人の役に立てるんだ，と思えるようになりました」。姉妹は今，正規開拓者として楽しく奉仕しています。

エホバは私たちが許されていることを信じてほしいと思っている

 8. イザヤ 1章18節からどんなことが分かりますか。


あなたの答え



8 バプテスマを受ける前や受けた後にしてしまった良くないことを思い出して，自分を責めてしまうということがあるかもしれません。そういうときは，エホバが私たちを深く愛して贖いという贈り物を与えてくださったことを思い出しましょう。エホバはその贈り物を拒まずに受け取ってほしいと思っています。私たちがエホバとの間で「物事を正」したなら，エホバは私たちの罪を完全に許してくださいます。* （イザヤ 1:18を読む。）後からそれを持ち出したりはしません。一方で，私たちがした良いことはずっと覚えていてくれます。そのことに本当に感謝できます。（詩 103:9，12。ヘブ 6:10）

 9. 過去にではなく今と将来に目を向けるよう努力すべきなのはどうしてですか。


あなたの答え



9 以前にしてしまったことのために心が痛んでいるなら，過去にではなく今と将来に目を向けるように努力しましょう。パウロの例を思い出してください。パウロはクリスチャンたちをひどく迫害したことを後悔していました。でも，エホバが許してくださっていることを知っていました。（テモ一 1:12-15）パウロは自分が犯してしまった罪について，いつまでもくよくよ考えたでしょうか。そうはしなかったでしょう。ユダヤ教の支持者としての過去の功績についても考え続けたりすることはなかったからです。（フィリ 3:4-8，13-15）パウロは伝道に打ち込み，将来に目を向けました。私たちも過去を変えることはできませんが，今置かれている状況の中でエホバを賛美し，エホバが約束してくださっている素晴らしい将来に目を向けることができます。

10. 以前に誰かを傷つけてしまった場合，どんなことができますか。


あなたの答え



10 以前に誰かを傷つけてしまったことで，心が痛む場合はどうしたらいいでしょうか。相手のためにできる限りのことを行い，誠実に謝りましょう。（コリ二 7:11）傷つけてしまった人のことを助けてくれるよう，エホバに祈ってください。エホバは，あなたと相手が穏やかな気持ちを取り戻し，これからも頑張っていけるよう助けてくださいます。

11. ヨナの例からどんなことを学べますか。（挿絵を参照。）


あなたの答え



11 間違いから学び，エホバがあなたにしてほしいと思っていることを進んで行いましょう。ヨナの例を考えてみてください。ヨナは神からニネベに行くよう言われたのに，反対方向に逃げてしまいました。でも，エホバからの矯正を受け，自分の間違いから学びました。（ヨナ 1:1-4，15-17; 2:7-10）エホバはヨナを見限ったりしませんでした。再びニネベに行くよう指示されると，ヨナはすぐに従いました。以前にしてしまったことでがっかりするあまり，エホバから与えられた仕事を断ってしまうことはありませんでした。（ヨナ 3:1-3）



[image: ずぶぬれのヨナが海岸に立って天を見上げている。]

預言者ヨナは魚にのみ込まれて大変な思いをした後，エホバからニネベに行ってメッセージを伝えるよう再び言われた。（11節を参照。）







エホバは聖なる力によって慰めてくださる

12. トラウマになるようなつらい経験をする時，エホバはどのように心を落ち着かせてくださいますか。（フィリピ 4:6，7）


あなたの答え



12 トラウマになるようなつらい経験をする時，エホバは聖なる力によって私たちを慰めてくださいます。ロン兄弟とキャロル姉妹の例を考えましょう。2人は，息子が自分で命を絶つというとてもつらい出来事を経験しました。こう言っています。「それまでも大変なことはいろいろありましたが，その中でも一番つらい出来事でした。眠れない日が続きました。でもエホバに祈ると，フィリピ 4章6，7節の言葉の通り，本当に心が落ち着きました」。（読む。）心が張り裂けるようなつらい経験をする時，祈って自分の気持ちを全部エホバに伝えましょう。何度でも何時間でも祈ることができます。（詩 86:3; 88:1）聖なる力を与えてください，とエホバに繰り返しお願いしましょう。エホバはいつでも助けてくださいます。（ルカ 11:9-13）

13. 聖なる力は，エホバに仕え続ける上でどのように助けになりますか。（エフェソス 3:16）


あなたの答え



13 難しい試練を経験して，疲れ切ってしまったと感じることがありますか。そのようなときも，聖なる力はエホバに仕え続ける助けになります。（エフェソス 3:16を読む。）フローラ姉妹の例を考えてみましょう。姉妹は夫と2人で宣教者として奉仕していました。でも夫は姉妹を裏切り，2人は離婚しました。姉妹はこう言っています。「夫に裏切られて，苦しくて何も考えられませんでした。このつらい状況を耐えられるように聖なる力を与えてください，とエホバに祈りました。エホバは私の祈りに答えて心の傷を癒やしてくださいました。初めは乗り越えられないと思っていましたが，頑張り続けるための力を与えてくれました」。フローラ姉妹は，エホバをもっと信頼し，どんな時も支えてもらえると確信できるように，エホバが助けてくださっていると感じています。姉妹はさらにこう言っています。「詩編 119編32節の通りだと思いました。『私は何があってもあなたのおきてに従う。あなたがそのために私の心を広げてくださるから』」。

14. どうすれば聖なる力を受けることができますか。


あなたの答え



14 聖なる力を与えてくださいと祈った後は，どんなことができるでしょうか。聖なる力を受けることができるよう自分でも努力しましょう。集会に出席したり，伝道に参加したりすることは欠かせません。毎日聖書を読んでエホバの考えを知るようにしましょう。（フィリ 4:8，9）試練を経験した人たちに注目し，その人たちが忍耐できるようエホバがどのように支えたか，じっくり考えてください。いろいろ大変なことを経験した先ほどのサンドラ姉妹は，こう言っています。「ヨセフの話が特に力になっています。ヨセフは試練や不公正を経験しても，エホバとの絆が決して弱まってしまうことがないようにしました」。（創 39:21-23）

エホバは仲間の兄弟姉妹によって慰めてくださる

15. つらい時，誰が慰めてくれることがありますか。どのように助けてくれますか。（写真も参照。）


あなたの答え



15 つらい経験をする時，仲間の兄弟姉妹が「とても慰めて」くれることがあります。（コロ 4:11）私たちはそうした兄弟姉妹を通してエホバの愛を感じることができます。例えば，親身になって話を聞いてくれたり，そばにいてくれたりするだけでもほっとします。力になる聖句を教えてくれたり，祈ってくれたりすることもあるでしょう。* （ロマ 15:4）エホバの考え方を思い起こしてバランスの取れた見方ができるように助けてくれることもあるかもしれません。ほかにも，食事を作ってくれたりして，力が出ない時にサポートしてくれることもあります。



[image: 2人の長老が入院している姉妹を訪ねている。聖書を開きながら話している。]

クリスチャンとして安定している信頼できる友に慰めてもらうと，大きな支えになる。（15節を参照。）







16. 仲間に支えてもらうためにはどうする必要があるかもしれませんか。


あなたの答え



16 仲間に支えてもらうためには，自分の方から助けを求める必要があるかもしれません。兄弟姉妹は私たちを愛していて，助けたいと思っています。（格 17:17）でも，私たちがどんな気持ちでいるか，どんな助けを必要としているかを知らないかもしれません。（格 14:10）つらく感じる時は，信頼できる友達に気持ちを話してください。どんなサポートを必要としているかを伝えましょう。自分にとって話しやすい1人か2人の長老に話すこともできます。姉妹たちの中には，クリスチャンとして安定した別の姉妹に話すと安心する人もいるかもしれません。

17. どんなことが原因で，仲間からの助けを受けにくくなってしまうことがありますか。


あなたの答え



17 人と関わりたくないという気持ちに負けないようにしましょう。つらい気持ちの時には人と話す気になれないと感じることがあるものです。兄弟姉妹から誤解されたり，何げない言葉に傷つけられたりすることがあるかもしれません。（ヤコ 3:2）そういうことのせいで兄弟姉妹と距離を取ってしまうことがないようにしましょう。エホバは仲間を通してあなたを励ましたいと思っています。うつ病と闘っている長老のガビン兄弟はこう言っています。「友達と話したり，一緒に時間を過ごしたりする気になれないことがよくあります」。でも，兄弟はその気持ちに負けないようにしていて，仲間から力をもらっています。エイミー姉妹はこう言います。「これまで経験したことのせいで，なかなか人を信じることができません。でも，エホバと同じように兄弟姉妹を愛し，信頼するよう意識しています。そうするならエホバが喜んでくれますし，そのことを考えると私もうれしくなります」。

将来に関するエホバの約束によって慰められる

18. 私たちは将来どうなることを楽しみにしていますか。それまでの間どんなことができますか。


あなたの答え



18 エホバは間もなく，苦しみの原因となるものを全て取り除いて，私たちを完全に癒やしてくださいます。それで，将来を楽しみに待つことができます。（啓 21:3，4）その時には，これまで経験してきたつらいことが「心に浮かぶことも」ありません。（イザ 65:17）でも，エホバは今でも私たちの「傷を包んで」くださいます。いろいろな仕方で慰め，安心させてくださいます。その愛情深い助けを十分に活用しましょう。「神[が]優しく気遣ってくださる」ことを確信してください。（ペテ一 5:7）



エホバはどのように助けてくださいますか


	  自分には価値がないという気持ちと闘えるように


あなたの答え





	  自分を責める気持ちを乗り越えられるように


あなたの答え





	  仲間の兄弟姉妹からの慰めを感じられるように


あなたの答え












7番の歌 エホバは私たちの力



^  名前は変えてあります。


^  「あなたはエホバにとって大切な存在です」の囲みを参照。


^  エホバとの間で「物事を正[す]」には，罪の許しを求め，行動を改めることによって，悔い改めていることを示す必要があります。重大な罪を犯したなら，会衆の長老たちに助けを求める必要もあります。（ヤコ 5:14，15）


^  「クリスチャンのための聖句ガイド」にある「心配」や「心の支え」というトピックに載せられている聖句も役立ちます。






^ （詩 147:3） 心が傷ついた人を癒やす。 傷を包んでくださる。



^  （詩 37:18） エホバは，非難されるところがない人の歩みを知っている。 彼らの財産は永遠に失われない。



^  （詩 147:3） 心が傷ついた人を癒やす。 傷を包んでくださる。



^ （詩 34:18） エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。

または，「落胆した」。


^  （詩 34:18） エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。

または，「落胆した」。


^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^  （マタ 9:9-12） 次いで，イエスはそこから歩いていく途中で，マタイという男性が徴税所に座っているのを見掛け，「私の弟子になりなさい」と言った。するとマタイは立ち上がって，イエスの後に従った。 10 その後，イエスが弟子たちと共にマタイの家で食事をして*いると，多くの徴税人や罪人が来て加わった。 11 ところが，パリサイ派の人たちがこれを見て，弟子たちに，「あなたたちの先生が徴税人や罪人と食事をするのはどうしてか」と言った。 12 これを聞いてイエスは言った。「健康な人に医者は必要ではなく，病気の人に必要なのです。

または，「食卓で横になって」。


^  （マル 5:25-34） ところで，12年間も出血が続いている女性がいた。 26 多くの医者にかかってはひどい苦しみを味わい，資産を使い果たしたのに少しも良くならず，かえって悪くなっていた。 27 その女性はイエスの評判を聞いて，群衆の中でイエスの後ろから近づき，外衣に触った。 28 「あの方の外衣に触るだけで良くなる*」と言い続けていたのである。 29 すると出血はすぐに止まり，つらい病気が癒やされたことを体で感じた。 30 イエスはすぐに，力が自分から出ていったことに気付き，群衆の中で振り返って，「外衣に触ったのは誰ですか」と言った。 31 しかし弟子たちは言った。「人々が群がってきているのに，『触ったのは誰か』と言うのですか」。 32 それでもイエスは，誰が触ったのかと周囲を見回していた。 33 女性は，自分の身に起きたことが分かり，恐れて震えながら進み出て，イエスの前でひれ伏し，全てをありのままに話した。 34 イエスは言った。「あなたが良くなった*のは信仰があったからです。安心して暮らしなさい。つらい病気は治りました」。

または，「救われる」。
または，「救われた」。


^  （ヨハ 14:9） イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。



^  （詩 94:19） 心配事で圧倒されそうな*時， あなたは私を安心させ*，落ち着かせてくださった。

または，「不安な気持ちでいっぱいになった」。
または，「慰め」。


^  （詩 103:13， 14） 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （ペテ一 3:12） エホバ*は正しい人に目を留め，その人たちの祈願に耳を傾ける。しかし，エホバ*は悪を行う人に厳しい顔を向ける」。

付録A5参照。
付録A5参照。


^ （詩 56:8） 私の放浪の歩みをあなたはよく知っています。 私の涙をあなたの革袋に集めてください。 あなたの書に記されている私の涙を。



^ （ルカ 12:6， 7） スズメ5羽は小額の硬貨2枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ神に忘れられる*ことはありません。 7 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。

または，「神にないがしろにされる」，「神の目に留まらない」。


^ （ヨハ一 3:19， 20） そのようにして，私たちは自分が真理から出ていることを確信し，神の前で安心*できます。 20 心に責められることがあっても安心できるのです。神は私たちの心より大きく*，全てのことを知っているからです。

または，「心を納得させることが」。
私たち以上に私たちのことを知っているということ。


^  （コリ一 3:9） 私たちは神と共に働く者だからです。皆さんは，神が耕している畑，神の建物です。



^ （イザ 1:18） エホバはこう言う。 「来なさい。私たちの間で物事を正そう。 あなたたちの罪は緋*のようだが， 雪のように白くされる。 紅の布のように赤いが， 羊毛のようになる。

または，「赤」。


^  （イザ 1:18） エホバはこう言う。 「来なさい。私たちの間で物事を正そう。 あなたたちの罪は緋*のようだが， 雪のように白くされる。 紅の布のように赤いが， 羊毛のようになる。

または，「赤」。


^  （詩 103:9） いつも非難するのでも， ずっと憤ったままでいるのでもない。



^  （詩 103:12） 日の出は日の入りから遠く離れている。 同じように，神は私たちの違反を私たちから遠くに離してくださった。



^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^  （テモ一 1:12-15） 私は，力を授けてくださった主であるキリスト･イエスに感謝しています。私を忠実な者と見なし，奉仕する務めを与えてくださったからです。 13 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。 14 私たちの主は惜しみない親切をあふれるほど豊かに示してくださり，私が信仰とキリスト･イエスからの愛を得られるようにしてくださいました。 15 キリスト･イエスは罪人を救うために世に来た，という言葉は真実であり，全面的に受け入れるべきものです。私はそのような罪人の中でも最も罪深い者です。



^  （フィリ 3:4-8） もっとも私は，人間的な事柄*に基づいて誇ることもできます。 人間的な事柄*に基づいて誇れると思う人がほかにいるとしても，その人より私の方が誇る根拠があります。 5 私は生後8日目に割礼を受けており，イスラエルの子孫，ベニヤミン族の者，ヘブライ人から生まれたヘブライ人です。律法に関しては，パリサイ派でした。 6 熱心さに関しては，会衆*を迫害するほどでした。律法に基づく正しさに関しては，非難されるところがない者でした。 7 しかし私は，得だと思っていた事柄を，キリストのゆえに，損だと思うようになり*ました。 8 それどころか，主であるキリスト･イエスについての知識に極めて大きな価値があるので，ほかの何もかもを損だと思っています。私はキリストのためにあらゆるものを失いましたが，そうしたものを多くのくず*のようだと思っています。キリストを得て，

直訳，「肉体」。
直訳，「肉体」。
用語集参照。
もしかすると，「喜んで捨て」。
または，「ごみ」。


^  （フィリ 3:13-15） 兄弟たち，私は賞を得たとは思っていませんが，1つのことは確かです。私は後ろのものを忘れ，前のものに向かって身を伸ばし， 14 神からキリスト･イエスを通して天に招かれるという賞を得られるよう，ゴールを目指してひたすら走っています。 15 それで，私たちのうちクリスチャンとして十分に成長した人は，そのような考え方をしましょう。もし皆さんが何かの点で異なる考え方をしているとしても，神は正しい考え方を教えてくださいます。



^  （コリ二 7:11） 皆さんが神の意志に沿って悲しんだので，皆さんの中にひたむきな真剣さが生み出されました。汚れを除き，憤りや畏れ，真剣な願い，熱意を抱き，悪を正しました！ 皆さんは例の件に関して清いことをあらゆる点で証明しました。



^  （ヨナ 1:1-4） エホバはアミタイの子ヨナ*に言った。 2 「大都市ニネベに行き，処罰について知らせなさい。そこの人々の悪は目に余るものがある」。 3 しかし，ヨナはエホバから逃げてタルシシュに行こうとした。ヨッパに下って，タルシシュ行きの船を見つけた。それで料金を払って乗船し，エホバから離れて，ほかの人たちと一緒にタルシシュに向かった。 4 エホバは海に暴風を吹かせた。激しい嵐が起き，船は難破しそうになった。

意味，「ハト」。


^  （ヨナ 1:15-17） そうしてヨナを抱え，海に投げ込んだ。すると，荒れ狂っていた海は静まった。 16 それで彼らはエホバを非常に畏れ，エホバに犠牲を捧げて誓約をした。 17 エホバは巨大な魚を送り，ヨナをのみ込ませた。ヨナはその魚の腹の中に3日3晩いた。



^  （ヨナ 2:7-10） 命が尽きようとしていた時，私が思い出したのはエホバでした。 私の祈りはあなたに，あなたの聖なる神殿に届きました。  8 無価値な偶像を崇拝する人は，揺るぎない愛を示す方*を捨てています。  9 しかし私は，感謝の声を上げ，あなたに犠牲を捧げます。 誓約したことを果たします。 救いはエホバから来ます」。 10 やがてエホバが魚に命じたので，魚はヨナを陸に吐き出した。

もしかすると，「自分の揺るぎない愛」。


^  （ヨナ 3:1-3） エホバはヨナに再び言った。 2 「大都市ニネベに行き，私があなたに告げる言葉を知らせなさい」。 3 ヨナはエホバから言われたことに従い，ニネベに行った。ニネベはとても大きな都市で，歩くと3日かかる広さだった。



^ （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^  （詩 86:3） エホバ，親切を示してください。 私は一日中あなたを呼び続けます。



^  （詩 88:1） エホバ，私の救いの神。 昼，私は叫びます。 夜，あなたの前に行きます。



^  （ルカ 11:9-13） それで，求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 10 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。 11 実際，あなたたちのうちどの父親が，自分の子から魚を求められて，魚ではなく蛇を渡すでしょうか。 12 また，卵を求められて，サソリを渡すでしょうか。 13 それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^ （エフェ 3:16） 私はこう祈ります。豊かな栄光に輝く父が，聖なる力によって皆さんの内面*を強くしてくださいますように。

または，「内面の人」。


^  （エフェ 3:16） 私はこう祈ります。豊かな栄光に輝く父が，聖なる力によって皆さんの内面*を強くしてくださいますように。

または，「内面の人」。


^  （詩 119:32） 私は何があってもあなたのおきてに従う*。 あなたがそのために私の心を広げて*くださるから。

直訳，「はあなたのおきての道を走る」。
もしかすると，「あなたは私が心から確信できるようにして」。


^  （フィリ 4:8， 9） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。 9 皆さんが私から学んだことや受け入れたこと，また見たり聞いたりしたことを，実践してください。そうすれば，平和の神が共にいてくださいます。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。


^  （創 39:21-23） それでも，エホバが引き続きヨセフと共にいて，揺るぎない愛を示したので，ヨセフは牢獄の長に気に入られるようになった。 22 長は，牢獄内の囚人全員をヨセフに監督させた。囚人たちが行うことは全てヨセフが指示した。 23 ヨセフに任せておけば，牢獄の長は安心だった。エホバがヨセフと共にいて，エホバがヨセフのすること全てを成功させていたからである。



^  （コロ 4:11） ユストと呼ばれるイエスもよろしくと言っています。これらは割礼を受けている人たちです。この人たちだけが神の王国のために私と共に働いており，私をとても慰めて*くれています。

または，「力づけ，助けて」。


^  （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^  （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^  （格 14:10） 心は自分の苦しみを知っており， 心の喜びを他の人は共有できない。



^  （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^ （ヤコ 5:14， 15） 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。 15 信仰の祈りは病気の人*を良くし，エホバ*がその人を起き上がらせてくださいます。また，その人が罪を犯したのであれば，許されます。

用語集参照。
付録A5参照。
もしかすると，「疲れている人」。
付録A5参照。








研究記事 41




13番の歌 キリストは私たちの手本



イエスが天に戻るまでの最後の40日間



「イエスは……40日にわたって現れ，神の王国について話しました」。使徒 1:3




ポイント

イエスが天に戻るまでの最後の40日間に行ったことから何を学べるかを考えます。




1-2. イエスの2人の弟子がエマオに向かって歩いている時，どんなことがありましたか。


あなたの答え



西暦33年のニサン16日のことです。イエスの弟子たちは悲しみと不安な気持ちでぼうぜんとしていました。そのうちの2人がエルサレムから11㌔ほど離れたエマオという村に向かいます。2人はとても落ち込んでいました。これまで従ってきたイエスが死んでしまったからです。メシアに大きな期待を寄せていたのに，それはかなわなくなってしまったように思えました。でも，驚くようなことが起きます。

2 ある人が2人に近づいてきて，一緒に歩き始めます。弟子たちはイエスが亡くなってがっかりしていることを話します。それに対してその人が話した内容は，2人にとって決して忘れられないものになりました。「モーセと全ての預言者の書から始めて」，メシアがどうして苦しんで死ぬ必要があったのかを説明してくれたのです。エマオに到着した後，その人が復活したイエスであることが分かります。弟子たちはメシアが生きていることを知って，どれほどうれしかったことでしょう。（ルカ 24:13-35）

3-4. イエスの弟子たちはどんなことを経験しましたか。この記事ではどんなことを学びますか。（使徒 1:3）


あなたの答え



3 イエスは天に戻るまでの40日間に，弟子たちの前に何度も現れました。（使徒 1:3を読む。）そして，悲しみや不安でいっぱいだった弟子たちを元気づけます。おかげで弟子たちは喜びを取り戻し，勇気と確信を持って王国の良い知らせを伝え，人々を教えることができるようになりました。*

4 イエスがこの特別な40日間に行ったことから，いろいろなことが学べます。イエスがこの期間中に，（1）弟子たちを力づけるため，（2）聖書の理解を深めるよう助けるため，（3）大きな責任を担えるようトレーニングするために，どんなことをしたかを考えましょう。また，私たちがイエスの手本にどのように倣えるかについても考えます。

他の人を力づける

 5. イエスの弟子たちに励ましが必要だったのはどうしてですか。


あなたの答え



5 イエスの弟子たちに励ましが必要だったのはどうしてでしょうか。弟子たちの中には，イエスに従うために家族に別れを告げ，家や仕事を手放した人たちがいました。（マタ 19:27）また，イエスの弟子になったために，みんなからのけ者にされた人もいました。（ヨハ 9:22）弟子たちがそうした犠牲を払ったのは，イエスを約束されたメシアだと信じていたからでした。（マタ 16:16）でもイエスが殺された時，希望が打ち砕かれたように感じてがっかりしてしまいました。

 6. イエスは復活した後，何をしましたか。


あなたの答え



6 イエスは弟子たちが気落ちしている様子を見ても，信仰が弱くなったとは考えなかったことでしょう。それが大変な経験をした時の自然な反応であることを理解していたからです。それで，イエスは復活したその日から友である弟子たちを力づけるために行動しました。例えば，墓で泣いていたマリア･マグダレネの前に現れました。（ヨハ 20:11，16）また，この記事の初めで考えたように，2人の弟子たちの前にも現れました。ペテロにも会いに行きました。（ルカ 24:34）イエスの手本からどんなことが学べるでしょうか。マリア･マグダレネの前に現れた時のことを考えてみましょう。

 7. イエスはニサン16日の早朝にマリアがどうしているのを見ましたか。何をしてあげたいと思いましたか。（ヨハネ 20:11-16）（挿絵も参照。）


あなたの答え



7 ヨハネ 20:11-16を読む。ニサン16日の早朝，何人かの女性がイエスの墓に行きました。（ルカ 24:1，10）その中にマリア･マグダレネがいました。マリアが墓に来ると，そこにイエスの体はありませんでした。マリアはペテロとヨハネの所に走っていってそのことを伝え，2人の後を追ってまた墓に戻りました。空になった墓を見て，2人は家に戻りました。でもマリアはそこに残って泣いていました。マリアは全く気付いていませんでしたが，イエスはその涙を見ていて，慰めてあげたいと思いました。それでマリアの前に姿を現し，話し掛けます。イエスは，自分が復活したことを兄弟たちに伝えるという大切な役割を任せました。短いやりとりでしたが，それはマリアにとって大きな力になりました。（ヨハ 20:17，18）



[image: 復活したイエスが，空になった墓のそばでマリア･マグダレネに話し掛けている。]

イエスに倣い，周りの人の様子に気を配り，落ち込んでいる人の気持ちを思いやるようにする。（7節を参照。）







 8. イエスにどのように倣えますか。


あなたの答え



8 イエスにどのように倣えるか。私たちもエホバに仕え続けられるように仲間を力づけることができます。イエスのように周りの人の様子によく気を配り，誰かが気落ちしていることに気付いたなら，相手の気持ちを思いやりながら話し掛けましょう。妹を事故で亡くすというつらい経験をしたジャスラン姉妹はこう言っています。「何カ月もの間，悲しみのどん底にいました」。そんな時，ある夫婦が家に呼んで親身になって話を聞いてくれました。そして，姉妹がエホバにとって本当に大切な存在であることを思い出せるように助けてくれました。姉妹はこう言います。「まるでエホバが兄弟姉妹を使って，荒れ狂う海の中から私を救命ボートに引き上げてくれたように感じました。兄弟姉妹のおかげで，エホバに仕え続けたいという気持ちを取り戻すことができました」。私たちも，相手が自分の気持ちを話してくれる時は注意深く聞き，相手を思いやりながら話すようにしましょう。そうするなら，エホバに仕え続けられるよう仲間を力づけることができます。（ロマ 12:15）

聖書を正しく理解できるよう助ける

 9. イエスの弟子たちはどんなことを難しく感じていましたか。イエスはどのように助けましたか。


あなたの答え



9 イエスの弟子たちは神の言葉を受け入れ，それを自分の生活で実践するよう努力していました。（ヨハ 17:6）でも，イエスがなぜ犯罪者として苦しみの杭に掛けられて亡くなったかを理解できていませんでした。イエスは弟子たちがエホバを愛して信仰を抱いていることを知っていましたが，聖句をより正確に理解する必要があることに気付きました。（ルカ 9:44，45。ヨハ 20:9）それで，聖句に基づいて考えるように弟子たちを助けました。エマオへの道で2人の弟子の前に現れた時にイエスがどのように教えたか，考えてみましょう。

10. イエスは自分が本当のメシアであることを弟子たちが理解できるよう，どのように助けましたか。（ルカ 24:18-27）


あなたの答え



10 ルカ 24:18-27を読む。イエスは自分が誰であるかをすぐには言いませんでした。その代わりに質問をしました。どうしてでしょうか。弟子たちがどんな気持ちでいて，どんなことを考えているかを話してもらいたいと思ったからでしょう。実際2人は，イエスがローマの圧制からイスラエルを救出してくれることを期待していた，と話しました。イエスは2人が不安な気持ちを打ち明けるのをよく聞いてから，それまで起きたことについて正しく理解できるよう聖書を使って助けました。* イエスはその晩，ほかの弟子たちにもそのことを説明しました。（ルカ 24:33-48）こうした出来事から何を学べるでしょうか。

11-12. （ア）イエスが聖書の真理を教えた方法から，どんなことが学べますか。（写真も参照。）（イ）聖書を教えていた兄弟は，ノーテイ兄弟をどのように助けましたか。


あなたの答え



11 イエスにどのように倣えるか。聖書レッスンをするときには上手に質問をして，学んでいる人の考えや気持ちを引き出すようにしましょう。（格 20:5）相手の気持ちが分かったなら，その人の状況にぴったり合う聖句をどうすれば見つけられるかを教えてあげてください。どうすべきかをすぐに言いたくなる気持ちを抑えましょう。聖句に基づいて考え，それを生活の中で実践するにはどうすればよいかを理解できるように助けましょう。そのことの大切さが分かるガーナのノーテイ兄弟の例を考えます。

12 ノーテイ兄弟は16歳の時に聖書を学び始めました。でも，すぐに家族からの反対が始まりました。聖書を学び続けるのに，どんなことが助けになったでしょうか。ノーテイ兄弟と聖書レッスンをしていた兄弟は，本物のクリスチャンは迫害されるということをマタイ 10章から前もって教えていました。ノーテイ兄弟はこう言っています。「それで，反対が始まった時，やっぱりこれが真理なんだと確信しました」。また，聖書を教えていた兄弟はマタイ 10章16節から，自分が信じていることを家族に説明するときには注意深く敬意を込めて話すことが大切だ，と教えました。バプテスマを受けた後，ノーテイ兄弟は開拓者になりたいと思っていましたが，父親は大学に行くことを願っていました。聖書を教えていた兄弟は，何をすべきかを言う代わりに，質問をして，聖書の教えに基づいて考えるよう助けました。どうなったでしょうか。ノーテイ兄弟は開拓奉仕を始めることにしました。その結果，父親から家を出るように言われました。兄弟はこの出来事を振り返って，どう感じているでしょうか。「正しい決定ができたと思うので，後悔は全くありません」と言っています。私たちも聖書に基づいて考えるよう他の人を教えるなら，クリスチャンとしてぶれない人になるよう助けることができます。（エフェ 3:16-19）



[image: 1. 兄弟が聖書レッスンをしている男性と聖句から一緒に考えている。2. 男性がクリスマスの飾り付けをごみ箱に捨てている。]

イエスに倣い，学んでいる人が聖句に基づいて考えるよう助ける。（11節を参照。）*







「人々という贈り物」になれるよう兄弟たちを訓練する

13. イエスはエホバから委ねられた仕事が引き続ききちんと行われるよう，どんなことをしましたか。（エフェソス 4:8）


あなたの答え



13 イエスは地球にいた時，天のお父さんから委ねられた仕事を完璧に行いました。（ヨハ 17:4）でもイエスは，自分でないとこの仕事はできないとは考えませんでした。その仕事を行えるよう，3年半の宣教期間中にほかの人たちを訓練しました。イエスは天に戻る前，エホバの大切な羊を世話し，伝道して教える活動で率先するという責任を弟子たちに委ねました。その中には20代の人もいたかもしれません。（エフェソス 4:8を読む。）弟子たちはそれまでもイエスと一緒に忠実に一生懸命働いてきましたが，イエスは天に戻るまでの最後の40日間を活用し，「人々という贈り物」になることができるようさらに訓練しました。どんなことをしたのでしょうか。

14. イエスは天に戻るまでの40日の間に，どんなことを弟子たちに教えましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



14 イエスは率直でありながらも愛のこもった仕方でアドバイスしました。例えば，ある弟子たちに疑う傾向があることに気付いた時，助言を与えて助けました。（ルカ 24:25-27。ヨハ 20:27）また，生計を立てるための仕事に気を取られるのではなく，エホバの羊を世話することに集中する大切さについても教えました。（ヨハ 21:15）ほかの人がどんな奉仕の機会を与えられているかを気にして比べることがないようにとも教えました。（ヨハ 21:20-22）また，王国について間違った期待を持っていた弟子たちを正し，良い知らせを伝えることに打ち込むよう助けました。（使徒 1:6-8）では，長老たちはイエスからどんなことを学べますか。



[image: イエスが浜辺で弟子たちに話している。足元では魚が焼かれている。]

イエスに倣い，兄弟たちがより多くの責任を担えるよう助ける。（14節を参照。）







15-16. （ア）長老たちはどのようにイエスに倣うことができますか。（イ）パトリック兄弟にとって，長老からのアドバイスはどのように役立ちましたか。


あなたの答え



15 長老たちはイエスにどのように倣えるか。長老たちは，比較的若い人たちを含め兄弟たちがさらに大きな責任を担えるよう訓練し，サポートする必要があります。* 訓練を受ける人たちに完璧であることを求めたりはしません。長老たちは若い兄弟たちに愛情深いアドバイスを与えることによって，進んで仕え，謙遜で信頼できる人になることの大切さに気付けるよう助けます。（テモ一 3:1。テモ二 2:2。ペテ一 5:5）

16 パトリック兄弟の例を考えてみましょう。兄弟はとても役立つアドバイスをもらいました。兄弟は若い時，きついことを言ったり親切でないことをしたりしてしまうことがよくありました。姉妹たちに対してもです。経験豊かな長老が兄弟の弱点に気付いて，親切な仕方で，率直にアドバイスしました。兄弟はこう言っています。「とてもありがたかったです。以前は，自分が願っている奉仕の機会がほかの兄弟たちに与えられるのを見ると落ち込んでいました。でも，その長老のアドバイスのおかげで，会衆での奉仕の立場や機会よりも，仲間に謙遜に仕えることに注意を向ける大切さに気付くことができました」。その後，パトリック兄弟は20代前半の時に長老として奉仕するよう任命されました。（格 27:9）

17. イエスは弟子たちを信頼していることをどのように表しましたか。


あなたの答え



17 イエスは弟子たちに，良い知らせを伝えるだけでなく，教える責任も委ねました。（マタイ 28:20の注釈「教えなさい」の項目を参照。）弟子たちは，自分にはそんな仕事を果たす資格はないと感じたかもしれません。でもイエスは，弟子たちならできると信じていました。それで，「天の父が私を遣わしたように，私もあなたたちを遣わします」と言って，弟子たちを全面的に信頼していることを伝えました。（ヨハ 20:21）

18. 長老たちはイエスにどのように倣えますか。


あなたの答え



18 長老たちはイエスにどのように倣えるか。経験豊かな長老たちは，ほかの兄弟たちに責任を委ねます。（フィリ 2:19-22）例えば，若い人たちに王国会館の清掃やメンテナンスに加わってもらうことができます。仕事を割り当てたなら，それを果たせるよう訓練し，やり遂げられると信頼していることを伝えましょう。最近長老になったマシュー兄弟は，割り当てを果たせるよう経験豊かな長老たちがいろいろな面で訓練してくれたことや，自分を信頼して仕事を任せてくれたことをとても感謝しています。こう言っています。「失敗しても，それを成長の過程の一部と見て改善できるよう助けてくれたことに，本当に感謝しています」。*

19. どんな点でイエスに倣いたいと思いますか。


あなたの答え



19 イエスは天に戻る前の40日間を，弟子たちを力づけ，教え，訓練するために使いました。私たちもぜひその手本に倣いましょう。（ペテ一 2:21）イエスはそうできるよう助けてくれます。こう約束しているからです。「私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。（マタ 28:20）



イエスは天に戻るまでの最後の40日間をどう使いましたか。


	  他の人を力づけるために


あなたの答え





	  聖書を正しく理解できるよう助けるために


あなたの答え





	  より大きな責任を担えるよう訓練するために


あなたの答え












15番の歌 神の初子を賛美しましょう



^  福音書や聖書の他の箇所には，復活したイエスがいろいろな人に会った記録があります。例えば，マリア･マグダレネ（ヨハ 20:11-18），ほかの女性たち（マタ 28:8-10。ルカ 24:8-11），2人の弟子（ルカ 24:13-15），ペテロ（ルカ 24:34），トマス以外の使徒たち（ヨハ 20:19-24），トマスを含む使徒たち（ヨハ 20:26），7人の弟子たち（ヨハ 21:1，2），500人以上の弟子たち（マタ 28:16。コリ一 15:6），弟のヤコブ（コリ一 15:7），使徒たち全員（使徒 1:4），ベタニヤの近くにいた使徒たち（ルカ 24:50-52）と会った記録が残されています。聖書に記録されていないほかの例もあるかもしれません。（ヨハ 21:25）


^  jw.orgの「メシアについての預言はイエスに当てはまりますか」という記事には，メシアについての預言のリストが載せられています。


^  資格を満たした兄弟が，20代半ばから後半で巡回監督に任命される場合もあります。とはいえ，そうした兄弟たちはまず長老として経験を積む必要があります。


^  「ものみの塔」2018年8月号11-12ページ15-17節，2015年4月15日号3-13ページにも，責任を担えるよう若い兄弟たちを助けるのに役立つ提案があります。




^  写真や挿絵: 聖書を学んでいる人が，聖句に基づいて考えるよう助けてもらっている。その後，クリスマスの飾り付けを捨てている。






^ （使徒 1:3） イエスは苦難を味わった後，自分が生きていることを多くの確かな証拠によって使徒たちに示しました。40日にわたって現れ，神の王国について話しました。



^  （ルカ 24:13-35） その同じ日，弟子の2人がエルサレムから約11キロ離れたエマオという村へ旅をし， 14 この全ての出来事について語り合っていた。 15 2人が語り合い，論じ合っていると，当のイエスが近づいてきて一緒に歩き始めた。 16 ところが，2人はイエスだとは見分けられずにいた。 17 イエスは言った。「歩きながら何のことを論議しているのですか」。2人は悲しそうな顔をして立ち止まり， 18 クレオパという人が答えた。「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きたことを知らないのですか*」。 19 イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。 20 私たちの祭司長や支配者たちは彼を引き渡して死刑宣告を受けさせ，杭にくぎ付けにしました。 21 しかし私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました。それなのに，これらのことが起きてから今日で3日目です。 22 その上，仲間の女性たちにも非常に驚かされました。というのは，女性たちは朝早く墓*に行きましたが， 23 その遺体は見つからず，戻ってきて，天使たちを見たことを話してくれました。そして，天使たちが彼は生きていると言ったというのです。 24 私たちの仲間が何人か墓*に出掛けていき，女性たちが言った通りなのを見たのですが，彼の姿は見ませんでした」。 25 するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。 27 そして，モーセと全ての預言者の書から始めて，聖書全巻にある自分に関連した事柄を2人に解き明かした。 28 ついに，2人が目指す村の近くに来た。イエスはさらに旅を続ける様子を見せた。 29 しかし2人は，とどまるように勧め，こう言った。「一緒に泊まってください。そろそろ夕方で，1日ももう終わりですから」。そこでイエスは一緒に泊まるため中に入った。 30 一緒に食事をして*いた時，イエスはパンを取って祈り，それを割って2人に渡し始めた。 31 そこで2人の目はすっかり開かれ，それが誰なのかが分かった。しかしイエスの姿は見えなくなった。 32 2人は互いに言った。「あの方が道中，話してくれた時，聖書をはっきり説明してくれた時，私たちの心は燃えていたではないか」。 33 2人はすぐさま立ち上がってエルサレムに戻った。11人と他の人たちが集まっていて， 34 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。 35 2人も，道中での出来事や，パンを割った時にイエスだと分かったということを話した。

もしかすると，「エルサレムを訪れたのに，最近そこで起きたことをあなただけが知らないのですか」。
または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。
または，「食卓で横になって」。


^ （使徒 1:3） イエスは苦難を味わった後，自分が生きていることを多くの確かな証拠によって使徒たちに示しました。40日にわたって現れ，神の王国について話しました。



^  （使徒 1:3） イエスは苦難を味わった後，自分が生きていることを多くの確かな証拠によって使徒たちに示しました。40日にわたって現れ，神の王国について話しました。



^  （マタ 19:27） そこでペテロが言った。「見てください！ 私たちは全てのものに別れを告げて，あなたに従ってきました。私たちは何を受けるのでしょうか」。



^  （ヨハ 9:22） こう言ったのはユダヤ人たちを恐れていたからだった。ユダヤ人たちは，イエスをキリストと認める人がいれば会堂から追放するとの合意に達していた。



^  （マタ 16:16） シモン･ペテロが答えた。「キリスト，生きている神の子です」。



^  （ヨハ 20:11） 一方，マリアは墓の外に立ったまま泣いていた。泣きながら前かがみになって墓の中をのぞくと，



^  （ヨハ 20:16） イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。



^  （ルカ 24:34） 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。



^ （ヨハ 20:11-16） 一方，マリアは墓の外に立ったまま泣いていた。泣きながら前かがみになって墓の中をのぞくと， 12 イエスの体が置いてあった所に，白い衣服をまとった天使2人が座っていた。1人は頭の所，1人は足の所にである。 13 2人は言った。「なぜ*泣いているのですか」。マリアは言った。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。 14 こう言った後，振り返ると，人が立っているのが見えたが，それがイエスだとは気付かなかった。 15 イエスはマリアに言った。「なぜ*泣いているのですか。誰を捜しているのですか」。マリアは，それが庭師だと思って，こう言った。「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」。 16 イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。

直訳，「女性よ，なぜ」。
直訳，「女性よ，なぜ」。


^  （ヨハ 20:11-16） 一方，マリアは墓の外に立ったまま泣いていた。泣きながら前かがみになって墓の中をのぞくと， 12 イエスの体が置いてあった所に，白い衣服をまとった天使2人が座っていた。1人は頭の所，1人は足の所にである。 13 2人は言った。「なぜ*泣いているのですか」。マリアは言った。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。 14 こう言った後，振り返ると，人が立っているのが見えたが，それがイエスだとは気付かなかった。 15 イエスはマリアに言った。「なぜ*泣いているのですか。誰を捜しているのですか」。マリアは，それが庭師だと思って，こう言った。「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」。 16 イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。

直訳，「女性よ，なぜ」。
直訳，「女性よ，なぜ」。


^  （ルカ 24:1） しかし，週の最初の日の朝とても早くに，女性たちは準備した香料を持って墓に来た。



^  （ルカ 24:10） マリア･マグダレネ，ヨハンナ，ヤコブの母親マリア，また一緒にいたほかの女性たちも，これらのことを使徒たちに告げるのだった。



^  （ヨハ 20:17， 18） イエスは言った。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父のもとへ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」。 18 マリア･マグダレネは行って，「主を見ました！」と弟子たちに知らせ，イエスが言ったことを伝えた。



^  （ロマ 12:15） 喜ぶ人と一緒に喜び，泣く人と一緒に泣きましょう。



^  （ヨハ 17:6） 私は，あなたが世から取って託してくださった人たちにあなたのお名前を明らかにし*ました。この人たちはあなたのものでしたが，私に託してくださいました。彼らはあなたの言葉を守っています。

または，「知らせ」。


^  （ルカ 9:44， 45） 「この言葉をよく聞いて覚えておきなさい。人の子は裏切られて人々に引き渡されます」。 45 しかし弟子たちは，イエスが言っていることを理解できなかった。その意味は，把握できないよう隠されていたのである。弟子たちはこのことについてイエスに質問する勇気もなかった。



^  （ヨハ 20:9） 2人は，イエスが必ず生き返るという聖句をまだ理解していなかった。



^ （ルカ 24:18-27） クレオパという人が答えた。「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きたことを知らないのですか*」。 19 イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。 20 私たちの祭司長や支配者たちは彼を引き渡して死刑宣告を受けさせ，杭にくぎ付けにしました。 21 しかし私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました。それなのに，これらのことが起きてから今日で3日目です。 22 その上，仲間の女性たちにも非常に驚かされました。というのは，女性たちは朝早く墓*に行きましたが， 23 その遺体は見つからず，戻ってきて，天使たちを見たことを話してくれました。そして，天使たちが彼は生きていると言ったというのです。 24 私たちの仲間が何人か墓*に出掛けていき，女性たちが言った通りなのを見たのですが，彼の姿は見ませんでした」。 25 するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。 27 そして，モーセと全ての預言者の書から始めて，聖書全巻にある自分に関連した事柄を2人に解き明かした。

もしかすると，「エルサレムを訪れたのに，最近そこで起きたことをあなただけが知らないのですか」。
または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。


^  （ルカ 24:18-27） クレオパという人が答えた。「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きたことを知らないのですか*」。 19 イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。 20 私たちの祭司長や支配者たちは彼を引き渡して死刑宣告を受けさせ，杭にくぎ付けにしました。 21 しかし私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました。それなのに，これらのことが起きてから今日で3日目です。 22 その上，仲間の女性たちにも非常に驚かされました。というのは，女性たちは朝早く墓*に行きましたが， 23 その遺体は見つからず，戻ってきて，天使たちを見たことを話してくれました。そして，天使たちが彼は生きていると言ったというのです。 24 私たちの仲間が何人か墓*に出掛けていき，女性たちが言った通りなのを見たのですが，彼の姿は見ませんでした」。 25 するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。 27 そして，モーセと全ての預言者の書から始めて，聖書全巻にある自分に関連した事柄を2人に解き明かした。

もしかすると，「エルサレムを訪れたのに，最近そこで起きたことをあなただけが知らないのですか」。
または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。


^  （ルカ 24:33-48） 2人はすぐさま立ち上がってエルサレムに戻った。11人と他の人たちが集まっていて， 34 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。 35 2人も，道中での出来事や，パンを割った時にイエスだと分かったということを話した。 36 こうしたことを話していたところ，当のイエスが皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 37 しかし弟子たちは仰天して恐れ，自分たちは幻影を見ているのだと思った。 38 それでイエスは言った。「なぜ動揺しているのですか。なぜ心に疑いを抱くのですか。 39 私の手と足を見なさい。間違いなく私です。私に触り，見てみなさい。幻影であれば，あなたたちが見ているような肉体*はありません」。 40 このように言いながら，手と足を弟子たちに見せた。 41 それでも弟子たちがあまりの喜びと驚きで信じられずにいると，イエスは，「そこに何か食べ物がありますか」と言った。 42 焼き魚を渡すと， 43 イエスはそれを受け取り，皆の目の前で食べた。 44 イエスは弟子たちに言った。「まだあなたたちと一緒にいた時に話した通り，私について，モーセの律法の中，また預言者と詩編の書の中に書いてあることは全て必ず実現します」。 45 そして，聖書の意味を把握できるよう弟子たちの思考を十分に刺激してから， 46 こう言った。「このように書いてあります。キリストは苦しみを受け，3日目に生き返り， 47 その名によって，罪の許しのために悔い改めるようにとの知らせが，エルサレムから始めて全ての国の人々に伝えられます。 48 あなたたちはこれらのことの証人となります。

直訳，「肉と骨」。


^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （マタ 10:1-42） イエスは12弟子を呼び寄せ，邪悪な天使に対する権威を与えた。それらを追い出し，あらゆる病気や不調を治すためである。 2 12使徒の名前は次の通りである。まず，ペテロと呼ばれるシモンとその兄弟アンデレ，ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ， 3 フィリポとバルトロマイ，トマスと徴税人マタイ，アルパヨの子ヤコブと，タダイ， 4 熱心な人シモンと，ユダ･イスカリオテである。このユダは後にイエスを裏切った。 5 イエスはこの12人に次の指示を与えて遣わした。「異国の人々の所に行ってはならず，サマリア人の町に入ってはなりません。 6 いつも，イスラエル国民の迷い出た羊の所に行きなさい。 7 行って，『天の王国は近づいた』と伝道しなさい。 8 病気の人を治し，死んだ人を生き返らせ，重い皮膚病の人を癒やし，邪悪な天使を追い出しなさい。ただで受けたのです。ただで与えなさい。 9 帯の中に金や銀や銅のお金を入れてはならず， 10 旅のための食物袋，替えの*衣服，サンダル，つえも手に入れてはなりません。働く人には当然，食物が与えられます。 11 どんな町や村に入っても，ふさわしい人を探し出し，去るまではその人の所に滞在しなさい。 12 家に入る時には，家の人たちにあいさつをしなさい。 13 その家がふさわしいなら，あなたたちの願う平和がそこにとどまるようにしなさい。しかし，ふさわしくないなら，その平和を自分のもとに戻らせなさい。 14 どこでも，人があなたたちを迎えず，話を聞かない所では，その家や町を出る時に，足の土を振り払いなさい。 15 はっきり言いますが，裁きの日には，その町よりソドムとゴモラの方が処罰が軽いでしょう。 16 さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。 17 人々に用心していなさい。あなたたちを地方法廷に引き渡し，会堂でむち打つからです。 18 そして，あなたたちは私のために総督や王の前に連れていかれます。その人たちと異国の人々に証言するためです。 19 しかし，引き渡されるとき，何をどう話そうかと心配してはなりません。話すべきことはその時に与えられるからです。 20 単にあなたたちが話すのではなく，天の父の聖なる力があなたたちによって話すのです。 21 さらに，兄弟が兄弟を，父が子供を引き渡して死なせ，子供が親に歯向かい，死に至らせます。 22 そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれますが，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 23 ある町で迫害されるときには，別の町に逃げなさい。はっきり言いますが，人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません。 24 生徒は先生より上ではなく，奴隷も主人より上ではありません。 25 生徒が先生のように，奴隷が主人のようになるなら，それで十分です。人々が家の主人をベエルゼブブと呼んだのであれば，家の人たちに対してはなおさらでしょう。 26 ですから，人々を恐れてはなりません。覆われているものは全て覆いを外され，秘密にされているものは全て知られるようになります。 27 私が闇の中で告げる事を，光の中で言いなさい。ささやかれた*事を，屋上から伝えなさい。 28 そして，体は殺せても命を奪えない人たちを恐れてはなりません。命も体もゲヘナで滅ぼせる方を畏れなさい。 29 スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。 32 それで，人前で私を認める人全てを，私も，天にいる父の前で認めます。 33 しかし，人前で私を認めない人を，私も，天にいる父の前で認めません。 34 私が地上に平和をもたらすために来たと考えてはなりません。平和ではなく，剣をもたらすために来ました。 35 分裂を生じさせるために来たのです。息子が父に，娘が母に，嫁がしゅうとめに逆らいます。 36 自分の家の人たちが敵になるのです。 37 私より父親や母親に愛情を抱く人は私の弟子としてふさわしくありません。私より息子や娘に愛情を抱く人は私の弟子としてふさわしくありません。 38 また，苦しみの杭を受け入れて私の後に従わない人は私の弟子としてふさわしくありません。 39 自分の命を得る人はそれを失い，私のために命を失う人はそれを得ます。 40 あなたたちを受け入れる人は私をも受け入れ，私を受け入れる人は私を遣わした方をも受け入れます。 41 預言者を預言者と認めて受け入れる人は預言者の報いを得，正しい人を正しい人と認めて受け入れる人は正しい人の報いを得ます。 42 はっきり言いますが，これら目立たない人の1人を弟子であると認めてほんの1杯の冷たい飲み水を与える人は，必ず報いを得ます」。

直訳，「2枚の」。
直訳，「耳の中で（に）聞く」。


^  （マタ 10:16） さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。



^  （エフェ 3:16-19） 私はこう祈ります。豊かな栄光に輝く父が，聖なる力によって皆さんの内面*を強くしてくださいますように。 17 皆さんの信仰のゆえに，キリストが愛と共に皆さんの心の中に住みますように。皆さんがしっかりと根を張り，強固な土台の上に建てられますように。 18 そのようにして，全ての聖なる人たちと共に，真理の幅と長さと高さと深さがどれほどかを十分に理解できるようになり， 19 知識以上のものであるキリストの愛を知ることができますように。そして，神から与えられる良いもの全てで満たされますように。

または，「内面の人」。


^ （エフェ 4:8） こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。



^  （ヨハ 17:4） 私は，あなたから委ねられたことを成し遂げて，地上であなたをたたえました。



^  （エフェ 4:8） こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。



^  （ルカ 24:25-27） するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。 27 そして，モーセと全ての預言者の書から始めて，聖書全巻にある自分に関連した事柄を2人に解き明かした。



^  （ヨハ 20:27） 次いでトマスに言った。「指でここを触り，私の手を見て，私の脇腹に手を当てなさい。そして，疑うのをやめ*，信じなさい」。

直訳，「信じていないのではなく」。


^  （ヨハ 21:15） 弟子たちが朝食を終えると，イエスはシモン･ペテロに言った。「ヨハネの子シモン，これら以上に私を愛していますか」。ペテロは答えた。「はい，主よ，私があなたに愛情を抱いていることをあなたは知っています」。イエスは言った。「私の子羊を養いなさい」。



^  （ヨハ 21:20-22） ペテロが振り向くと，イエスの愛する弟子が付いてくるのが見えた。食事の時にイエスの胸元に体を反らせて，「主よ，あなたを裏切るのは誰ですか」と言った人である。 21 ペテロはその弟子を見た時，イエスに言った。「主よ，この人はどうなりますか」。 22 イエスは言った。「私が来る時まで彼がいることが私の願いだとしても，あなたにどんな関係があるのですか。あなたは引き続き私の後に従いなさい」。



^  （使徒 1:6-8） それで，使徒たちは集合した時，イエスに尋ねた。「主よ，今イスラエルに王国を回復するのですか」。 7 イエスは言った。「天の父の権限で定められた時や時期について，あなたたちが知る必要はありません。 8 しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所にまで，私の証人となります」。



^  （テモ一 3:1） 次の言葉は真実です。監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます。



^  （テモ二 2:2） また，私から聞き，多くの証人によって確かめられた事柄を，忠実な人たちに託しなさい。そうすればその人たちは十分に資格を得て，他の人を教えることができるようになります。



^  （ペテ一 5:5） 同じように，若い皆さん，年長の人*たちに従ってください。そして皆が，人と接する上で謙遜さ*を身に着けてください。神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださるからです。

または，「長老」。
または，「自分を低く見る考え方」。


^  （格 27:9） 油と香は心を喜ばせる。 誠実な助言を与えてくれる友もそうである。



^  （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （ヨハ 20:21） イエスは再び言った。「あなたたちに平和がありますように。天の父が私を遣わしたように，私もあなたたちを遣わします」。



^  （フィリ 2:19-22） 主イエスが望むなら，私はテモテを間もなくそちらに遣わしたいと思っています。皆さんの様子を聞いて励みを得たいのです。 20 テモテほど皆さんのことを心から気遣える人は，ほかにいません。 21 他の人は皆，自分のことばかり考え，イエス･キリストのことを考えていません。 22 一方，皆さんも知っている通り，テモテはこれまで立派にやってきました。父親と一緒に働く子供のように，私と一緒に一生懸命良い知らせを広めてきました。



^  （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^  （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （ヨハ 20:11-18） 一方，マリアは墓の外に立ったまま泣いていた。泣きながら前かがみになって墓の中をのぞくと， 12 イエスの体が置いてあった所に，白い衣服をまとった天使2人が座っていた。1人は頭の所，1人は足の所にである。 13 2人は言った。「なぜ*泣いているのですか」。マリアは言った。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。 14 こう言った後，振り返ると，人が立っているのが見えたが，それがイエスだとは気付かなかった。 15 イエスはマリアに言った。「なぜ*泣いているのですか。誰を捜しているのですか」。マリアは，それが庭師だと思って，こう言った。「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」。 16 イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。 17 イエスは言った。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父のもとへ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」。 18 マリア･マグダレネは行って，「主を見ました！」と弟子たちに知らせ，イエスが言ったことを伝えた。

直訳，「女性よ，なぜ」。
直訳，「女性よ，なぜ」。


^ （マタ 28:8-10） それで，女性たちは急いで墓*を去り，恐れと大きな喜びを抱きつつ，弟子たちに報告するために走った。 9 すると何と，イエスが現れ，「おはよう」と言った。女性たちは近づいてイエスの足をつかみ，敬意を表した。 10 その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。

または，「記念の墓」。


^ （ルカ 24:8-11） 女性たちはイエスの言葉を思い出し， 9 墓*から戻って，この全てを11人とほかの全員に報告した。 10 マリア･マグダレネ，ヨハンナ，ヤコブの母親マリア，また一緒にいたほかの女性たちも，これらのことを使徒たちに告げるのだった。 11 しかし，11人とほかの人たちにとってそうした話はあり得ないことに思え，女性たちを信じようとしなかった。

または，「記念の墓」。


^ （ルカ 24:13-15） その同じ日，弟子の2人がエルサレムから約11キロ離れたエマオという村へ旅をし， 14 この全ての出来事について語り合っていた。 15 2人が語り合い，論じ合っていると，当のイエスが近づいてきて一緒に歩き始めた。



^ （ルカ 24:34） 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。



^ （ヨハ 20:19-24） 週の最初であるその日の遅く，弟子たちがユダヤ人たちへの恐れのために戸に鍵を掛けていたのに，イエスが現れて皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 20 そう言ってから，両手と脇腹を見せた。こうして弟子たちは主を見て喜んだ。 21 イエスは再び言った。「あなたたちに平和がありますように。天の父が私を遣わしたように，私もあなたたちを遣わします」。 22 そう言った後で，弟子たちに息を吹き掛けて，言った。「聖なる力を受けなさい。 23 あなたたちが人の罪を許すなら，それは許されています。あなたたちが人の罪を許さないなら，それは許されていません」。 24 12人の1人で，双子と呼ばれるトマスは，イエスが現れた時，その場にいなかった。



^ （ヨハ 20:26） 8日後，弟子たちは再び室内にいて，トマスも一緒だった。戸に鍵が掛かっていたのに，イエスが現れて皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。



^ （ヨハ 21:1， 2） この後，イエスはティベリア湖で弟子たちの前に再び現れた。その様子はこうであった。 2 シモン･ペテロ，双子と呼ばれるトマス，ガリラヤのカナの人ナタナエル，ゼベダイの子たち，それにあと2人の弟子が一緒にいた。



^ （マタ 28:16） ところで，11人の弟子はガリラヤに向かい，イエスが会うために指定していた山に行った。



^ （コリ一 15:6） その後，キリストは一度に500人以上の兄弟の前に現れました。その中には死の眠りに就いた人がいるものの，ほとんどは今も生きています。



^ （コリ一 15:7） その後，キリストはヤコブの前に，それから全ての使徒たちの前に現れました。



^ （使徒 1:4） そして，使徒たちと集まっていた時に，こう命じました。「エルサレムを離れないで，天の父が約束したもの，私から聞いたものを待っていなさい。



^ （ルカ 24:50-52） イエスは弟子たちをベタニヤまで連れていき，両手を上げて彼らのために祝福を願った。 51 そして祝福を願っているうちに彼らから離れ，天に上げられた。 52 弟子たちはイエスに敬意を表し，大きな喜びを抱いてエルサレムに帰った。



^ （ヨハ 21:25） 事実，イエスが行ったことはほかにも多くある。それを詳細に書いたとしたら，その巻物は世界に収まり切らないと思う。









研究記事 42




103番の歌 牧者という贈り物



「人々という贈り物」に感謝を表す



「その方は高い所に昇った時，……人々という贈り物を与えました」。エフェソス 4:8




ポイント

援助奉仕者や長老や巡回監督として奉仕している兄弟たちが，どのように私たちの助けになっているか，またそうした兄弟たちにどのように感謝を表せるかを考えます。




 1. イエスは私たちのためにどんなことをしてくれていますか。


あなたの答え



惜しみなく与える点でイエスより優れた人はいません。イエスは地球に来た時，人を助けるために喜んで奇跡を行いました。（ルカ 9:12-17）そして何よりも，私たちのために自分の命を贈り物として与えてくれました。（ヨハ 15:13）イエスは復活してからもずっと私たちのことを助けてくれています。私たちを教え，慰めるために聖なる力を与えてくださるよう，イエスは約束通りエホバにお願いしてくれました。（ヨハ 14:16，17，脚注; 16:13）また，集会によって，世界中で人々を教えて弟子を育てるために必要な教えを与えてくれています。（マタ 28:18-20）

 2. エフェソス 4章7，8節に出てくる「人々という贈り物」には誰が含まれますか。


あなたの答え



2 イエスは，ほかにもどんなことをしてくれているでしょうか。パウロによると，イエスは天に行った後，「人々という贈り物」を与えてくれました。（エフェソス 4:7，8を読む。）パウロが説明しているように，それは会衆をいろいろな面でサポートするためです。（エフェ 1:22，23; 4:11-13）現代，「人々という贈り物」には，援助奉仕者や会衆の長老や巡回監督が含まれています。* もちろん，こうした兄弟たちも完璧ではないので間違いをします。（ヤコ 3:2）でも，主イエス･キリストはそうした兄弟たちを使って私たちを助けてくれています。それで，その人たちはイエスからの贈り物といえます。

 3. 私たち一人一人は，「人々という贈り物」として働いている兄弟たちをどのようにサポートできますか。


あなたの答え



3 イエスは，会衆を力づけるために「人々という贈り物」を与えました。（エフェ 4:12）私たちはみんな，そうした兄弟たちが大切な責任を果たせるようにサポートすることができます。例えで考えてみましょう。王国会館を建てるとき，実際に建設の仕事をする人もいれば，食事を作ったり送迎をしたりして，いろいろな形でサポートする人たちもいます。同じように，援助奉仕者や会衆の長老や巡回監督として奉仕している兄弟たちを，言葉や行動によって私たちみんながサポートできます。では，そうした兄弟たちの働きがどのように私たちのためになっているかを考えましょう。また，そうした兄弟たちや「人々という贈り物」を与えてくれたイエスにどのように感謝を表せるかを考えます。

「役立つ仕事を行う」援助奉仕者

 4. 1世紀の援助奉仕者が行った，「役立つ仕事」にはどんなものがありましたか。


あなたの答え



4 1世紀，援助奉仕者として任命された兄弟たちがいました。（テモ一 3:8）その人たちは，パウロが書いているように「役立つ仕事を行」っていたと思われます。（コリ一 12:28，脚注）長老たちが教え，牧羊することに専念できるように，援助奉仕者たちがそのほかの必要なことを行っていたようです。それには聖書の写本作業を手伝ったり，写本に必要な物の購入をしたりすることも含まれていたかもしれません。

 5. 援助奉仕者たちは，会衆のためにどんな仕事をしていますか。


あなたの答え



5 今でも，会衆で援助奉仕者として働いている兄弟たちはみんなのためにいろいろな仕事をしてくれています。（ペテ一 4:10）そうした兄弟たちは，会衆の会計や奉仕区域に関する仕事をしたり，文書を依頼したりします。また，オーディオ機器やビデオ機器を操作したり，案内係をしたり，王国会館のメンテナンスを手伝ったりもしています。こうした仕事はどれも，みんなが集会を楽しみ，伝道活動をきちんと行う上で欠かせません。（コリ一 14:40）さらに，援助奉仕者の中には，生活と奉仕の集会で話をする人や公開講演をする人もいます。また，グループ監督の補佐として働いたり，長老と一緒に牧羊訪問に行ったりすることもあります。

 6. 援助奉仕者たちのどんな働きに感謝できますか。


あなたの答え



6 援助奉仕者はどのように会衆の助けになっているでしょうか。ボリビアのベバリー姉妹はこう言っています。* 「集会を十分に楽しむことができるのは，援助奉仕者の兄弟たちのおかげです。集会中に歌ったりコメントをしたり話を聞いたりビデオや画像から学んだりできるのは，援助奉仕者たちが働いてくれているからです。兄弟たちは集会の安全を見守り，ビデオ会議システムでつながっている人たちを気に掛けています。集会後には率先して清掃を行い，会計をまとめるのを手伝ったり，必要な文書を手に入れられるように手配してくれたりします。本当にありがたいです」。コロンビアにいるレスリー姉妹の夫は長老として奉仕しています。姉妹はこう言っています。「夫は援助奉仕者たちの助けを本当に必要としています。兄弟たちのサポートがなければ，夫はもっと忙しくなってしまうと思います。援助奉仕者の兄弟たちが一生懸命進んで助けてくれることに，私もとても感謝しています」。あなたもきっと同じように感じていることでしょう。（テモ一 3:13）

 7. 援助奉仕者たちにどのように感謝を表せますか。（写真も参照。）


あなたの答え



7 私たちは援助奉仕者の働きをありがたいと感じているかもしれません。でも，聖書は「感謝を表しましょう」と勧めています。（コロ 3:15）フィンランドで長老として奉仕しているクシシュトフ兄弟は，援助奉仕者たちにどのように感謝を伝えているかについてこう言っています。「カードやメールを送るようにしています。聖句を書いて，自分にとって兄弟の働きがどのように力になっているか，またどんなところに感謝しているかを伝えるようにしています」。ニューカレドニアに住むパスカル兄弟とジャイエル姉妹は，援助奉仕者のためによく祈るようにしています。兄弟はこう言っています。「最近，私たちは祈りの中で，会衆の援助奉仕者の兄弟たちへの感謝を伝えたり，兄弟たちを助けてくれるようにお願いしたりするようにしています」。エホバはそうした祈りを必ず聞いてくださいます。それは会衆のみんなにとってためになります。（コリ二 1:11）

「皆さんの中で一生懸命に働[く]」長老たち

 8. 1世紀の長老たちが「一生懸命に働」いているとパウロが言ったのはどうしてですか。（テサロニケ第一 5:12，13）


あなたの答え



8 1世紀において，長老たちは会衆のために一生懸命働きました。（テサロニケ第一 5:12，13を読む。テモ一 5:17）集会を開き，長老団としていろいろな決定を下し，会衆を「監督し」ました。また，兄弟姉妹に「助言を与え」ました。会衆を守るために具体的なアドバイスを愛を込めて伝えました。（テサ一 2:11，12。テモ二 4:2）もちろん，家族を養うために一生懸命働き，家族みんながエホバとの絆を守れるようにも努力しました。（テモ一 3:2，4。テト 1:6-9）

 9. 現代，長老たちが果たしている責任にはどんなものがありますか。


あなたの答え



9 今でも長老たちは忙しく働いています。長老たちは伝道を熱心に行い，奉仕の区域を組織し，上手に伝道したり教えたりできるように訓練しています。（テモ二 4:5）憐れみ深く公平に裁く責任もあります。会衆の誰かが重大な罪を犯したとき，長老たちはその人がエホバとの絆を取り戻せるように一生懸命助けます。また，会衆の清さにも気を配っています。（コリ一 5:12，13。ガラ 6:1）そして何よりも，長老たちには神の羊を世話するという役割もあります。（ペテ一 5:1-3）よく準備して聖書に基づく話をし，会衆のみんなをよく知るようにし，牧羊訪問を行います。こうしたことに加えて，王国会館の建設やメンテナンス，また大会の組織に関する仕事をサポートしている長老たちもいます。医療機関連絡委員会や患者訪問グループに関わる奉仕をしている兄弟たちもいます。長老たちは私たちのために本当に一生懸命働いてくれています。

10. 長老たちのどんな働きに感謝できますか。


あなたの答え



10 エホバは，私たちが牧者の手厚い世話を受け，「もはや恐れることもおびえることもなくな[る]」と預言していました。（エレ 23:4）フィンランドのヨハンナ姉妹は母親が重い病気にかかった時に，この言葉の通りだと感じました。姉妹はこう言っています。「私は自分の気持ちを伝えるのが得意ではありません。でも，ある長老が辛抱強く私の話を聞いてくれました。その長老とはまだあまりよく知り合っていなかったのですが，一緒に祈ってくれて，エホバに愛されていることを確信させてくれました。兄弟が何を言ったかはあまり覚えていませんが，とても安心したことは覚えています。エホバは本当にぴったりのタイミングで兄弟を遣わして私を助けてくれました」。あなたも会衆の長老から助けてもらったことがあるのではないでしょうか。

11. 長老たちにどのように感謝を伝えられますか。（写真も参照。）


あなたの答え



11 エホバは私たちに，「よく働いている」長老たちに心からの感謝を伝えてほしいと思っています。（テサ一 5:12，13）フィンランドのヘンリエッタ姉妹はこう言います。「長老たちはみんなを喜んで助けてくれます。でも，時間や体力に余裕があるわけでも，何の問題も抱えていないわけでもありません。それで時々，長老たちにこう伝えています。『兄弟は本当にいい長老だと思います。兄弟のような長老がいてくれて，本当にうれしいです。いつもありがとうございます』」。トルコのセラ姉妹はこう言います。「長老たちも励ましを必要としています。それは頑張り続けるために欠かせない燃料のようなものです。それで感謝を伝えるために，カードを書いたり，食事に呼んだり，一緒に奉仕に出掛けたりできます」。あなたが感謝を伝えたいと思っている長老がいますか。どんなふうに伝えられるか，ぜひ考えてみましょう。（コリ一 16:18）



[image: 長老が会衆の集会で話をしている。長老たちに感謝を表す方法。1. 夫婦が長老と妻を食事に呼んで楽しんでいる。2. 年配の姉妹が祈っている。3. 年配の姉妹がカードにメッセージを書いている。]

長老たちが頑張り続けるためには燃料となるものが必要です。私たちにはどんなことができますか。（7，11，15節を参照。）







会衆を力づける巡回監督

12. 1世紀に，各会衆を力づけるためにどんな兄弟たちが遣わされましたか。（テサロニケ第一 2:7，8）


あなたの答え



12 キリスト･イエスが与えた「人々という贈り物」は，援助奉仕者や長老だけではありません。エルサレムにいる長老たちはイエスの指導の下，パウロやバルナバなどの兄弟たちを旅行する監督として遣わしました。（使徒 11:22）それは援助奉仕者や長老たちが任命されたのと同じで，会衆を力づけるためでした。（使徒 15:40，41）このような兄弟たちは，ほかの人を教え，励ますために快適な生活を進んで犠牲にしました。命を危険にさらすこともありました。（テサロニケ第一 2:7，8を読む。）

13. 巡回監督が果たしている仕事にはどんなものがありますか。


あなたの答え



13 巡回監督は毎週のように移動します。何百キロも離れた会衆まで行くこともあります。1週間のうちに幾つも話をし，牧羊訪問を行い，開拓者の集まりや長老の会合，野外奉仕のための集まりを司会します。巡回大会や地区大会の組織をし，話の準備もします。開拓者学校で教え，巡回区の開拓者との特別な会合も計画します。そして支部から割り当てられるほかの仕事も果たします。中には緊急なものもあります。

14. 巡回監督のどんな働きに感謝できますか。


あなたの答え



14 巡回監督が訪問すると，会衆はどのように力づけられますか。旅行する監督の訪問について，トルコのある兄弟はこう言っています。「巡回訪問のたびに，自分も仲間を助けるためにもっと時間を使いたいと感じます。今までたくさんの巡回監督が訪問してくれましたが，近づきにくいとか忙し過ぎるという印象を持ったことはありません」。先ほどのヨハンナ姉妹は，巡回監督と一緒に奉仕しましたが，訪問した家は全て留守でした。その時のことを振り返ってこう言っています。「それでもあの日のことはずっと忘れないと思います。2人の姉が引っ越してしまい，とても寂しく感じていました。兄弟は，今は遠く離れていても，将来はいくらでも時間を共に過ごすことができる，と私を温かく励ましてくれました」。このように，巡回監督たちに親しみや愛情を感じている兄弟姉妹は少なくありません。（使徒 20:37–21:1）

15. （ア）ヨハネ第三 5-8節によると，巡回監督たちへの感謝をどのように表せますか。（写真も参照。）（イ）責任を委ねられている兄弟たちの妻に思いやりを示すことが大切なのはどうしてですか。どのようにそうできますか。（「奥さんたちのことも忘れないでください」の囲みを参照。）


あなたの答え



15 使徒ヨハネはガイオに，会衆を訪問してきた兄弟たちをもてなし，「兄弟たちが去る時にも，神に喜ばれるような手助けを[する]」ように勧めました。（ヨハネ第三 5-8を読む。）私たちも同じようにできます。巡回監督を食事に招待したり，巡回訪問中の野外奉仕に参加したりすることも良い方法です。先ほどのレスリー姉妹はどのように感謝を表しているかについてこう言っています。「巡回監督たちに必要な物が与えられますように，とエホバに祈っています。夫婦で手紙を書いて，巡回訪問が自分たちにとってどれほど助けになっているかも伝えるようにしています」。巡回監督はスーパーマンではないということを覚えておきましょう。時には，病気にかかったり心配事を抱えたりします。がっかりすることさえあります。もしかすると，あなたが優しい言葉を掛けたり，ちょっとしたプレゼントをしたりする時，巡回監督は自分の祈りが聞かれたと感じることがあるかもしれません。（格 12:25）

奥さんたちのことも忘れないでください


援助奉仕者や長老や巡回監督の妻たちは，兄弟たちが会衆のために働けるようにいろいろな犠牲を払っています。ある姉妹はこう言っています。「奥さんたちは，自分の夫をエホバに貸しているようなものです。エホバはそうした姉妹たちのことを娘のように大切に見ていると思います」。では，進んで犠牲を払っているそうした姉妹たちにどのように感謝を表せるでしょうか。

	  言葉にして伝える。「兄弟が会衆のために働けるようにサポートしてくれていつもありがとう」といったちょっとした言葉でも，奥さんたちにとっては大きな力になることがあります。



	  思いやりを示す。自分の気掛かりなことを兄弟たちに気軽に相談することができます。でも，兄弟たちが家族を優先すべき時もあるということを覚えておきましょう。（テモ一 3:4，5，12）そうした兄弟たちも家族だけで，伝道をしたり，家族の崇拝をしたり，気晴らしの時間を取ったりする必要があります。



	  姉妹たちのために祈る。兄弟たちが「人々という贈り物」であるように，「思慮深い妻[たちも]エホバからのもの」です。（格 19:14）それで，そうした姉妹たちについてエホバに感謝しましょう。そして，姉妹たちを力づけてくれるよう祈ってください。









私たちには「人々という贈り物」が必要

16. 兄弟たちは，格言 3章27節に基づいてどんなことを考えてみるとよいですか。


あなたの答え



16 「人々という贈り物」として奉仕できる兄弟たちが世界中でもっと必要とされています。バプテスマを受けた兄弟の皆さん，この面であなたには「助ける力」がありますか。（格言 3:27を読む。）援助奉仕者としての資格を満たすよう努力しているでしょうか。長老として奉仕することを目標にできますか。* 王国福音伝道者のための学校（SKE）に出席できるよう状況を調整できるでしょうか。SKEで学ぶなら，イエスにもっと仕事を委ねてもらえるような人になれます。自分には資格がないと感じるときは，与えられるどんな割り当ても果たすことができるよう聖なる力を求めてエホバに祈ってください。（ルカ 11:13。使徒 20:28）

17. 「人々という贈り物」を与えてくれたことから，王であるキリスト･イエスについてどんなことが分かりますか。


あなたの答え



17 イエスが「人々という贈り物」である兄弟たちを与えてくれたことは，終わりの時代に私たちのことを導いてくれている証拠です。（マタ 28:20）王であるイエスは私たちを愛し，惜しみなく与え，気遣ってくれています。そして，私たちが必要としている世話を受けられるよう，資格を満たす兄弟たちを任命してくれました。そのことに本当に感謝できます。一生懸命働く兄弟たちにもいろいろな機会に感謝を伝えるようにしましょう。エホバに感謝することも忘れないでください。「良い贈り物，完全な贈り物は全て」エホバから来ているからです。（ヤコ 1:17）



あなたが感謝しているのはどうしてですか


	  援助奉仕者に


あなたの答え





	  長老に


あなたの答え





	  巡回監督に


あなたの答え












99番の歌 数え尽くせない仲間たち



^  統治体のメンバー，統治体の援助者，支部委員会のメンバー，ほかの奉仕の割り当てを受けている長老も「人々という贈り物」です。


^  一部の名前は変えてあります。


^  援助奉仕者や長老になるために何ができるかについて詳しくは，「ものみの塔」2024年11月号の「援助奉仕者として奉仕することを目標にできますか」と「長老として奉仕することを目標にできますか」という記事を参照。






^ （エフェ 4:8） こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。



^  （ルカ 9:12-17） やがて1日が終わる頃，12人が寄ってきて言った。「群衆を解散させ，周りの村や田舎に行って宿と食料を見つけられるようにしてあげてください。ここは辺ぴな場所ですから」。 13 しかしイエスは，「あなたたちが食べ物を与えなさい」と言った。12人は言った。「5つのパンと2匹の魚しかありません。私たちがみんなのために食べ物を買ってくるというなら別ですが」。 14 約5000人の男性がいたのである。しかしイエスは弟子たちに，「50人ぐらいずつのグループにして座らせなさい」と言った。 15 弟子たちはその通りにし，全員を座らせた。 16 イエスは5つのパンと2匹の魚を取り，天を見上げて祈ってから，それらを割って弟子たちに渡し始めた。群衆に配らせるためである。 17 こうして皆が食べて満足した。余りを拾うと，かけらは籠12個分になった。



^  （ヨハ 15:13） 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^  （ヨハ 14:16， 17） 私は天の父にお願いします。父は別の援助者を与えて，あなたたちと共に永久にいるようにしてくださいます。 17 それは真理を伝える聖なる力です。世の人々はそれを受けることができません。それを見ることも知ることもないからです。あなたたちはそれを知っています。それはあなたたちのもとにとどまり，あなたたちの内にあるからです。



^  （ヨハ 16:13） しかし，その者，すなわち真理を伝える聖なる力が来ると，真理を十分に理解できるように導いてくれます。その者は自分の考えで話すのではなく，聞いたことを話し，将来のことを告げます。



^  （マタ 28:18-20） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。 19 それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （エフェ 4:7， 8） 私たちは一人一人が惜しみない親切を受け，キリストから無償の贈り物*を与えられました。 8 こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。

または，「能力」。


^  （エフェ 4:7， 8） 私たちは一人一人が惜しみない親切を受け，キリストから無償の贈り物*を与えられました。 8 こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。

または，「能力」。


^  （エフェ 1:22， 23） 神はまた，キリストを全てのものの上に立たせ，会衆*に関する全ての事柄を見守る頭としました。 23 会衆はキリストの体であり，全てのものを完全に満たすキリストが満ちています。

用語集参照。


^  （エフェ 4:11-13） そしてその方は，ある人を使徒，ある人を預言者，ある人を福音伝道者*，ある人を牧者また教える人として与えました。 12 その人たちは聖なる人たちを正し*，奉仕し，キリストの体を力づけ*ます。 13 そのおかげで私たちは皆，信仰の一致と，神の子についての正確な知識の一致に達し，十分に成長した人*となり，キリストの背丈*に達するようになります。

または，「良い知らせを伝える人」。
または，「訓練し」。
または，「建て」。
または，「大人」。
または，「域」。


^  （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^  （エフェ 4:12） その人たちは聖なる人たちを正し*，奉仕し，キリストの体を力づけ*ます。

または，「訓練し」。
または，「建て」。


^  （テモ一 3:8） 援助奉仕者*も，真面目で，二枚舌を使わず*，多量の酒を飲まず，貪欲に不当な利益を得ようとせず，

用語集参照。
または，「人をだますようなことを言わず」。


^  （コリ一 12:28） そして神は会衆内の人たちにそれぞれの役割を与えました。第一に使徒，第二に預言者，第三に教える人，次いで奇跡を行う人，次いで癒やす能力を持つ人，人々を世話する*人，指揮する能力がある人，さまざまな言語を話す人です。

または，「役立つ仕事を行う」。


^  （ペテ一 4:10） 神の惜しみない親切はさまざまな形で表されます。一人一人に能力*が与えられているのですから，神から親切を示された立派な管理人として，その能力を生かして仕え合ってください。

または，「贈り物」。


^  （コリ一 14:40） 全てのことを適正に，取り決めに沿って行いましょう。



^  （テモ一 3:13） 立派に奉仕する人は良い評価を得，キリスト･イエスへの信仰について少しも気後れせずに語ることができます。



^  （コロ 3:15） また，キリストによる平和が心に満ちる*ようにしましょう。皆さんは1つの体となって平和を得るために招かれたからです。感謝を表しましょう。

または，「心を制御する」。


^  （コリ二 1:11） 皆さんも，私たちのために祈願をすることによって，私たちを助けてください。多くの人の祈りのおかげで私たちは神から恵みを受けることができ，私たちのことで多くの人が感謝の祈りを捧げるでしょう。



^ （テサ一 5:12， 13） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。 13 そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください。誰とでも平和な関係でいるようにしましょう。



^  （テサ一 5:12， 13） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。 13 そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください。誰とでも平和な関係でいるようにしましょう。



^  （テモ一 5:17） 立派に監督している長老たち，とりわけ一生懸命に話したり教えたりしている人たちは，深い*敬意を受けるに値します。

直訳，「2倍の」。


^  （テサ一 2:11， 12） よくご存じのように，私たちは皆さん一人一人を励まし，慰め，教えました。父親が子供にするようにです。 12 神に仕える人にふさわしく歩んでいってほしいからです。神は，ご自分の王国で皆さんが栄光を受けるよう，招いてくださっています。



^  （テモ二 4:2） 神の言葉を広めなさい。順調な時にも困難な時にも熱心に*伝道しなさい。いつも辛抱強く，教える技術を駆使して，戒め，忠告し，励まし*なさい。

または，「緊急性を意識して」。
または，「説き勧め」。


^  （テモ一 3:2） ですから，監督は，とがめられるところがなく，1人の妻の夫で，節度をわきまえ，健全な考え方*をし，秩序正しく行動し，人をよくもてなし，教える資格がなければなりません。

または，「良い判断」。


^  （テモ一 3:4） 家庭を立派に治め*，子供をよくしつけて従わせているべきです。

または，「管理し」。


^  （テト 1:6-9） 任命される人は，非難されるところがなく，1人の妻の夫でなければなりません。その人の子供も信仰を持っているべきで，堕落*しているとか反抗的だと非難されていてはなりません。 7 監督は，神の家の管理人ですから，非難されるところがあってはならず，意地を張らず，すぐに怒らず，酩酊せず，暴力を振るわず，貪欲に不当な利益を得ようとすべきではありません。 8 人をよくもてなし，善いことを愛し，健全な考え方*をし，正しいことを行い，神に尽くし*，自制心があり， 9 神の信頼できる*言葉にしっかり従った教え方をしなければ*なりません。そうすれば，健全な*教えによって励ます*ことも，逆らう人を戒めることもできるでしょう。

または，「放蕩」。
または，「良い判断」。
または，「を揺るぎなく支持し」，「から離れず」。
または，「確かな」。
または，「従って教える技術を用いなければ」。
または，「有益な」。
または，「説き勧める」。


^  （テモ二 4:5） しかしあなたは，どんな場合にも頭がさえた状態*を保ち，苦しみに耐え，福音伝道者として働き*，自分の奉仕を十分に行いなさい。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「良い知らせを伝え続け」。


^  （コリ一 5:12， 13） 私は外部の人たちを裁く立場にあるでしょうか。皆さんは内部の人たちを裁くのであり， 13 神が外部の人たちを裁くのではありませんか。「皆さんの中から悪い人を除きなさい」。



^  （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^  （ペテ一 5:1-3） 私は長老として，またキリストの苦しみの証人，やがて明らかにされる栄光を共に受ける者として，同じ長老の皆さんに勧めます。 2 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。 3 神の財産である*人たちに対して威張ったりせず，群れの模範となりましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。
または，「神から委ねられた」。


^  （エレ 23:4） そして私は，彼らをしっかり世話する牧者たちを立てる。彼らはもはや恐れることもおびえることもなくなり，誰も失われない」と，エホバは宣言する。



^  （テサ一 5:12， 13） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。 13 そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください。誰とでも平和な関係でいるようにしましょう。



^  （コリ一 16:18） 彼らは，私の気持ちも皆さんの気持ちも爽やかにしてくれました。こういう人たちに感謝*しましょう。

または，「を高く評価」。


^ （テサ一 2:7， 8） 乳児を優しく世話する*母親のように，穏やかに皆さんに接しました。 8 私たちは優しい愛情を抱き，皆さんに神の良い知らせを伝えるだけでなく自分たち自身を与えたいと思いました。皆さんを深く愛するようになったからです。

または，「大切にする」。


^  （使徒 11:22） その話がエルサレムの会衆に伝わり，バルナバがアンティオキアにまで遣わされた。



^  （使徒 15:40， 41） パウロはシラスを選び，出発した。出掛ける前に，兄弟たちは，パウロがエホバの惜しみない親切を受けるようにと祈った。 41 パウロはシリアとキリキアを通って会衆を強くした。



^  （テサ一 2:7， 8） 乳児を優しく世話する*母親のように，穏やかに皆さんに接しました。 8 私たちは優しい愛情を抱き，皆さんに神の良い知らせを伝えるだけでなく自分たち自身を与えたいと思いました。皆さんを深く愛するようになったからです。

または，「大切にする」。


^  （使徒 20:37-21:1） 皆が多くの涙を流し，パウロを抱いて優しく口づけした。 38 私の顔をもう見ることはないと語ったパウロの言葉にとりわけ胸を痛めたのである。そして船までパウロに付き添った。 
21 私たちは後ろ髪を引かれる思いで船に乗った後，コスに直行し，次の日にはロードスに，その後パタラに行った。



^ （ヨハ三 5-8） 愛する兄弟，あなたは忠実に兄弟たちを世話しています。それも，見知らぬ人たちをです。 6 彼らはあなたが示してくれた愛について会衆*の前で語りました。どうか，兄弟たちが去る時にも，神に喜ばれるような手助けをしてあげてください。 7 彼らは神の名を知らせるために旅をしていて，世の人々からは何も受けていません。 8 それで，私たちはそういう兄弟たちをもてなすべきです。そうすれば，真理のために共に働いていることになります。

用語集参照。


^  （ヨハ三 5-8） 愛する兄弟，あなたは忠実に兄弟たちを世話しています。それも，見知らぬ人たちをです。 6 彼らはあなたが示してくれた愛について会衆*の前で語りました。どうか，兄弟たちが去る時にも，神に喜ばれるような手助けをしてあげてください。 7 彼らは神の名を知らせるために旅をしていて，世の人々からは何も受けていません。 8 それで，私たちはそういう兄弟たちをもてなすべきです。そうすれば，真理のために共に働いていることになります。

用語集参照。


^  （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^ （テモ一 3:4， 5） 家庭を立派に治め*，子供をよくしつけて従わせているべきです。 5 （自分の家庭を治められないのであれば，神の会衆*を世話することなどできるでしょうか。）

または，「管理し」。
用語集参照。


^ （テモ一 3:12） 援助奉仕者は，1人の妻の夫で，子供を従わせ，家庭を立派に治めているべきです。



^ （格 19:14） 家と富は父祖から相続するもので， 思慮深い妻はエホバからのものである。



^ （格 3:27） あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。

または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。


^  （格 3:27） あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。

または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。


^  （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^  （使徒 20:28） 自分自身と群れ全体に注意を払ってください。神が聖なる力によって皆さんを群れの監督に任命しました。神の会衆を牧者として世話するためであり，その会衆を神は自分の子の血によって買い取ったのです。



^  （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。








研究記事 43




90番の歌 励まし合いましょう



疑いの気持ちに負けないために



「全てのことを確かめてください」。テサロニケ第一 5:21




ポイント

疑いの気持ちはエホバへの奉仕に影響を与える恐れがあります。疑いの気持ちに負けないために，どんなことができるかを考えます。




1-2. （ア）エホバに仕える人たちはどんな疑いの気持ちを持つことがありますか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



私たちはどんな年齢であっても，時々疑いの気持ちを持ってしまうことがあります。* 例えば若い人は，エホバは自分のことなんて気に掛けていないんじゃないかと思うかもしれません。それでバプテスマを受けることをためらってしまうことがあります。中年の兄弟の中には若い時に，世の中でキャリアを積むのではなく王国の活動を優先するという生き方を選んだ人がいます。でも家族を養うのに苦労していて，自分の選択は本当に正しかったんだろうかという考えがよぎるかもしれません。体力の衰えを感じている年配の姉妹は若い時ほど多くのことができないので，落ち込むことがあります。もしかしたらあなたも，「エホバは自分なんかに関心を持ってくれているんだろうか」とか，「これまでエホバのために頑張ってきたことに意味があるんだろうか」とか，「自分は今でもエホバの役に立っているんだろうか」などと考えたことがあるかもしれません。

2 こうした疑問を放っておくなら，エホバへの信仰が弱くなったり，エホバに仕えるのをやめてしまったりすることさえあるかもしれません。この記事では，（1）エホバが自分のことを気に掛けているのか，（2）過去の決定は正しかったのか，（3）今でも自分はエホバの役に立てているのか，といったことを不安に感じるときに，聖書の言葉がどのように助けになるかを考えます。

疑いの気持ちを取り除くためにできること

 3. 疑いの気持ちを取り除くためにどんなことができますか。


あなたの答え



3 疑いの気持ちを取り除く1つの方法は，聖書から答えを見つけることです。そうすればエホバとの友情が強まり，「信仰を持ってしっかり立」てるようになります。（コリ一 16:13）

 4. 「全てのことを確かめ」るためにどんなことができますか。（テサロニケ第一 5:21）


あなたの答え



4 テサロニケ第一 5:21を読む。聖書には「全てのことを確かめ」るようにと書かれています。そのためにどんなことができるでしょうか。自分の考えが聖書に書かれていることと合っているか確かめましょう。例えば，若い人がエホバは自分のことを気に掛けてくれていないんじゃないかと思う場合，その疑問をそのままにしておいてよいでしょうか。いいえ。「全てのことを確かめ」て，エホバがどう考えているかを調べる必要があります。

 5. どうすれば自分の持っている疑問に対するエホバの考えを知ることができますか。


あなたの答え



5 私たちは聖書を読む時，エホバが語り掛けている声を聞くことができます。でも，自分が持っている疑問についてエホバがどう考えているかを知るためには努力が要ります。ただ読むだけではなく，気になっている点に関係している箇所を探して読む必要があります。そして，エホバが用意してくださっているいろいろな調査ツールを使って詳しく調べることができます。（格 2:3-6）調査する時，エホバの考えを見つけられるように助けてください，と祈りましょう。そして，自分の状況にぴったり合う聖書の言葉や役立つ情報を探しましょう。聖書に収められている自分と似たような経験をした人たちの例を考えることも助けになります。

 6. 疑いの気持ちを取り除くために，集会はどのように助けになりますか。


あなたの答え



6 エホバが語り掛けてくれている言葉を集会で聞くこともできます。集会に毎回出席するなら，話やコメントを通して，疑問に思っていたことの答えを見つけられるかもしれません。（格 27:17）では幾つかの例を挙げて，疑いの気持ちを取り除くためにどんなことができるか考えてみましょう。

「エホバは本当に気に掛けてくれているんだろうか」

 7. どんなことを疑問に思うことがあるかもしれませんか。


あなたの答え



7 エホバは自分のことを本当に気に留めてくれているのだろうかと思ったことがありますか。自分なんかが宇宙の創造者と友達になれるなんてあり得ない，と感じたことがあるでしょうか。ダビデもそんなふうに感じたことがあったかもしれません。ダビデは，エホバがちっぽけな人間を気に掛けてくれていることに対する驚きを次のように表現しています。「エホバ，人は何者なのでしょう，あなたが目を留めるとは。死にゆく人間の子は何者なのでしょう，あなたが気に掛けるとは」。（詩 144:3）では，エホバが一人一人を本当に気に掛けていることを聖書からどのように知ることができるでしょうか。

 8. サムエル第一 16章6，7，10-12節によると，エホバは人の何に注目していますか。


あなたの答え



8 たとえ周りの人から見過ごされていると思える場合でも，エホバは評価してくれています。そのことが分かる聖書の記録があります。ある時エホバはサムエルに，エッサイの息子の1人に油を注ぎ，イスラエルの将来の王とするようにと言いました。エッサイは8人の息子のうち7人しかサムエルに会わせず，一番年下のダビデのことは呼びませんでした。* でも，エホバはダビデを選びました。（サムエル第一 16:6，7，10-12を読む。）ダビデの心の中を見ていて，エホバを本当に愛する人であることを知っていたからです。

 9. エホバが自分を気に掛けてくれていると確信できるのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



9 エホバの気遣いを実感した時のことについて考えてみてください。エホバがぴったりのアドバイスをくれた，と感じたことがきっとあるでしょう。（詩 32:8）あなたのことをよく知らなければ，そんなことはできないはずです。（詩 139:1）エホバのアドバイスに従って行動し，良い結果になるのを経験すると，エホバが本当に気に掛けてくれているということを確信できるようになります。（代一 28:9。使徒 17:26，27）エホバはあなたの努力に気付いています。心の中にある良いものを見て，友になりたいとも思ってくれています。（エレ 17:10）そして，私たちがその愛に応えてエホバと親しくなろうとする時，喜んでくださいます。（ヨハ一 4:19）



[image: 若い姉妹が個人研究をしている。聖書を開いて，タブレットでホワイトボード･アニメを見ている。]

「あなたが神を探し求めるなら，神を見つけられる」。（代一 28:9）（9節を参照。）*







「以前の決定は正しかったんだろうか」

10. 以前の決定を振り返って，どんなふうに思うことがあるかもしれませんか。


あなたの答え



10 以前の決定を振り返って，自分の決定は本当に正しかったんだろうかと思うことがあるかもしれません。兄弟姉妹の中には，エホバにもっと仕えるために給料のいい仕事やビジネスのチャンスを諦めた人もいます。それからずいぶん時間がたって，周りを見てみると，世の中での成功を追い求めた人たちが安定した暮らしをしているように思えます。それで，「エホバのために犠牲を払ってきたけど，本当に価値があったんだろうか。あの時チャンスをつかんでいたら，もっと余裕のある暮らしができたんじゃないか」と考えるようになるかもしれません。

11. 詩編 73編の作者はどんなことで悩みましたか。


あなたの答え



11 同じような気持ちになることがあるなら，詩編 73編の作者のことを考えてみましょう。その人は，周りの人たちが健康的でお金に余裕のある暮らしをし，ストレスのない生活を送っているように思えました。（詩 73:3-5，12）一見成功しているような人たちを見て，エホバに一生懸命仕える生き方をむなしく感じました。ネガティブな思考になって「一日中思い悩」みました。（詩 73:13，14）では，こうした気持ちにどのように対処したでしょうか。

12. 詩編 73編16-18節によると，詩編作者はどのように不安な気持ちを乗り越えましたか。


あなたの答え



12 詩編 73:16-18を読む。詩編作者はエホバの聖なる所に行き，その穏やかな場所で物事を冷静に考えることができました。そして，気楽な生活を送っているように見える人も，長い目で見れば不安定な生き方をしていて希望がないということに気付きました。エホバに仕えることを優先する生き方が一番良いということを理解し，穏やかな気持ちになりました。そのようにして，エホバに仕え続けようという決意を新たにすることができました。（詩 73:23-28）

13. 以前の決定が正しかったのか不安に思う時，どうすれば穏やかな気持ちになれますか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



13 あなたも詩編作者のように穏やかな気持ちになることができます。どうすればいいのでしょうか。天にある宝を含め，自分が今持っているものがどれほど素晴らしいか考えてみてください。神に仕えていない人たちは，そうした宝を持っていません。あるのは，この世の中で得られるものだけです。将来の希望がないので，今の生活で成功するしかありません。一方，エホバは私たちの想像をはるかに超える素晴らしい将来を約束してくれています。（詩 145:16）違う決定をしていれば成功できたかもしれないと思うことがありますか。でも，本当に成功できたかどうかは分かりません。ただ，はっきりしていることがあります。エホバ神と人への愛に基づいて決定を下すなら，何にも代えられない幸せを必ず味わうことができます。



[image: 兄弟がお店の窓を掃除しながら，楽園にいる様子を想像している。奥さんと一緒に歩きながら，果物でいっぱいの一輪車を手で押しているところをイメージしている。隣では鹿が草をはんでいる。]

エホバが約束してくれている素晴らしい将来に目を向ける。（13節を参照。）*







「自分はエホバの役に立てているんだろうか」

14. どんなことが理由で不安を感じることがありますか。どんなことを考えるかもしれませんか。


あなたの答え



14 エホバに仕えている人たちの中には，高齢だったり，体調が優れなかったり，体が不自由だったりして，思うようにエホバに奉仕できないと感じている兄弟姉妹がいます。エホバから見て自分は本当に価値があるのか不安になり，「自分は今でもエホバの役に立てているんだろうか」と考えることがあるかもしれません。

15. 詩編作者はどんなことを確信していましたか。


あなたの答え



15 詩編 71編の作者も同じような不安を感じ，「衰えていく時に見捨てないでください」と祈りました。（詩 71:9，18）でも詩編作者は，エホバに忠実に仕え続けるなら，エホバは自分のことを導いて支えてくれるということを確信していました。エホバは，できることが限られているとしても，ベストを尽くしてご自分に仕える姿を見て喜ぶ，ということを詩編作者は知っていました。（詩 37:23-25）

16. 高齢の人はどのようにしてエホバと仲間のためになることを行えますか。（詩編 92:12-15）


あなたの答え



16 高齢の兄弟姉妹は，エホバの見方で自分を見るようにしましょう。体が思うように動かなかったとしても，忠実に仕えることができるようエホバは助けてくれます。（詩編 92:12-15を読む。）できなくなったことにではなく，今できることに目を向けましょう。皆さんの忠実な手本や優しい気遣いによって周りの兄弟姉妹を力づけることができます。エホバがこれまで自分をどのように支えてきてくれたか，将来のどんな約束を楽しみにしているかを話すことができます。兄弟姉妹のために心から祈ることによっても大きな助けになれるということを忘れないようにしましょう。（ペテ一 3:12）どんな状況にいるとしても，私たち一人一人にはエホバと仲間のためにできることが必ずあります。

17. 自分をほかの人と比べないよう努力する必要があるのはどうしてですか。


あなたの答え



17 エホバにもっと仕えたいと思うのに，そうできない時，もどかしさを感じることがあるでしょうか。エホバはあなたができることをする時に，それを大切に覚えていてくれるということを忘れないでください。自分をほかの人と比べてしまいそうになる時も，そうしないように努力しましょう。エホバは人と比べたりはしないからです。（ガラ 6:4）そのことが分かる例があります。マリアはとても高価な香油をイエスの足に注ぎました。（ヨハ 12:3-5）一方で，貧乏なやもめはごく小額の小さな硬貨2枚を神殿に寄付しました。（ルカ 21:1-4）イエスは信仰を表したどちらの女性のことも褒めました。お父さんエホバと同じ見方をしていたからです。エホバは，私たちが心を尽くして，エホバへの愛の気持ちから何かを差し出す時，それがどれほど小さなものであっても高く評価してくれます。

18. 疑いの気持ちと闘う上で何が助けになりますか。（「エホバの言葉は疑いの気持ちと闘うのに役立つ」の囲みも参照。）


あなたの答え



18 私たちは誰もが疑いの気持ちを感じることがあります。でもこの記事で考えてきた通り，信頼できる聖書のアドバイスの通りにするなら，それと闘うことができます。それで，疑いの気持ちを取り除くように努力していきましょう。そうするなら，不安な気持ちを乗り越えて安心感を持てるようになります。エホバは，私たち一人一人に目を留めて気に掛けてくれています。私たちがよく頑張っていることを分かっていて，必ず報いを与えると約束しています。エホバがご自分に揺るぎない愛を示す人全てを愛し，気に掛けているということを忘れないでください。

エホバの言葉は疑いの気持ちと闘うのに役立つ


	  エホバはあなたのことを気に掛けている

「恐れてはいけない。私があなたと共にいる。心配してはいけない。私があなたの神である。私はあなたを強くし，必ず助ける。私の正義の右手であなたをしっかりと支える」。（イザ 41:10）

「私エホバは，あなたの神である。あなたのためになる生き方を教え，あなたを導いて正しい道を歩ませる」。（イザ 48:17）



	  エホバはご自分に仕える決定をしたあなたのことを大切に思っている

「わが子よ，あなたの心が賢くなったら，私は心から喜ぶ」。（格 23:15）

「お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。『私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない』」。（ヘブ 13:5）



	  エホバはあなたが自分にできることを行うとき喜んでくれる

「各自が持ってくる供え物は，エホバ神が与えてくださった祝福に応じたものであるべきです」。（申 16:17）

「皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません」。（ヘブ 6:10）











どんなことを学びましたか


	  エホバが私たちを気に掛けてくれているといえるのはどうしてですか。


あなたの答え





	  以前の決定が正しかったのか不安に思う時，どんなことができますか。


あなたの答え





	  自分がエホバの役に立てているのか不安になる時，どうするといいですか。


あなたの答え












111番の歌 喜びはあふれる



^  語句の説明: この記事に出てくる疑いの気持ちとは，エホバは自分のことをどう見ているんだろうかとか，以前にした決定は本当に正しかったんだろうかと不安になったりする気持ちのことです。エホバやエホバの約束に対する信仰が足りないために抱く疑念のことではありません。


^  その時ダビデが何歳だったか聖書にはっきりとは書かれていませんが，おそらくまだ10代だったことでしょう。（「ものみの塔」2011年9月1日号29ページ2節を参照。）




^  写真や挿絵: 若い姉妹が聖書を調べて，エホバの気持ちや考えを知ろうとしている。


^  写真や挿絵: 兄弟が家族を養うために体力仕事をしている。その間も，楽園の様子を生き生きと思い描くようにしている。






^ （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^  （コリ一 16:13） 目を覚ましていましょう。信仰を持ってしっかり立ちましょう。勇敢に行動し，強い人になってください。



^ （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^  （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^  （格 2:3-6） さらに，理解力を叫び求め， 識別力を求めて声を上げるなら，  4 銀を求めるようにそれを求め続け， 隠された宝を探すように探し続けるなら，  5 その時，あなたはエホバへの畏れを理解し， 神についての知識を見つける。  6 エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。



^  （格 27:17） 鉄が鉄を研ぐように， 人は友を研ぐ。



^  （詩 144:3） エホバ，人は何者なのでしょう，あなたが目を留めるとは。 死にゆく人間の子は何者なのでしょう，あなたが気に掛けるとは。



^ （サム一 16:6， 7） 一同が入ってくると，サムエルはエリアブを見て言った。「エホバが選んだ*人はこの人に違いない」。 7 しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。

直訳，「油を注いだ」。


^ （サム一 16:10-12） エッサイは7人の息子をサムエルの前に来させたが，サムエルはエッサイに，「どの人もエホバが選んだ人ではありません」と言った。 11 サムエルはエッサイに言った。「息子さんはこれで全員ですか」。エッサイは言った。「一番下の子がまだいます。その子は今，羊を連れて牧草地に行っています」。そこでサムエルはエッサイに言った。「誰かに連れてきてもらってください。その子がここに来るまで，私たちは食事をしません」。 12 それでエッサイはその子を連れてこさせた。その子は血色が良く，美しい目をしていて，姿がりりしかった。エホバは言った。「この人だ。立ち上がって，油を注ぎなさい！」



^  （サム一 16:6， 7） 一同が入ってくると，サムエルはエリアブを見て言った。「エホバが選んだ*人はこの人に違いない」。 7 しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。

直訳，「油を注いだ」。


^  （サム一 16:10-12） エッサイは7人の息子をサムエルの前に来させたが，サムエルはエッサイに，「どの人もエホバが選んだ人ではありません」と言った。 11 サムエルはエッサイに言った。「息子さんはこれで全員ですか」。エッサイは言った。「一番下の子がまだいます。その子は今，羊を連れて牧草地に行っています」。そこでサムエルはエッサイに言った。「誰かに連れてきてもらってください。その子がここに来るまで，私たちは食事をしません」。 12 それでエッサイはその子を連れてこさせた。その子は血色が良く，美しい目をしていて，姿がりりしかった。エホバは言った。「この人だ。立ち上がって，油を注ぎなさい！」



^ （代一 28:9） そして，わが子ソロモン，あなたは父の神を知り，心を尽くして喜びの*心で神に仕えなさい。エホバは全ての心を探り，考えの傾向を全て見極める方だ。あなたが神を探し求めるなら，神を見つけられるが，神を捨てるなら，神からいつまでも退けられる。

または，「進んでする」。


^  （詩 32:8） 「私はあなたに洞察力を与え，進むべき道を教える。 あなたに目を留めて助言を与える。



^  （詩 139:1） エホバ，あなたは私の全てを探りました。 私のことを知っています。



^  （代一 28:9） そして，わが子ソロモン，あなたは父の神を知り，心を尽くして喜びの*心で神に仕えなさい。エホバは全ての心を探り，考えの傾向を全て見極める方だ。あなたが神を探し求めるなら，神を見つけられるが，神を捨てるなら，神からいつまでも退けられる。

または，「進んでする」。


^  （使徒 17:26， 27） そして，1人の人から全ての国の人を造って地上全体に住まわせ，さまざまな事柄の時を定め，人が住む所の限界を決めました。 27 人々が神を知ろうとするため，神を探し求めて本当に見つけるためです。実のところ神は，私たち一人一人から遠く離れてはいません。



^  （エレ 17:10） 私エホバは，心を探り， 奥底の考え*を調べている。 一人一人に，生き方に応じて， 行ったことに応じて報いるために。

または，「奥底の感情」。直訳，「腎臓」。


^  （ヨハ一 4:19） 私たちが愛するのは，神がまず愛してくださったからです。



^ （詩 73:0-28） アサフの歌。 73 神はイスラエルに，心が清い人に対して確かに善いことを行ってくださる。  2 私の足はもう少しでそれていくところだった。 危うく滑るところだった。  3 私は高慢な*人をねたましく思った。 悪人が平和でいるのを見た。  4 その人たちに死の痛みはなく， 体は健康である*。  5 他の人たちのように思い悩むことも， 苦しむこともない。  6 傲慢さを首飾りとし， 暴力を身にまとう。  7 目は繁栄で膨らむ。 思い描いた以上の成功を収めた。  8 あざ笑い，悪いことを話す。 偉そうな態度を取り，脅しつける。  9 天から話すかのように語り， 思うままに話して地上を歩き回る。 10 それで，神の民は彼らの方になびく。 彼らの豊かな水を飲む。 11 彼らは言う。「神は気付くだろうか。 至高者は本当に知っているのか」。 12 こうした悪人は気楽に暮らしている。 自分の資産を増やしている。 13 私が清い心を保とうが， 手を洗って潔白でいようが無駄なのだ。 14 私は一日中思い悩んだ。 毎朝，懲らしめを受けた。 15 しかし，もし私がそのようなことを言ったのなら， あなたの民を裏切ったことになる。 16 私は事の意味を理解しようとして， 思い悩んでいた。 17 神の偉大な聖なる所に入るまでは。 そして悪人の将来を知った。 18 あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。 19 悪人は急に破滅する。 突然に終わりを迎える。恐ろしい結末を。 20 エホバ，あなたは悪人を退ける。 あなたが起きると，悪人は目覚めた人が忘れる夢のようになる。 21 私は心がいら立ち， 奥深く*に鋭い痛みを感じた。 22 分別がなく，理解できなかった。 あなたの前で理性のない野獣のようだった。 23 しかし今は，絶えずあなたと共にいる。 あなたは右手をつかんでくださった。 24 あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。 25 私を助けてくださる方が天にほかにいるか。 あなたがいてくださるので，地上に望むものは何もない。 26 私の体と心が衰えようとも， 神は私の心の岩，永遠に私の全て*。 27 間違いなく，あなたから離れている人たちは滅びる。 あなたのもとから去る不誠実な人を皆，あなたは消し去る。 28 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。

または，「自慢する」。
または，「下腹は肥えている」。
直訳，「腎臓」。
または，「私に与えられた分」。


^  （詩 73:0-28） アサフの歌。 73 神はイスラエルに，心が清い人に対して確かに善いことを行ってくださる。  2 私の足はもう少しでそれていくところだった。 危うく滑るところだった。  3 私は高慢な*人をねたましく思った。 悪人が平和でいるのを見た。  4 その人たちに死の痛みはなく， 体は健康である*。  5 他の人たちのように思い悩むことも， 苦しむこともない。  6 傲慢さを首飾りとし， 暴力を身にまとう。  7 目は繁栄で膨らむ。 思い描いた以上の成功を収めた。  8 あざ笑い，悪いことを話す。 偉そうな態度を取り，脅しつける。  9 天から話すかのように語り， 思うままに話して地上を歩き回る。 10 それで，神の民は彼らの方になびく。 彼らの豊かな水を飲む。 11 彼らは言う。「神は気付くだろうか。 至高者は本当に知っているのか」。 12 こうした悪人は気楽に暮らしている。 自分の資産を増やしている。 13 私が清い心を保とうが， 手を洗って潔白でいようが無駄なのだ。 14 私は一日中思い悩んだ。 毎朝，懲らしめを受けた。 15 しかし，もし私がそのようなことを言ったのなら， あなたの民を裏切ったことになる。 16 私は事の意味を理解しようとして， 思い悩んでいた。 17 神の偉大な聖なる所に入るまでは。 そして悪人の将来を知った。 18 あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。 19 悪人は急に破滅する。 突然に終わりを迎える。恐ろしい結末を。 20 エホバ，あなたは悪人を退ける。 あなたが起きると，悪人は目覚めた人が忘れる夢のようになる。 21 私は心がいら立ち， 奥深く*に鋭い痛みを感じた。 22 分別がなく，理解できなかった。 あなたの前で理性のない野獣のようだった。 23 しかし今は，絶えずあなたと共にいる。 あなたは右手をつかんでくださった。 24 あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。 25 私を助けてくださる方が天にほかにいるか。 あなたがいてくださるので，地上に望むものは何もない。 26 私の体と心が衰えようとも， 神は私の心の岩，永遠に私の全て*。 27 間違いなく，あなたから離れている人たちは滅びる。 あなたのもとから去る不誠実な人を皆，あなたは消し去る。 28 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。

または，「自慢する」。
または，「下腹は肥えている」。
直訳，「腎臓」。
または，「私に与えられた分」。


^  （詩 73:3-5） 私は高慢な*人をねたましく思った。 悪人が平和でいるのを見た。  4 その人たちに死の痛みはなく， 体は健康である*。  5 他の人たちのように思い悩むことも， 苦しむこともない。

または，「自慢する」。
または，「下腹は肥えている」。


^  （詩 73:12） こうした悪人は気楽に暮らしている。 自分の資産を増やしている。



^  （詩 73:13， 14） 私が清い心を保とうが， 手を洗って潔白でいようが無駄なのだ。 14 私は一日中思い悩んだ。 毎朝，懲らしめを受けた。



^ （詩 73:16-18） 私は事の意味を理解しようとして， 思い悩んでいた。 17 神の偉大な聖なる所に入るまでは。 そして悪人の将来を知った。 18 あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。



^  （詩 73:16-18） 私は事の意味を理解しようとして， 思い悩んでいた。 17 神の偉大な聖なる所に入るまでは。 そして悪人の将来を知った。 18 あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。



^  （詩 73:23-28） しかし今は，絶えずあなたと共にいる。 あなたは右手をつかんでくださった。 24 あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。 25 私を助けてくださる方が天にほかにいるか。 あなたがいてくださるので，地上に望むものは何もない。 26 私の体と心が衰えようとも， 神は私の心の岩，永遠に私の全て*。 27 間違いなく，あなたから離れている人たちは滅びる。 あなたのもとから去る不誠実な人を皆，あなたは消し去る。 28 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。

または，「私に与えられた分」。


^  （詩 145:16） あなたは手を開いて， 生きている全てのものの願いをかなえる。



^  （詩 71:1-24） エホバ，私はあなたのもとに避難しました。 私が恥をかかないようにしてください。  2 あなたは正しい方です。私を救い，助け出してください。 私の声に耳を傾け*，救ってください。  3 私のための岩の要塞となってください。 いつでもそこに入れるように。 私を救うよう命令を出してください。 あなたは私の大岩，私のとりで。  4 私の神，助け出してください。悪人の手から， 不当に虐げる人の手から。  5 主権者である主エホバ，あなたは私の希望の源。 私は若い時からあなたを信頼してきました*。  6 生まれた時からあなたに頼ってきました。 あなたは私を母の胎内から取り出しました。 私は絶えずあなたを賛美します。  7 多くの人にとって，私は奇跡のような存在になりました。 しかし実は，私には強固な避難所であるあなたがいます。  8 私の口はあなたへの賛美であふれています。 一日中あなたの輝きについて語ります。  9 老齢の時に私を捨てないでください。 衰えていく時に見捨てないでください。 10 敵は私のことを悪く言います。 私の命を奪おうとする人たちは共謀し， 11 こう言います。「神は彼を見捨てた。 追い掛けて捕まえよう。救う者は誰もいない」。 12 神よ，遠く離れたままでいないでください。 私の神，急いで助けてください。 13 私に敵対している人たちが， 恥をかき，滅びますように。 私を災難に遭わせようとする人たちが， 面目を失い，屈辱を味わいますように。 14 私は待ち続け， あなたをこれまで以上に賛美します。 15 あなたの正しさを詳しく語ります。 一日中あなたによる救いのことを。 知り尽くす*ことができないとはいえ。 16 主権者である主エホバ，私は行って，あなたの力強い行いについて話します。 ただあなたの正しさを語ります。 17 神よ，あなたは私が若い時から教えてくださいました。 私は今までずっとあなたの素晴らしい偉業を知らせてきました。 18 神よ，私が年を取って白髪になっても見捨てないでください。 私に語らせてください。あなたの力について次の世代に， あなたの力強さについて生まれてくる人全てに。 19 神よ，あなたの正しさは際立っています。 あなたは偉大なことを行いました。 神よ，誰があなたのようでしょうか。 20 あなたは私が多くの苦難や災難を経験するままにしました。 私を再び力づけてください。 地下深く*から引き上げてください。 21 私の尊厳を回復してください。 私を囲み，慰めてください。 22 私の神，弦楽器であなたを賛美します。 あなたが信頼できる方だからです。 イスラエルの聖なる方， たて琴であなたを賛美して歌い*ます。 23 私は歓声を上げ，あなたを賛美して歌います。 あなたは私の命を救って*くださいました。 24 一日中，私はあなたの正しさについて語り*ます。 私を破滅させようとする人たちは恥をかいて面目を失います。

または，「をかがみ込んで聞き」。
または，「私が若い時から，あなたは私の確信の源です」。
または，「数え尽くす」。
または，「水の深み」。
または，「のために音楽を奏で」。
直訳，「買い戻して」。
または，「思い巡らし」。


^  （詩 71:9） 老齢の時に私を捨てないでください。 衰えていく時に見捨てないでください。



^  （詩 71:18） 神よ，私が年を取って白髪になっても見捨てないでください。 私に語らせてください。あなたの力について次の世代に， あなたの力強さについて生まれてくる人全てに。



^  （詩 37:23-25） エホバは人の歩みを導く*。 その人の道を喜ぶときに。 24 彼はよろけても，倒れ込むことはない。 エホバが手をつかんで*支えてくださる。 25 若かった私も，今は年老いた。 だが，正しい人が見捨てられるのを見たことも， その子供たちがパン*を探すのを見たこともない。

または，「しっかりしたものとする」。
または，「ご自分の手で」。
または，「食べ物」。


^ （詩 92:12-15） 正しい人はヤシの木のように茂り， レバノンの杉のように大きく育つ。 13 その人たちはエホバの家に植えられる。 私たちの神の庭で生い茂る。 14 年を取っても*衰えない。 元気ではつらつとし， 15 エホバが正しい方であることを知らせる。 神は私の岩，神に不正はない。

または，「白髪になっても」。


^  （詩 92:12-15） 正しい人はヤシの木のように茂り， レバノンの杉のように大きく育つ。 13 その人たちはエホバの家に植えられる。 私たちの神の庭で生い茂る。 14 年を取っても*衰えない。 元気ではつらつとし， 15 エホバが正しい方であることを知らせる。 神は私の岩，神に不正はない。

または，「白髪になっても」。


^  （ペテ一 3:12） エホバ*は正しい人に目を留め，その人たちの祈願に耳を傾ける。しかし，エホバ*は悪を行う人に厳しい顔を向ける」。

付録A5参照。
付録A5参照。


^  （ガラ 6:4） 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^  （ヨハ 12:3-5） その時マリアは，非常に高価な香油，純粋のナルドを300グラム持ってきて，イエスの足に注ぎ，髪の毛で拭いて乾かした。家は香油の香りでいっぱいになった。 4 しかし，弟子の1人で，イエスを裏切ろうとしていたユダ･イスカリオテが言った。 5 「どうしてこの香油を300デナリで売って，貧しい人たちに施しをしなかったのか」。



^  （ルカ 21:1-4） さて，イエスが目を上げると，裕福な人たちが寄付箱に寄付を入れているのが見えた。 2 次いで，貧乏なやもめがごく小額の小さな硬貨2枚を入れるのを見て， 3 こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，彼ら全てよりたくさん入れました。 4 あの人たちは皆，余っている中から寄付を入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ生活費全てを入れたからです」。



^ （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^ （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^ （格 23:15） わが子よ，あなたの心が賢くなったら， 私は心から喜ぶ。



^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^ （申 16:17） 各自が持ってくる供え物は，エホバ神が与えてくださった祝福に応じたものであるべきです。



^ （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。










[image: イスラエル人の音楽家たちがラッパを吹いたり，たて琴を弾いたり，大声で歌ったりして，エホバを崇拝している。]



ご存じでしたか




古代イスラエルにおいて音楽はどれほど重要でしたか。


古代イスラエルの文化と音楽には深い関わりがありました。聖書には，楽器の演奏と歌についてたくさんのことが書かれています。実際，聖書の10分の1ほどは歌の形式で，「詩編」や「ソロモンの歌」，「哀歌」などが有名です。「聖書時代の生活における音楽」（英語）という本にも，聖書には「生活のあらゆる場面に音楽が深く関わっている社会の様子がはっきりと描かれている」とあります。

日常生活での音楽。イスラエル人は感情を表すのに音楽を用いました。（イザ 30:29）例えば女性たちは，王が即位した時，祭りの時，戦いに勝利した時に，喜びの歌や踊りに合わせてタンバリンを鳴らしました。（裁 11:34。サム一 18:6，7。王一 1:39，40）誰かが亡くなった時にも，イスラエル人は深い悲しみのこもった歌を歌いました。（代二 35:25）マクリントクとストロング共編の「百科事典」（英語）にもある通り，確かに「ヘブライ人は音楽を愛する民族として際立っていた」のです。

王宮での音楽。イスラエルの王たちは音楽を楽しみました。サウル王はダビデを王宮に呼び，たて琴を弾かせました。（サム一 16:18，23）ダビテも後に王になってから，自分で楽器を考案したり，美しい曲を作曲したり，エホバの神殿で演奏するための大規模な楽団を組織したりしました。（代二 7:6。アモ 6:5）ソロモン王は，自分の王宮に男性や女性の歌手を置いていました。（伝 2:8）

崇拝での音楽。何よりも大切な点として，イスラエル人はエホバを崇拝するために音楽を使いました。聖書には，エルサレムの神殿に4000人の演奏者がいたことが書かれています。（代一 23:5）そうした演奏には，シンバル，弦楽器，たて琴，ラッパが用いられました。（代二 5:12）しかし音楽によってエホバを崇拝していたのは，演奏家だけではありませんでした。多くのイスラエル人も，エルサレムで行われる年ごとの祭りのために旅をする時，「都へ上る時の歌」を歌ったと思われます。（詩 120–134）また，ユダヤ教の文献によると，イスラエル人は過ぎ越しの食事の時にハレル詩編*を歌いました。

今でも，音楽は神の民にとってなくてはならないものです。（ヤコ 5:13）歌は私たちの崇拝の一部です。（エフェ 5:19）音楽は仲間のクリスチャンとの絆を強めます。（コロ 3:16）苦しい状況にあるとき，私たちを力づけます。（使徒 16:25）音楽は，私たちのエホバへの信仰と愛を表す美しい方法なのです。







^  ユダヤ人は詩編 113編から118編をハレル詩編としており，エホバを賛美するために歌っていました。






^ （イザ 30:29） あなたたちの歌は， 祭りの準備をする*夜に歌われる歌のようになる。 あなたたちは心から喜ぶ。 エホバの山に，イスラエルの岩のような方のもとに行くために， 笛を持って*歩く人のように。

または，「のために自分を神聖なものとする」。
または，「の音に合わせて」。


^ （裁 11:34） エフタがミツパの自分の家に戻ると，何と，娘がタンバリンを鳴らして踊りながら迎えに出てきた。彼女はたった1人の子で，ほかに息子も娘もいなかった。



^ （サム一 18:6， 7） ダビデたちがフィリスティア人を討って帰ってくると，イスラエルの全ての町で女性たちが歌ったり踊ったりしながら出てきて，タンバリンとリュートを奏で，喜びつつサウル王を迎えるのだった。 7 女性たちは祝いながら，こう歌った。 「サウルは何千もの敵を討ち， ダビデは何万もの敵を討った」。



^ （王一 1:39， 40） 祭司ザドクは天幕の中から油が入った角*を取り，ソロモンに油を注いだ。それから角笛が吹き鳴らされ，民は皆，「ソロモン王が栄えますように！」と叫びだした。 40 その後，民は皆ソロモンに付いて上っていった。笛を吹き，非常に喜びながらそうしたので，その音で地面が揺れた*。

用語集参照。
直訳，「裂けた」。


^ （代二 35:25） エレミヤはヨシヤのために歌った。今も男女の歌い手たちは皆，ヨシヤについての哀歌を歌う。その歌は，イスラエルで歌うことが定められ，哀歌集の中に載せられている。



^ （サム一 16:18） 従者の1人が言った。「私はベツレヘムの人エッサイの子がたて琴を上手に弾くのを見たことがあります。勇敢な強い戦士です。雄弁でりりしく，エホバが共にいる人です」。



^ （サム一 16:23） 神が，サウルが陰鬱な気持ちになるままにした時，ダビデはたて琴を取って弾いた。するとサウルは安心して気持ちが楽になり，陰鬱ではなくなった。



^ （代二 7:6） 祭司たちは持ち場に就いて立っていた。レビ族の人たちも，エホバへの歌の伴奏のために楽器を持って立っていた。（それはダビデ王が作った楽器で，その演奏と共にダビデが賛美を捧げる時，「神の揺るぎない愛は永遠に続く」と言ってエホバに感謝するためのものだった。）祭司たちはその前でラッパを大きく吹き鳴らし，イスラエル人は皆立っていた。



^ （アモ 6:5） たて琴*の音に合わせて即興で歌い， ダビデのように楽器を作り出す。

または，「弦楽器」。


^ （伝 2:8） 私は銀や金を自分のために蓄え，王たちや州が所有する宝をためた。自分のために歌手の男女と，人を大いに喜ばせる存在つまり女性，それも大勢の女性*を集めた。

または，「つまり貴婦人，貴婦人たち」。


^ （代一 23:5） 4000人は門番で，4000人はダビデが「賛美するために私が作った」と言った楽器でエホバを賛美した。



^ （代二 5:12） アサフ，ヘマン，エドトン，またその3人の子や兄弟たちが率いるレビ族の歌い手たち皆が，上等の織物を着て，シンバルや弦楽器やたて琴を持ち，祭壇の東に立っていた。また，彼らと共に，120人の祭司がラッパを吹いていた。



^ （詩 120:0-134:3） 都へ上る時の歌*。 120 苦難の時に，私はエホバに呼び掛けた。 神は答えてくださった。  2 エホバ，助け出してください。 うそをつく唇から，欺きに満ちた舌から。  3 欺きに満ちた舌よ， 神はおまえに何をするだろう，どう処罰する*だろう。  4 戦士の鋭い矢が襲い， エニシダの炭が燃え上がる。  5 悲惨なことだ！ 私はメシェクに外国人として住んだ。 ケダルの天幕のそばに住んだ。  6 あまりにも長い間， 平和を憎む人たちと共に住んだ。  7 私は平和を望む。しかし私が話しても， 彼らは戦いを望む。 
都へ上る時の歌。 121 私は山に向かって目を上げる。 私の助けはどこから来るだろう。  2 私の助けはエホバから来る。 天地を造った方から。  3 神は，あなたが決して足を滑らせない*ようにする。 あなたを守っている方は決してうとうとしない。  4 そうだ，イスラエルを守っている方は， うとうとすることも眠ることも決してない。  5 エホバはあなたを守っている。 エホバはあなたを覆う方。あなたの右にいる。  6 昼の太陽も，夜の月も，あなたに害を及ぼさない。  7 エホバは全ての危害からあなたを守る。 あなたの命を守る。  8 あなたが何をするにしても*，エホバが守ってくださる。 今もこれからもずっと。 
都へ上る時の歌。ダビデによる。 122 私は喜んだ。「エホバの家に行こう」と言われて。  2 エルサレムよ，私たちはあなたの門の中に立っている。  3 エルサレムは一つに結び合わされた都市。  4 各部族が，ヤハ*の部族が上ってきた。 イスラエルへの教え*に従い， エホバの名をたたえるために。  5 そこに裁きの座が据えられた。 ダビデの王朝の王座が。  6 エルサレムの平和を求めよ。 都市よ，あなたを愛する人たちは安全に暮らす。  7 あなたの土塁*の内側が平和であり続けますように。 防備された塔の中がずっと安全でありますように。  8 私は兄弟と友のために言う。 「あなたに平和がありますように」。  9 私たちの神エホバの家のために， あなたに良いことを願う。 
都へ上る時の歌。 123 私はあなたに向かって目を上げる。 天の王座にいるあなたに。  2 召し使いが主人の手に目を向けるように， 召し使いの女性が女主人の手に目を向けるように， 私たちも私たちの神エホバに目を向ける。 憐れみを示していただけるまで。  3 憐れみを示してください。エホバ，私たちに憐れみを示してください。 私たちは散々侮辱されたから。  4 自信満々な人たちに散々あざけられ， 高慢な人たちに散々侮辱されてきた。 
都へ上る時の歌。ダビデによる。 124 「エホバが共にいてくださらなかったなら」。 さあ，イスラエルは言え。  2 「エホバが共にいてくださらなかったなら。 人々が立ち上がって私たちを攻撃した時に。  3 人々は私たちを生きたままのみ込んだだろう。 私たちに向かって怒りを燃やしていた時に。  4 水が私たちを流し去っただろう。 急流にのまれただろう。  5 激流に圧倒されただろう。  6 エホバが賛美されますように。 私たちを猛獣のような人々に渡さなかったから。  7 私たちは自由になった鳥のよう。 猟師のわなから逃れて。 わなは壊れ，自由になった。  8 私たちは助けを得る。エホバという名を持つ方から， 天地を造った方から」。 
都へ上る時の歌。 125 エホバに頼る人はシオンの山のよう。 ぐらつくことがなく， 永遠に存続する。  2 山々がエルサレムを囲んでいるように， エホバもご自分の民を囲んでいる。 今もこれからもずっと。  3 悪人の王笏が，正しい人に配分された土地にとどまることはない。 それで，正しい人が悪に手を染めることはない。  4 エホバ，善を行ってください。 善い人に，心の正直な人に。  5 曲がった道へそれていく人を， エホバは除き去る。悪を行う人を滅ぼす時に。 イスラエルに平和がありますように。 
都へ上る時の歌。 126 捕虜にされたシオンの人々をエホバが連れ戻した時， まるで夢を見ているようだった。  2 その時，私たちの口には笑いがあふれ， 舌からは歓声が生まれた。 その時，国々は互いに言った。 「エホバはご自分の民のために偉大なことを行った」。  3 エホバは私たちのために偉大なことを行った。 私たちはとても喜んでいる。  4 エホバ，捕虜である私たちを連れ戻して*ください。 ネゲブに生じる川*のように。  5 涙を流しながら種をまく人は， 歓声を上げて収穫する。  6 種が入った袋を持ち，泣きながら出ていく人は， 必ず穀物の束を抱え，歓声を上げながら帰ってくる。 
都へ上る時の歌。ソロモンによる。 127 エホバが家を建てるのでなければ， 建てる人の労働は無駄である。 エホバが町を守るのでなければ， 見張りの番は無駄である。  2 早く起きるのも，遅く寝るのも， 食べ物を得る苦労も無駄である。 神は愛する人を世話し，眠りを与える。  3 子供はエホバからの財産， 子は神からの贈り物。  4 若かりし時の子供は， 強靱な人の手にある矢のようだ。  5 矢筒が満たされた強靱な人は幸せだ。 恥をかくことはない。 子供が町の門で敵と渡り合うから。 
都へ上る時の歌。 128 エホバを畏れる人は皆，幸せだ。 その人は神の道を歩む。  2 あなたは，自分で働いて作ったものを食べる。 幸せになり，成功する。  3 あなたの妻は家の中で，実ったブドウの木のようになる。 あなたの子たちは食卓を囲んで，オリーブの若枝のようになる。  4 エホバを畏れる人はそのような祝福を受ける。  5 エホバはシオンからあなたを祝福する。 あなたが生涯ずっとエルサレムの繁栄を見ますように。  6 子や孫に恵まれますように。 イスラエルに平和がありますように。 
都へ上る時の歌。 129 「私が若い時から，敵は私を絶えず攻撃してきた」。 さあ，イスラエルは言え。  2 「私が若い時から，敵は私を絶えず攻撃してきた。 しかし私を打ち負かせなかった。  3 耕す人たちが私の背中を耕し， 畝を長くした」。  4 エホバは正しい方。 悪人の綱を断ち切った。  5 シオンを憎む人は皆， 恥をかき，面目を失って退却する。  6 屋根に生える草のようになる。 それは引き抜かれる前に枯れ，  7 刈り取る人の手も， 束を集める人の腕も満たすことはない。  8 通り掛かる人がこう言うこともない。 「エホバの祝福があなたたちにありますように。 私たちはエホバの名によってあなたたちに祝福を願う」。 
都へ上る時の歌。 130 エホバ，私は深い所からあなたを呼びます。  2 エホバ，私の声を聞いてください。 助けを求める私の願いに注意深く耳を傾けてくださいますように。  3 ヤハ*よ，もしあなたが過ちに注目*するなら， エホバよ，誰が立っていられるでしょうか。  4 あなたは本当に許す方。 それで人はあなたに畏敬の気持ちを抱く。  5 私は希望を抱いてエホバを待つ。希望にあふれる。 神の言葉を待つ。  6 ひたすらエホバを待つ。 見張りが朝を待つ以上に。 そう，見張りが朝を待つ以上に。  7 イスラエルはエホバを待ち続けよ。 エホバは揺るぎない愛を示す方。 偉大な力で民を救う*。  8 イスラエルの全ての過ちを許す*。 
都へ上る時の歌。ダビデによる。 131 エホバ，私の心は傲慢ではなく， 目も高慢ではない。 大それたことや， 身の丈以上のことを望んだりしない。  2 自分を落ち着かせ，静めた。 母に抱かれる乳離れした幼児のようになった。 私は満足する。乳離れした幼児のように。  3 イスラエルはエホバを待て。 今もこれからもずっと。 
都へ上る時の歌。 132 エホバ，思い出してください。 ダビデと，ダビデが経験した全ての苦しみを。  2 ダビデはエホバに誓い， ヤコブの強力な方に誓約をした。  3 「私は自分の家，天幕に入らない。 自分のベッド，寝椅子で横にならない。  4 目をつぶって寝たり， まぶたを閉じてうとうとしたりしない。  5 エホバのために場所を見つけるまで。 ヤコブの強力な方のために立派な住まい*を」。  6 私たちはエフラタで聞き付け， 森林の野原で見つけた。  7 神の住まい*に入ろう。 神の足台に向かってひれ伏そう。  8 エホバ，立ち上がってあなたの休み場に来てください。 あなたの力を象徴する箱と共に。  9 あなたの祭司たちが正しさを身にまとい， あなたに尽くす*人たちが歓声を上げますように。 10 あなたに仕えるダビデに約束した通り， あなたが選んだ*者を退けないでください。 11 エホバはダビデに誓った。 ご自分の言葉を取り消すことは決してない。 「あなたの子孫の1人を， あなたの王座につける。 12 あなたの子たちが，私との契約を守り， 私が教える教訓*を守るなら， 彼らの子たちも永遠に あなたの王座につく」。 13 エホバはシオンを選び， そこに住むことを望んだ。 14 「ここは永遠に私の休み場。 ここに住む。それが私の望み。 15 私はその都を豊かに祝福し，食料を与える。 貧しい人の空腹をパンで満たす。 16 祭司たちに救いをまとわせる。 私に尽くす人たちは歓声を上げる。 17 その都で，私はダビデの力を強くする。 私が選んだ*者のためにランプを整えた。 18 その者の敵に恥をまとわせる。 しかし，その者がかぶる王冠は輝き続ける」。 
都へ上る時の歌。ダビデによる。 133 兄弟たちが一致して共に住むのは， 何と素晴らしいことだろう。 何と心地よいことだろう。  2 頭に注がれる上等の油が， 顎ひげに流れ落ちるかのようだ。 アロンの顎ひげに， アロンの服の襟に。  3 ヘルモンの露が， シオンの山々に降りるかのようだ。 エホバはシオンで与えると約束した。 永遠の命という祝福を。 
都へ上る時の歌。 134 エホバを賛美せよ， エホバに仕える全ての人たち， 夜，エホバの家で奉仕する人たち。  2 聖なる状態で*両手を上げて祈り， エホバを賛美せよ。  3 天地を造った方，エホバが， シオンからあなたを祝福してくださいますように。

用語集参照。
直訳，「何を加える」。
または，「よろけない」。
直訳，「あなたが出ても入っても」。
エホバの短縮形。
または，「思い出させるもの」。
または，「防備された城壁」。
または，「回復させて」。
または，「南のワジ」。
エホバの短縮形。
または，「を記録」。
直訳，「買い戻す」。
直訳，「を彼の全ての過ちから買い戻す」。
または，「偉大な幕屋」。
または，「偉大な幕屋」。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
直訳，「油を注いだ」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「思い出させるもの」。
直訳，「油を注いだ」。
もしかすると，「聖なる所で」。


^ （ヤコ 5:13） 皆さんの中に，苦しみに耐えている人がいますか。その人は祈り続けてください。晴れやかな気持ちの人がいますか。その人は賛美の歌を歌ってください。



^ （エフェ 5:19） 詩や神への賛美の歌や崇拝の歌によって励まし合い*，心から*音楽に合わせてエホバ*に向かって歌いましょう。

もしかすると，「自分を励まし」。
または，「心の中で」。
付録A5参照。


^ （コロ 3:16） キリストの言葉があらゆる知恵と共に，皆さんの内に満ちるようにしてください。詩や，神への賛美の歌や，感謝を込めて*歌う崇拝の歌によって，教え合い，励まし*合いましょう。エホバ*に向かって心から歌いましょう。

または，「丁寧に」。
または，「訓戒し」。
付録A5参照。


^ （使徒 16:25） しかし，真夜中ごろ，パウロとシラスは祈ったり歌で神を賛美したりしていて，囚人たちはそれを聞いていた。



^ （詩 113:1-118:29） ヤハを賛美せよ*！ エホバに仕える人たち，賛美せよ。 エホバの名を賛美せよ。  2 エホバの名が賛美されますように。 今もこれからもずっと。  3 日が昇る所から沈む所まで， エホバの名が賛美されますように。  4 エホバは全ての国のはるか上にいる。 神の栄光は天よりも上にある。  5 誰が私たちの神エホバのようだろうか。 神は高い所に住んで*いる。  6 神は身をかがめて天と地を見る。  7 立場が低い人を地面から起き上がらせる。 貧しい人を灰の山*から引き上げる。  8 そして高貴な人たちと共に座らせる。 ご自分の民の高貴な人たちと共に。  9 子供ができない女性に家を与える。 子供を持つ母としての幸せも。 ヤハを賛美せよ*！ 
114 イスラエルがエジプトから， ヤコブの子孫が，外国語を話す民のもとから出ていった時，  2 ユダは神の聖なる所， イスラエルは神の領土になった。  3 海は見て，逃げた。 ヨルダン川は引き返した。  4 山々は雄羊のように跳ね回った。 丘も子羊のように。  5 海よ，どうして逃げたのか。 ヨルダンよ，なぜ引き返したのか。  6 山よ，なぜ雄羊のように， 丘よ，なぜ子羊のように跳ね回ったのか。  7 大地は震えよ。主の前で， ヤコブの神の前で。  8 神は，岩をアシが茂る池に， 強固な*岩を泉に変える。 
115 私たちではなく，エホバよ，私たちではなく*， あなたの名がたたえられますように。 あなたは揺るぎない愛を示し，信頼できる方。  2 国々が，「彼らの神はどこにいるのか」と言ってよいだろうか。  3 私たちの神は天にいる。 ご自分が喜ぶことを行う。  4 国々の偶像は銀や金でできている。 人が手で作った。  5 口があっても，話すことはできない。 目があっても，見ることはできない。  6 耳があっても，聞くことはできない。 鼻があっても，嗅ぐことはできない。  7 手があっても，触ることはできない。 足があっても，歩くことはできない。 喉で声を出すこともできない。  8 偶像を作る人たちは偶像のようになる。 偶像に頼る人も皆。  9 イスラエルよ，エホバに頼れ。 神はあなたの盾，あなたを助ける。 10 アロンの子孫よ，エホバに頼れ。 神はあなたの盾，あなたを助ける。 11 エホバを畏れる人たち，エホバに頼れ。 神はあなたの盾，あなたを助ける。 12 エホバは私たちを覚えていて，祝福してくださる。 イスラエルの子孫を祝福し， アロンの子孫を祝福してくださる。 13 エホバを畏れる人たちを祝福してくださる。 小さな者も大きな者も。 14 エホバはあなたたちを増やす。 あなたたちも子供たちも。 15 あなたたちがエホバに祝福されますように。 天地を造った方に。 16 天はエホバのもの。 地は人間に与えられたもの。 17 死者はヤハを賛美しない。 死の静寂*へ下る人も皆。 18 しかし私たちはヤハを賛美する。 今もこれからもずっと。 ヤハを賛美せよ*！ 
116 私はエホバを愛する。 私の声を*，助けを求める願いを聞いてくださるから。  2 神は耳を傾けて*くださる。 私は生きている限り*神に呼び掛ける。  3 死の綱が私に巻き付き， 墓が私を捕らえた*。 苦難と悲しみに圧倒された。  4 その時，エホバの名を呼んだ。 「エホバ，助け出してください！」  5 エホバは思いやり*があり，正しい方。 私たちの神は憐れみ深い。  6 エホバは経験の浅い人を守っている。 すっかり弱った私を，神は救ってくださった。  7 私は安らぎを取り戻す。 エホバは私に優しくしてくださった。  8 あなたは助け出してくださった。 私を死から，私の目を涙から，私の足をつまずくことから。  9 私はこの地上でエホバの前を歩む。 10 信仰を持っていたので，私は話した。 私はとても苦しんだ。 11 取り乱して言った。 「人は皆うそつきだ」。 12 私は何をしてエホバにお返ししよう。 私のためにしてくださった全ての良いことに対して。 13 私は救い*の杯を取り， エホバの名を呼ぶ。 14 エホバへの誓約を果たす。 神の民全ての前で。 15 エホバが損失*と見るのは，ご自分に尽くす*人たちの死。 16 ああ，エホバ，私はあなたに仕える者。 あなたに仕える，身分の低い者*。 あなたは，捕らわれていた私を解放してくださった。 17 私はあなたに感謝の犠牲を捧げ， エホバの名を呼ぶ。 18 エホバへの誓約を果たす。 神の民全ての前で。 19 エホバの家の庭で。 エルサレムよ，あなたの中で。 ヤハを賛美せよ*！ 
117 全ての国よ，エホバを賛美せよ。 全ての民*よ，神をたたえよ。  2 神が私たちに抱く揺るぎない愛は大きく， エホバの真実さは永遠に続く。 ヤハを賛美せよ*！ 
118 エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  2 イスラエルは言え。 「神の揺るぎない愛は永遠に続く」。  3 アロンの子孫は言え。 「神の揺るぎない愛は永遠に続く」。  4 エホバを畏れる人は言え。 「神の揺るぎない愛は永遠に続く」。  5 苦難の時に私はヤハ*に呼び掛けた。 ヤハは答え，私を安全な*場所に連れていってくださった。  6 エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。  7 エホバは私の側にいて助けて*くださる。 私は，私を憎む人たちの敗北を見る。  8 人間に頼るより，エホバのもとに避難する方がよい。  9 権力者に頼るより，エホバのもとに避難する方がよい。 10 全ての国が私を取り囲んだ。 しかし，私はエホバの名によって彼らを追い払った。 11 彼らは私を取り囲んだ。完全に取り囲んだ。 しかし，私はエホバの名によって彼らを追い払った。 12 彼らは蜜蜂のように私を取り囲んだ。 しかし，いばらに付いた火のようにすぐに消え去った。 私はエホバの名によって彼らを追い払った。 13 私は押し倒された。 しかし，エホバが助けてくださった。 14 ヤハは私の避難所，私の力。 私を救ってくださった。 15 救い*を喜ぶ声が上がる。 正しい人たちの天幕から。 エホバの右手は力を発揮する。 16 エホバの右手は高く上げられる。 エホバの右手は力を発揮する。 17 私は死なない。 生きて，ヤハが行ったことを知らせる。 18 ヤハは私を厳しく正した。 しかし，私を死に至らせなかった。 19 私のために正しさの門を開け。 私は中に入り，ヤハを賛美する。 20 これがエホバの門。 正しい人が通って中に入る。 21 私はあなたを賛美する。あなたは答えてくださった。 私を救ってくださった。 22 建築者たちの退けた石が主要な隅石*となった。 23 これはエホバによって生じた。 それは私たちにとって素晴らしい。 24 これはエホバが定めた日。 私たちはこの日に喜び，歓喜する。 25 エホバ，救ってください。お願いです！ エホバ，どうか勝利させてください！ 26 エホバの名によって来る方が祝福されますように。 私たちはエホバの家であなたたちのために祝福を願う。 27 エホバは神。 私たちを照らしてくださる。 枝を手にして祭りの行列に加われ。 祭壇の角の所へと。 28 あなたは私の神，あなたを賛美する。 私の神，あなたをたたえる。 29 エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。
または，「座って」。
もしかすると，「ごみ捨て場」。
または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。
または，「火打ち石のような」。
または，「私たちは何も受けるに値しません，エホバ，何も受けるに値しません」。
直訳，「沈黙」。
または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。
もしかすると，「私は愛する。エホバは私の声を」。
または，「かがみ込んで聞いて」。
直訳，「自分の日々に」。
直訳，「シェオルの苦しみが私を見つけた」。
または，「慈しみ」。
または，「偉大な救出」。
直訳，「貴重なもの」。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
または，「あなたの女奴隷の子」。
または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。
または，「氏族」。
または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。
エホバの短縮形。
または，「広い」。
もしかすると，「私を助ける人たちと共にいて」。
または，「勝利」。
直訳，「隅の頭」。用語集参照。









[image: ソロモンの神殿を上から見た様子。]



読者からの質問




ソロモンの神殿の玄関の高さはどれくらいでしたか。


神殿の玄関は聖所につながるスペースでした。「その長さの前にあった玄関は家の幅の前で二十キュビト，その高さは百二十であった」と「参照資料付き 新世界訳聖書」には書かれています。（代二 3:4）他の翻訳でも玄関の高さを120キュビト，つまり53㍍とし，玄関を高い塔のように書いているものがあります。

しかし2023年印刷版の「新世界訳」では，ソロモンの神殿の玄関の「高さは9メートルだった」となっています。* この調整の理由を幾つか考えてみましょう。

列王第一 6章3節では玄関の高さについて何も述べられていない。この節で，エレミヤは玄関の幅と奥行きについて書いており，高さについては書いていません。そして次の章で，神殿の特徴の目立つものについて詳しく説明しています。例えば，鋳物の「海」，10台の台車，玄関の外に建てられていた2本の銅の柱などです。（王一 7:15-37）もし玄関の高さが50㍍を超え，神殿の他の部分よりはるかに高かったとしたら，なぜエレミヤはその高さについて触れなかったのでしょうか。数百年後の時代のユダヤ人の著述家たちも，ソロモンの神殿の玄関の高さが他の部分と同様にそれほど高くなかったということについて述べています。

学者たちは，神殿の壁が高さ53㍍もある玄関を支えることができたかを疑問視している。古代においてエジプトの神殿の門のように，高さのある構造物を石やれんがを積み上げて造るときには，非常に大きな基礎を据えて，上に行くにつれて細くなるように造られました。しかし，ソロモンの神殿はそのような形ではありませんでした。学者たちは，神殿の壁の厚さが6キュビト，つまり2.7㍍以下であったと考えています。建築史家のテオドール･ビューシンクはこのように結論しています。「[神殿の入り口]の壁の厚さを考えると，玄関[の高さ]は120キュビトもあったはずがない」。

歴代第二 3章4節の本文は，間違って書き写された可能性がある。この節は，幾つかの古代写本では「120」となっているものの，5世紀のアレクサンドリア･コーデックスや6世紀のアンブロシアヌス･コーデックスなどの権威ある写本では「20キュビト」となっています。写字生が誤って「120」と書いたのにはどんな理由が考えられるでしょうか。ヘブライ語で「100」と「キュビト」という単語は見た目がよく似ています。それで写字生は「キュビト」と書くべきところを，「100」と書いてしまったのかもしれません。

私たちは，ソロモンの神殿の詳細な点を理解し正確に描くことは重要であると考えています。しかし特に注目すべきなのは，その神殿が表していたエホバの偉大な神殿です。エホバがご自分に仕える人たちをその偉大な神殿で崇拝できるよう招いてくださっていることを考えると，本当に感謝の気持ちが深まります。（ヘブ 9:11-14。啓 3:12; 7:9-17）







^  この聖句の脚注では「一部の古代写本は『120』としているが，他の写本や一部の翻訳は『20キュビト』としている」と説明されています。






^  （代二 3:4） 前面にある玄関の幅は家の幅と同じく9メートルで，高さは9メートル*だった。内側を純金で覆った。

直訳，「20キュビト」。一部の古代写本は「120」としているが，他の写本や一部の翻訳は「20キュビト」としている。


^  （王一 6:3） 神殿の前面にある玄関の幅は，家の幅と同じく9メートルだった。玄関の奥行きは，家の前面から測って4.5メートルだった。



^  （王一 7:15-37） 彼は2本の銅の柱を鋳造した。それぞれの柱は，高さ8メートルで，周りを測り綱で測ると5.3メートルだった。 16 柱のてっぺんに付ける柱頭2つも銅で鋳造した。一方の柱頭の高さは2.2メートル，もう一方の柱頭の高さも2.2メートルだった。 17 柱のてっぺんにある柱頭には，鎖を編んだ網細工が付いた。一方の柱頭に7つ，もう一方の柱頭に7つだった。 18 また，柱のてっぺんにある柱頭を飾るため，1つの網細工の周りにザクロを2列作った。どちらの柱頭にも同じようにした。 19 玄関のそばの柱のてっぺんにある柱頭には，高さ1.8メートルのユリの花の模様もあった。 20 柱頭のその部分は，2本の柱の上，網細工に包まれた膨らみのすぐ上にあった。それぞれの柱頭の周りには200個のザクロが列を成していた。 21 神殿*の玄関の柱を立てた。右側*の柱を立ててヤキン*と名付け，それから左側*の柱を立ててボアズ*と名付けた。 22 柱のてっぺんにはユリの花の模様があった。こうして柱の製作は完了した。 23 鋳物の「海*」を造った。円形で，縁から縁までが4.5メートルで，高さは2.2メートルだった。周囲は測り綱で測ると13.5メートルだった。 24 縁の下の方にはウリ形の飾りが周囲全体にあった。「海」の周囲に45センチにつき10ずつあった。ウリ形の飾りは2列で，「海」と一緒に鋳造されたので接ぎ目がなかった。 25 「海」は12頭の雄牛の上にあり，3頭は北を，3頭は西を，3頭は南を，3頭は東を向いていた。「海」はこれらの雄牛の上に置かれ，雄牛の後部は全て中心に向いていた。 26 「海」の厚さは7センチだった。縁は，杯の縁やユリの花のような造りだった。「海」には4万4000リットルの水が入った。 27 銅の台車*を10台作った。それぞれの台車は長さ1.8メートル，幅1.8メートル，高さ1.3メートルだった。 28 台車の作りは次の通りだった。側板があり，それらは格子の間にはめられていた。 29 格子の間の側板にはライオンと雄牛とケルブがあり，格子にも同じ模様があった。ライオンと雄牛の上と下には，浮き出るように帯状の装飾が施されていた。 30 それぞれの台車には，銅の4つの車輪と銅の車軸が付いていた。四隅には，それらの車輪を付ける支柱があった。水盤の下には脚があり，それらは側面に帯状の装飾があるように鋳造されていた。 31 水盤の口は冠*の中にはめられ，水盤の底から冠の下端までは45センチだった。冠の口は丸く，脚と合わせて台座となり，その高さは67センチになった。冠には彫り物があり，その側板は四角で，丸くなかった。 32 4つの車輪は側板より下にあり，車輪の固定具が台車に付けられた。各車輪の高さは67センチだった。 33 車輪の作りは兵車の車輪のようだった。車輪の固定具もリムもスポークもハブも全て鋳物だった。 34 それぞれの台車には四隅に4本の支柱があった。支柱は台車の一部として鋳造された*。 35 台車の一番上にある丸い輪は，高さ22センチだった。その枠と側板は台車の一部として鋳造され*，台車の一番上に位置した。 36 枠の表面と側板には，大きさに応じて，ケルブとライオンとヤシの木を彫り，周りに帯状の装飾を施した。 37 こうして台車を10台作った。どれも同じように鋳造し，寸法も形も同じだった。

聖所を指している。
または，「南側」。
意味，「[エホバが]しっかり据えてくださいますように」。
または，「北側」。
意味はもしかすると，「強さによって」。
または，「水ため」。
または，「水を運ぶ銅の車」。
または，「輪」。
または，「支柱と台車の間に接ぎ目はなかった」。
または，「側板と台車の間に接ぎ目はなく」。


^  （代二 3:4） 前面にある玄関の幅は家の幅と同じく9メートルで，高さは9メートル*だった。内側を純金で覆った。

直訳，「20キュビト」。一部の古代写本は「120」としているが，他の写本や一部の翻訳は「20キュビト」としている。


^  （ヘブ 9:11-14） しかしキリストは，すでに実現した良い事柄の大祭司として来た時，より偉大で，より完全な天幕を通りました。それは人が造ったものではありません。地上に立てられたものではないのです。 12 キリストは，ヤギや若い雄牛の血ではなく，自分の血を携え，一度限り聖なる場所に入り，私たちを永遠に救って*くださいました。 13 ヤギや雄牛の血，また若い雌牛の灰は，汚れた人に振り掛けられると，その人の体を清めて神聖なものとします。そうであれば， 14 永遠の聖なる力により自分を傷のない犠牲として神に捧げたキリストの血は，なおのこと，むなしい*行いによって汚れていた私たちの良心を清め，生きている神への神聖な奉仕を行えるようにするのではないでしょうか。

直訳，「贖って」，「買い戻して」。
直訳，「死んでいる」。


^  （啓 3:12） 征服する人を，私は神の神殿の柱とします。その人はもうそこから去ることはありません。私はその人に名を記します。私の神の名と，私の神の都市すなわち天の神のもとから下る新しいエルサレムの名と，私の新しい名です。



^  （啓 7:9-17） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。 11 天使たちは皆，王座と長老たちと4つの生き物の周りに立っていた。そして，王座の前にひれ伏して神を崇拝し， 12 こう言った。「アーメン！ 賛美と栄光と知恵と感謝と栄誉と力と強さが，いつまでも永遠に私たちの神にありますように。アーメン」。 13 すると，長老の1人が私に言った。「白くて長い衣服を着たこの人たちは誰でしょうか。どこから来たのでしょうか」。 14 それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。 15 そのため，神の王座の前にいて，神殿で昼も夜も神に神聖な奉仕をしています。そして，王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います。 16 この人たちはもはや飢えることも喉が渇くこともなく，照り付ける太陽の熱や焼け付くような暑さに襲われることもありません。 17 王座の前*にいる子羊が，この人たちを世話し*，命の水の泉に導くからです。また，神はこの人たちの目から全ての涙を拭い去られます」。

または，「真ん中」。
または，「の牧者となり」。







やってみよう

要点を振り返りましょう





学んだばかりなのに，内容をなかなか思い出せないということがありますか。みんなそういうことがあります。大切な点を覚えておくために，要点を振り返ることが役立ちます。

学んでいる途中で時々立ち止まり，特に大切な考えに注目するようにしましょう。パウロは良いお手本です。手紙の中で，「要点は，次の通りです」という表現を使いました。（ヘブ 8:1）そのようにして，読者が話の流れに付いていけるようにし，手紙のテーマとそれぞれの要点がどう関係しているかをつかめるよう助けました。

どんなことを学んだかを振り返るために，少し時間を取ることができます。最後の10分くらいで良いかもしれません。要点がなかなか思い出せないなら，副見出しや，節の最初の文などの鍵となる文を読むと，記憶がよみがえるかもしれません。何か新しいことを学んだなら，自分の言葉で説明してみましょう。要点を振り返ると，読んだ内容をしっかり覚えていられるだけでなく，それを自分の生活でどのように役立てられるかがもっとよく分かるようになるでしょう。











^ （ヘブ 8:1） 私たちが述べていることの要点は，次の通りです。私たちにはこのような大祭司がいて，その方は天で威光に輝く神の座の右に座り，







1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32












^ ***喜歌 30番 私の父，私の神，私の友***
30番
私の父，私の神，私の友
（ヘブライ 6:10）
1. 涙あふれて疲れ果てる時も
この生き方は無駄ではない
（※ 繰り返し）
私の愛を神は忘れ去らず
すぐそばにいて支えてくださる
愛のエホバはいつの日も
私の父です 神です 友です
2. 若さ過ぎ去り苦しみ続いても
信仰の目に見える希望
（※ 繰り返し）
私の愛を神は忘れ去らず
すぐそばにいて支えてくださる
愛のエホバはいつの日も
私の父です 神です 友です
（詩 71:17，18も参照。）



^ ***喜歌 7番 エホバは私たちの力***
7番
エホバは私たちの力
（イザヤ 12:2）
1. 優しい神エホバは
保護と救い与える
私たちは証人
告げる 神の知らせを
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
2. 喜びつつ仕える
神の光の中で
聖書読んで従い
望む 神の統治を
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
3. サタン 脅すとしても
命奪うとしても
私たちは負けない
選ぶ 神の主権を
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
（サム二 22:3; 詩 18:2; イザ 43:12も参照。）



^ ***聖ガ 78ページ 心配***
心配
住む家や食べ物に困っているとしたら
格 10:15; 19:7; 30:8
聖書中の例
哀 3:19 エルサレムが陥落した後，エレミヤも家がなかった。
コリ二 8:1，2; 11:27 マケドニアのクリスチャンもとても貧しかった。パウロも衣食住に困ったことがある。
心が温かくなる言葉
詩 37:25; 145:15，格 10:3，マタ 6:25-34
申 24:19も参照
孤独でさみしいと感じるとしたら
ヨブ 19:19，伝 4:10，12
聖書中の例
王一 18:22; 19:9，10 エリヤは，エホバにきちんと仕えているのは自分だけだと感じた。
エレ 15:16-21 エレミヤは，みんな浮かれていて誰も聞いてくれないと感じていた。
心が温かくなる言葉
詩 25:15，16，ペテ一 5:7
心温まる聖書中の例
王一 19:1-19 エホバはエリヤに食べ物を用意し，じっくり話を聞き，神の力のすごさを見せて安心させた。
ヨハ 16:32，33 イエスはみんなが自分を見捨てるのを知っていたが，エホバが一緒にいてくれると確信していた。



^ ***聖ガ 65–67ページ 心の支え***
心の支え
落ち込んだときに気持ちを楽にしてくれる聖書の教え
うらやましく思ったり嫉妬したりするとき
「嫉妬」を参照
恐怖や不安な気持ちが続くとき
「恐れ」を参照
誤解されたり不当な扱いを受けたりして傷がなかなか癒えないとき
「ひどい仕打ち」を参照
自分には価値がないと感じるとき
「自信が持てない」を参照
自分の弱さや失敗にがっかりするとき
「がっかりする」を参照
心配
「心配」を参照
誰かから傷つけられたり裏切られたりしてがっかりするとき
「がっかりする」を参照
強い罪悪感
エズ 9:6，詩 38:3，4，8; 40:12
聖書中の例
王二 22:8-13; 23:1-3 ヨシヤ王と民は，モーセの律法を聞いて，とても悪いことをしていたことに気付き，罪の意識を感じた。
エズ 9:10-15; 10:1-4 エズラたちは，一部の人たちがエホバに従わず，外国人と結婚していたことを知って，罪の意識を感じた。
ルカ 22:54-62 ペテロは，イエスを知らないと3回言ってしまった後，とても後悔した。
心が温かくなる言葉
詩 32:5; 103:9-14，イザ 1:18，使徒 3:19
イザ 38:17，ミカ 7:18，19も参照
心温まる聖書中の例
代二 33:9-13，15，16 マナセは，ユダの歴史の中で特に悪い王だったが，悔い改めたので憐れみを掛けられた。
ルカ 15:11-32 いなくなった息子に関するイエスの例え話から，エホバが心から許す神だということが分かる。
迫害されるとき
「迫害」を参照
病気になったり年を取ったりして以前のように動けなくなるとき
詩 71:9，18，伝 12:1-7
聖書中の例
王二 20:1-3 ヒゼキヤ王は，重い病気になって回復の見込みがなく，とても悲しんだ。
フィリ 2:25-30 エパフロデトは，自分が病気になったことを会衆の人たちに知られ，気落ちした。みんなの期待に応えられなかったとも感じた。
心が温かくなる言葉
詩 92:12-14，イザ 40:29-31; 46:4，コリ二 8:12
心温まる聖書中の例
サム二 17:27-29; 19:31-38 バルジライは，王のためにできることをしたために王宮に招かれたが，自分の限界を認め，年齢ゆえに負担が大きいと感じて辞退した。
詩 41:1-3，12 ダビデ王は重い病気になったが，エホバが支えてくださると確信していた。
マル 12:41-44 イエスは，貧しいやもめのことを褒めた。持っていたものを全て寄付したからだった。
不満の気持ち
悲しいことがあったり，つらいことが続いたりすると，苦々しい気持ちになることがある
伝 9:11，12
詩 142:4，伝 4:1; 7:7も参照
聖書中の例
ルツ 1:11-13，20 ナオミは，夫と2人の息子を亡くしてあまりにも悲しかったので，自分はエホバから忘れられたと感じた。
ヨブ 3:1，11，25，26; 10:1 ヨブは，持ち物と10人の子供を失った上に健康を損ない，気持ちを乱された。
心が温かくなる言葉
ロマ 12:19，ヤコ 1:13
心温まる聖書中の例
ルツ 1:6，7，16-18; 2:2，19，20; 3:1; 4:14-16 ナオミは，神の民のところに戻り，周りの人から親切にしてもらうとともに，自分も人助けができたので，幸せな気持ちを取り戻せた。
ヨブ 42:7-16，ヤコ 5:11 ヨブは信仰によって忍耐したので，エホバはヨブに幸せな余生を送らせた。
嫌なことをされてとても落ち込むことがある
伝 4:1，2
聖書中の例
サム一 1:6，7，10，13-16 ハンナは，ペニンナに嫌なことをされたり大祭司エリから誤解されたりして，ひどく傷ついた。
ヨブ 8:3-6; 16:1-5; 19:2，3 ヨブは，3人の友人から批判的な言葉を浴びせられ，気分が落ち込んでいった。
心が温かくなる言葉
詩 37:8，9，エフェ 4:26
心温まる聖書中の例
サム一 1:9-11，18 ハンナは，エホバに祈って自分の気持ちを打ち明け，気持ちが楽になった。
ヨブ 42:7，8，10，17 エホバは，ヨブが3人の友人を許した後，ヨブの病気を治し，幸せに暮らせるようにした。
やるべきことに圧倒されて自分にはできそうにないと感じるとき
聖書中の例
出 3:11; 4:10 モーセは，ファラオの前に出てイスラエル人をエジプトから救出するようにとエホバから言われた時，自分にはできないと思った。
エレ 1:4-6 エレミヤは，聞く耳を持たないイスラエル人にエホバの警告を伝えるには，自分は若すぎるし，経験がないと感じた。
心が温かくなる言葉
詩 29:11，イザ 40:29，コリ二 3:4，5; 4:7
心温まる聖書中の例
出 3:12; 4:11，12 エホバはモーセに，必ず助けると約束し，何度も励ました。
エレ 1:7-10 エホバはエレミヤに，必要な力を必ず与えると約束し，励ました。









^ ***喜歌 13番 キリストは私たちの手本***
13番
キリストは私たちの手本
（ペテロ第一 2:21）
1. 愛のエホバ 私たちに独り子イエス与えた
愛を学び示すために 良い手本下さった
2. イエスいつも 神の言葉 生きていく支えにした
力を得て 父のために心込めて仕えた
3. よく学んで従いたい キリストの愛の手本
同じ愛を神に示し 神に賛美捧げる
（ヨハ 8:29; エフェ 5:2; フィリ 2:5-7も参照。）



^ ***新世ス マタイ 28:20***
20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ ***喜歌 15番 神の初子を賛美しましょう***
15番
神の初子を賛美しましょう
（ヘブライ 1:6）
1. 賛美しよう 神の初子を
天の王座につかれた方を
栄光に満ち 真理守り
神の主権を掲げる方
（※ 繰り返し）
賛美しよう 神の初子を
王はシオンで統治始めた
2. 賛美しよう 神の初子を
贖いとなり 命捧げた
喜びの日を待つ花嫁
輝く衣 身にまとって
（※ 繰り返し）
賛美しよう 神の初子を
王はシオンで統治始めた
（詩 2:6; 45:3，4; 啓 19:8も参照。）



^ ***イ聖 記事146 メシアについての預言はイエスに当てはまりますか***
メシアについての預言はイエスに当てはまりますか
聖書の答え
確かに当てはまります。「救世主」となる，「指導者であるメシア」についての預言はたくさんありますが，イエスが地上にいた間それらの預言がイエスに実現しました。（ヨハネ第一 4:14。ダニエル 9:25）イエスが亡くなった後に実現した預言もあります。（詩編 110:1。使徒 2:34-36）
「メシア」という言葉にはどんな意味があるか
メシアについての預言が当てはまる人はほかにもいるか
メシアがもっと将来に現れる可能性はあるか
聖書にはメシアについての預言が幾つあるか
イエスに実現した，メシアについての預言の例
「メシア」という言葉にはどんな意味があるか
ヘブライ語のマーシーアハ（メシア）とそれに相当するギリシャ語クリストス（キリスト）は，どちらも「油を注がれた者」つまり選ばれた者という意味です。それで，「イエス･キリスト」は，「メシアであるイエス」つまり「油を注がれた（選ばれた）者イエス」という意味になります。
聖書時代には，特別な立場に任命される人は多くの場合，頭に油を注がれました。（レビ記 8:12。サムエル第一 16:13）イエスは神から，メシアという大きな権威がある立場に任命されました。（使徒 2:36）しかし，実際の油を注がれたのではなく，神から聖なる力を注がれました。（マタイ 3:16）
メシアについての預言が当てはまる人はほかにもいるか
いいえ，いません。1つの指紋に当てはまる人が1人しかいないのと同じように，聖書の預言が当てはまるメシアつまりキリストは1人しかいません。しかし聖書は，「偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうとして，大きな奇跡や不思議なことを行う」と警告しています。（マタイ 24:24）
メシアがもっと将来に現れる可能性はあるか
いいえ，その可能性はありません。聖書には，イスラエルのダビデ王の子孫がメシアになると予告されていました。（詩編 89:3，4）ダビデにまでさかのぼるユダヤ人の系図の記録は，今ではもう失われてしまっています。西暦70年にローマ人がエルサレムを征服した時に破棄されたと思われます。 その時以降，自分がダビデ王の子孫であると証明できる人はいなくなりました。しかし，イエスの時代にはそうした系図が存在しており，反対者たちでさえイエスがダビデの子孫であることに異議を唱えることはありませんでした。（マタイ 22:41-46）
聖書にはメシアについての預言が幾つあるか
正確な数を特定するのは困難です。メシアについての預言だとはっきり言えるものだけでも，数え方はいろいろあります。例えば，イザヤ 53章2節から7節には，メシアの特徴が幾つか預言されています。この部分全体を1つの預言と見なす人もいれば，個々の点を別々の預言と見なす人もいます。
イエスに実現した，メシアについての預言の例
預言
聖句
実現
アブラハムの子孫である
創世記 22:17，18
マタイ 1:1
アブラハムの子イサクの家系から出る
創世記 17:19
マタイ 1:2
イスラエルのユダ族から生まれる
創世記 49:10
マタイ 1:1，3
ダビデ王の家系から出る
イザヤ 9:7
マタイ 1:1
処女から生まれる
イザヤ 7:14
マタイ 1:18，22，23
ベツレヘムで生まれる
ミカ 5:2
マタイ 2:1，5，6
インマヌエルという名前で呼ばれる
イザヤ 7:14
マタイ 1:21-23
つつましい始まり
イザヤ 53:2
ルカ 2:7
イエスの誕生後，幼い子供たちが殺される
エレミヤ 31:15
マタイ 2:16-18
エジプトから呼び出される
ホセア 11:1
マタイ 2:13-15
ナザレ人と呼ばれる
イザヤ 11:1
マタイ 2:23
使者が道を整える
マラキ 3:1
マタイ 11:7-10
西暦29年にメシアとして選ばれる
ダニエル 9:25
マタイ 3:13-17
神が，自分の子だと宣言する
詩編 2:7
使徒 13:33，34
神の家に対する熱い思い
詩編 69:9
ヨハネ 2:13-17
良い知らせを広める
イザヤ 61:1
ルカ 4:16-21
ガリラヤでの伝道によって，大きな光が輝く
イザヤ 9:1，2
マタイ 4:13-16
モーセのように奇跡を行う
申命記 18:15
使徒 2:22
モーセのように神からのメッセージを伝える
申命記 18:18，19
ヨハネ 12:49
多くの人の病気を治す
イザヤ 53:4
マタイ 8:16，17
目立とうとしない
イザヤ 42:2
マタイ 12:17，19
苦しんでいる人たちに思いやりを示す
イザヤ 42:3
マタイ 12:9-20。マルコ 6:34
神の公正を明らかにする
イザヤ 42:1，4
マタイ 12:17-20
素晴らしい助言者
イザヤ 9:6，7
ヨハネ 6:68
エホバの名前を知らせる
詩編 22:22
ヨハネ 17:6
例えを使って話す
詩編 78:2
マタイ 13:34，35
指導者
ダニエル 9:25
マタイ 23:10
多くの人は彼に信仰を持たない
イザヤ 53:1
ヨハネ 12:37，38
つまずきの石となる
イザヤ 8:14，15
マタイ 21:42-44
人々から退けられる
詩編 118:22，23
使徒 4:10，11
不当にも憎まれる
詩編 69:4
ヨハネ 15:24，25
ロバに乗ってエルサレムに入る
ゼカリヤ 9:9
マタイ 21:4-9
子供たちから賛美される
詩編 8:2
マタイ 21:15，16
エホバの名によって来る
詩編 118:26
ヨハネ 12:12，13
信頼していた仲間から裏切られる
詩編 41:9
ヨハネ 13:18
銀30枚で裏切られる
ゼカリヤ 11:12，13
マタイ 26:14-16; 27:3-10
仲間に見捨てられる
ゼカリヤ 13:7
マタイ 26:31，56
偽の証人が不利な証言をする
詩編 35:11
マタイ 26:59-61
訴える人たちの前で黙っている
イザヤ 53:7
マタイ 27:12-14
唾を掛けられる
イザヤ 50:6
マタイ 26:67; 27:27，30
頭をたたかれる
ミカ 5:1
マルコ 15:19
むちで打たれる
イザヤ 50:6
ヨハネ 19:1
自分を打ちたたく人たちに抵抗しない
イザヤ 50:6
ヨハネ 18:22，23
政治支配者たちが彼に対して共謀する
詩編 2:2
ルカ 23:10-12
手足にくぎを打たれ，杭にくぎ付けにされる
詩編 22:16
マタイ 27:35。ヨハネ 20:25
彼の衣服のためにくじを引く
詩編 22:18
ヨハネ 19:23，24
犯罪者と見なされる
イザヤ 53:12
マタイ 27:38
ののしられ，侮辱される
詩編 22:7，8
マタイ 27:39-43
罪人たちのために苦しむ
イザヤ 53:5，6
ペテロ第一 2:23-25
神に見捨てられたかのように見える
詩編 22:1
マルコ 15:34
飲むよう酢と胆汁を与えられる
詩編 69:21
マタイ 27:34
死の直前に喉が渇く
詩編 22:15
ヨハネ 19:28，29
命を神に託す
詩編 31:5
ルカ 23:46
命を捧げる
イザヤ 53:12
マルコ 15:37
罪を取り除くための贖いとなる
イザヤ 53:12
マタイ 20:28
骨は折られない
詩編 34:20
ヨハネ 19:31-33，36
刺し通される
ゼカリヤ 12:10
ヨハネ 19:33-35，37
裕福な人と一緒に葬られる
イザヤ 53:9
マタイ 27:57-60
生き返る
詩編 16:10
使徒 2:29-31
裏切り者の代わりが選ばれる
詩編 109:8
使徒 1:15-20
神の右に座る
詩編 110:1
使徒 2:34-36
[脚注]
マクリントクとストロング共編の「百科事典」（英語）にはこうあります。「ユダヤ人の部族や家族の系図が消失したのは，エルサレムの滅びの時であり，それ以前でないことはまず確実であろう」。
ヘブライ語のインマヌエルという名前には「私たちと共に神がいる」という意味があり，イエスのメシアとしての役割をよく表しています。イエスが地上に来て，多くの事柄を行ったことは，神が自分を崇拝する人たちと共にいることを明らかにしました。（ルカ 2:27-32; 7:12-16）
「ナザレ人」という言葉は，「芽」という意味のヘブライ語ネーツェルに由来していると思われます。
メシアが西暦29年に到来することになっていたと言える根拠については，「ダニエルの預言が予告していたメシアの到来」という記事をご覧ください。
この預言はゼカリヤ書にありますが，聖書筆者のマタイは「預言者エレミヤを通して語られた」と書いています。（マタイ 27:9）エレミヤ書は，聖書中の「預言者……の書」と呼ばれる一群の書の最初に置かれることがあったようです。（ルカ 24:44）マタイは，ゼカリヤ書を含む一群の書全体を指して「エレミヤ」という語を使ったと思われます。
​​​​​​



^ ***塔研18 8月号 11–12ページ 見かけで判断しないようにしましょう***
15 会衆の若い兄弟たちをどう見るべきですか。パウロは若いテモテに次のように書きました。「あなたの若さをだれにも見下げられることのないようにしなさい。かえって，語ることにも，行状にも，愛にも，信仰にも，貞潔さにも，忠実な者たちの手本となりなさい」。（テモ一 4:12）テモテはこの手紙を受け取った時，30代前半だったようです。それでも，パウロから重い責任をゆだねられていました。パウロのアドバイスからどんなことを学べますか。若い兄弟を年齢だけで判断してはならない，ということです。イエスが宣教の務めを果たしたのも，30代前半の時でした。
16 若い人を見下げる文化圏もあります。そのような国の長老たちは，若い兄弟を奉仕の僕や長老として推薦することをためらうかもしれません。しかし，聖書は奉仕の僕や長老に推薦するための最低年齢を定めていません。（テモ一 3:1-10，12，13。テト 1:5-9）長老が文化に基づいて規則を設けるなら，聖書に従っていないことになります。若い兄弟を推薦するかどうかを決める際には，文化や個人的な意見ではなく，聖書の規準に基づいて判断すべきです。（テモ二 3:16，17）
17 長老たちが文化の影響を受けて，聖書的な資格にかなった兄弟を奉仕の僕や長老に推薦しないことがあります。ある国の若い奉仕の僕は様々な責任を果たしていました。長老たちは，この兄弟が長老の資格を道理にかなった程度満たしていると考えました。でも，兄弟は推薦されませんでした。年長の長老たち数名が，見た目が若すぎると主張したためです。これは1つの例にすぎませんが，こうしたことは様々な国で見られるようです。文化や個人的な意見にではなく，聖書に従うことは本当に大切です。人を見かけで判断するなら，イエスに従っていないことになります。



^ ***塔15 4/15 3–8ページ 長老の皆さん，兄弟たちを訓練するよう努めていますか***
長老の皆さん，兄弟たちを訓練するよう努めていますか
「何事にも定められた時がある」。―伝 3:1。
どのように答えますか
兄弟たちの訓練はどれほど大切なものですか。なぜですか
長老が兄弟たちを訓練するなら，会衆はどのような益を得ますか
長老たちは兄弟たちを訓練する際，どのようにサムエルの手本に倣えますか
巡回監督は，長老団との集まりを終えようとしていました。その長老団には自分の父親ほどの年齢の兄弟たちもおり，皆が熱心に働いていました。巡回監督は長老たちを見て愛情を感じましたが，気がかりなこともあり，こう尋ねました。「会衆の責任をもっと担えるよう，兄弟たちを訓練するためにどんなことをなさってきましたか」。長老たちは前回の巡回訪問のことをよく覚えていました。会衆の兄弟たちの訓練にいっそう注意を払うよう勧められたのです。やがて長老の1人が口を開き，「正直言って，ほとんど何もしていません」と答えました。他の長老たちも黙ってうなずきました。
2 長老の皆さんは，その時の状況をよく理解できることでしょう。世界各地の巡回監督の報告によれば，多くの会衆では，会衆を世話できるよう兄弟たちを年齢にかかわりなく訓練することがもっと必要です。これは簡単なことではありません。なぜでしょうか。
3 牧者である皆さんは，個人的な訓練の大切さを理解しているに違いありません。 今ある会衆の霊的強さを保つために，そして新しい会衆を設立できるようにするために，もっと多くの兄弟たちが必要です。（イザヤ 60:22を読む。）また，「他の人々を教える」よう聖書も勧めています。（テモテ第二 2:2を読む。）とはいえ，そうする時間を取るのは難しく思えるかもしれません。家族が必要とする事柄，世俗の仕事，会衆の務めその他，重要な事柄を行なうと，会衆の兄弟たちを訓練する時間は残らないように思えるでしょう。では，時間を取って兄弟たちを訓練することが非常に重要なのはなぜか，考えましょう。
訓練は緊急に必要
4 ある長老たちが，訓練の時間を取り分けるのは難しいと思うのはなぜでしょうか。こう考えるのかもしれません。『訓練は大切だが，後回しにはできない会衆の他の事柄と比べると，それほど重要ではない。少し先延ばしにしても会衆の活動は支障をきたさない』。確かに，すぐに扱うべき事柄はたくさんあります。しかし，訓練を先延ばしにしていると，会衆の霊的な健康は損なわれる恐れがあります。
5 例えで考えてみましょう。車を運転する人はご存じのように，車を良い状態に保ち，エンジンがきちんと動き続けるためには，エンジンオイルを定期的に交換しなければなりません。ところが，オイル交換はガソリンの補給ほど重要ではないと思う人がいます。ガソリンを入れないと車がやがて完全にストップしてしまうことは知っています。でも，『今オイル交換をしなくても，エンジンは取りあえず動くから，大丈夫』と考えるのです。しかし，これは危険なことです。エンジンのメンテナンスを先延ばしにすると，車はいつの日か，きしみながら完全にストップしてしまいます。そうなると，車を修理して再び走れるようにするために，多大の時間とお金が必要になります。この例えから何を学べますか。
6 長老たちは，すぐに扱うべき大切な仕事を幾つも持っています。すぐに扱わないと，会衆に悪影響が及びます。ですから，車を運転する人がガソリンの補給をいつも忘れないように，長老たちも，「より重要な事柄を見きわめるように」しなければなりません。（フィリ 1:10）ところが，ある長老たちは，急ぎの仕事を行なうことに忙しく，エンジンのメンテナンスとも言える兄弟たちの訓練をおろそかにすることがあります。しかし，必要な訓練を先延ばしにしていると，行なうべき務めを果たせる十分に資格のある兄弟たちが，遅かれ早かれ不足してしまいます。
7 ですから，兄弟たちの訓練を優先順位の低いものと見ないよう注意しなければなりません。先を見通し，経験の浅い兄弟たちの訓練に時間を投資する長老たちは，賢明な家令であり，会衆全体にとって真の祝福となります。（ペテロ第一 4:10を読む。）では，会衆はどのような益を受けますか。
賢明な投資
8 長い経験を持つ長老であっても，会衆のためにできる事柄は年齢と共に限られてくるということを，慎み深く認めなければなりません。（ミカ 6:8）現実的な見方として，「時と予見しえない出来事」のゆえに，会衆の責任を果たすのが突然難しくなる，ということも視野に入れる必要があります。（伝 9:11，12。ヤコ 4:13，14）ですから，先見の明のある長老たちは，エホバの羊たちの霊的健康を気遣うゆえに，これまでの忠実な奉仕で得られた経験を若い兄弟たちに伝えます。―詩編 71:17，18を読む。
9 訓練を施す長老たちが会衆の祝福と言える理由はほかにもあります。会衆の守りを固めることができるのです。どのようにですか。そうした訓練により，会衆を助ける用意のできた兄弟たちが増えてゆきます。会衆は今だけでなく，大患難という動乱の時にも堅く立って一致を保てるよう，助けられるのです。（エゼ 38:10-12。ミカ 5:5，6）ですから，愛する長老の皆さん，あなたの奉仕の務めに兄弟たちの訓練を必ず含めてください。今，そうするのは大切なことです。
10 長老たちの予定は，会衆の重要な事柄を行なうためにぎっしり詰まっていることでしょう。ですから，そうした事柄に充てていた時間の幾らかを，兄弟たちの訓練に振り向ける必要があるかもしれません。（伝 3:1）そうするのは，賢明な投資と言えます。
状況を整える
11 最近のことですが，兄弟たちが霊的に成長するよう巧みに援助している長老たちに，その方法を尋ねる質問が送られました。 長老たちの状況は実に様々ですが，そのアドバイスは驚くほど類似していました。このことから何が分かりますか。聖書に基づく訓練は，「いたるところ，すべての会衆」の学び手に当てはまるということです。それは使徒パウロの時代と同じです。（コリ一 4:17）それで，この記事と次の記事では，それらの長老たちが述べた提案を幾つか取り上げましょう。（箴 15:22）これらの記事では便宜上，訓練を与える人を「教え手」，訓練を受ける人を「学び手」と呼ぶことにします。
12 教え手は，訓練のための状況を整える必要があります。ガーデニングをする人が，種をまく前に土を耕し，柔らかくする必要があるように，教え手は，新しい技術を教える前に学び手の心を整え，励ます必要があります。では，兄弟たちを訓練するための状況をどのように整えたらよいでしょうか。昔のある預言者が取った方法に倣うことができます。どんな方法ですか。
13 3000年余り前のある日のこと，エホバは年配の預言者サムエルに，こう告げました。「明日の今ごろ，わたしはベニヤミンの地からひとりの人をあなたのもとに遣わす。あなたはその人に油をそそいでわたしの民イスラエルの指導者としなければならない」。（サム一 9:15，16）サムエルは，指導者としての自分の役割が終わったことと，後継者に油をそそぐようエホバから割り当てられたことを知りました。サムエルは，『どのように，その人を新しい仕事に備えさせたらよいだろうか』と考えたに違いありません。そこで，ある方法を思いつき，計画を練ります。
14 次の日，サムエルがサウルに会った時，エホバはサムエルに，ここにいる人だ，と言われます。そこでサムエルは計画を実行に移します。まずサウルを食事に招き，サウルと従者を食堂の一番良い席に座らせ，えり抜きの肉を出して，「召し上がりなさい。……人々があなたのためにそれを取って置いたのですから」と言います。それからサムエルとサウルは，会話しながらサムエルの家まで歩いて行きます。サムエルは，おいしい食事とゆったりした散歩のあとの快い雰囲気を活用したいと思いました。それでサウルを家の屋上に案内します。夕方の涼しい風の吹く中，「屋上でサウルと話し続け」，それから床に就きます。翌日，サムエルはサウルに油をそそぎ，口づけし，さらに指示を与えてから，サウルを送り出します。サウルにはこれから生じる事柄に対する備えができていました。―サム一 9:17-27; 10:1。
15 もちろん，国家の指導者となるようだれかに油をそそぐことは，会衆の長老あるいは奉仕の僕となるよう兄弟たちを訓練することとは違います。それでも現代の長老たちは，サムエルが用いた方法から，貴重な教訓を学べます。そのうちの2つを取り上げましょう。
進んで教え，真の友になる
16 渋々ではなく，進んで行なう。サムエルは，人間の王を立ててほしいとイスラエル人が言うのを聞いた当初，落胆し，自分は民から退けられたと感じました。（サム一 8:4-8）実際，民の要求を聞き入れる気にならなかったので，エホバから，民の声に聴き従うよう3度も言われる必要がありました。（サム一 8:7，9，22）それでもサムエルは，後継者に対するねたみや憤りを宿すことはしませんでした。サウルに油をそそぐようエホバから命じられた時，義務感から渋々従ったのではなく，愛の気持ちから進んで従いました。
17 経験のある長老たちも，サムエルのように，訓練する兄弟たちに対して親切な態度を取ります。（ペテ一 5:2）それらの兄弟たちに会衆の特権を譲り渡すことを恐れて，訓練を控えることはありません。心の大きな教え手たちは，進んで学ぶ兄弟たちを競争相手と見るのではなく，「同労者」と見ます。会衆に与えられた貴重な贈り物と考えるのです。（コリ二 1:24。ヘブ 13:16）そうした利他的な教え手たちは，兄弟たちが能力を生かして会衆を助けるのを見て，深い満足感を味わいます。―使徒 20:35。
18 単なる教え手ではなく，友になる。サムエルはサウルに会った日，どうしたでしょうか。ともかく油の瓶を取り出し，急いでサウルの頭に油を注ぎ，何の準備もさせないまま新しい王として送り出すこともできたはずです。しかし，そうはしませんでした。親切に時間を取って，サウルの心を少しずつ整えてゆきました。おいしい食事と快い散歩を楽しみ，じっくり話し合い，十分な休息を取ったあと，『これでサウルに油をそそぐことができる』と思いました。
19 今日の教え手も，まずは時間を取ってくつろいだ雰囲気を作り，学ぶ兄弟との友情を築く必要があります。そうした温かな関係を築くための具体的な方法は，国によって，また地元の状況や習慣によって幾らか異なるでしょう。しかし，住む場所にかかわりなく，長老が忙しい中でも兄弟と共に過ごす時間を取り分けるなら，「あなたはわたしにとって大切な存在です」というメッセージを伝えることができます。（ローマ 12:10を読む。）進んで学ぶ兄弟たちは，そのような気遣いや関心に心から感謝することでしょう。
20 長老の皆さん，次のことを忘れないようにしましょう。教え手として成功するには，兄弟を訓練することが好き，というだけでは不十分です。訓練しているその人を愛することが必要です。（ヨハネ 5:20と比較。）教え手としての非常に重要なこの特質を，学び手はすぐに感じ取ります。そして，訓練に快く応じようとします。ですから，愛する長老の皆さん，訓練を与えるときには，単なる教え手ではなく，友になってください。―箴 17:17。ヨハ 15:15。
21 学び手の心を整えたなら，必要な技術を伝えることができます。では，どんな方法を用いるとよいでしょうか。その点は次の記事で取り上げます。
[脚注]
この記事と次の記事は，特に長老たちを対象としています。しかし，会衆の成員は皆，これら2つの記事で取り上げられている事柄に関心を抱く必要があります。なぜなら，バプテスマを受けたすべての男子はこれらの記事を通して，会衆の仕事を担うために訓練を受ける必要がある，という点を理解できるからです。会衆内に訓練された兄弟たちが増えると，すべての人が益を得ます。
オーストラリア，韓国，ナイジェリア，ナミビア，日本，バングラデシュ，ブラジル，フランス，フランス領ギアナ，米国，ベルギー，南アフリカ，メキシコ，レユニオン，ロシアの長老たちです。
[研究用の質問]
1，2. 巡回監督たちの報告によれば，多くの会衆ではどんな状況が見られますか。
 3. （イ）聖書は個人的な訓練の大切さをどのように示していますか。わたしたちすべてが，訓練の大切さに関心を抱くべきなのはなぜですか。（脚注を参照。）（ロ）ある長老たちが，兄弟たちの訓練を難しく思うのはなぜですか。
 4. 訓練を先延ばしにする理由として，どんなことが考えられますか。
5，6. （イ）車を運転する人は，エンジンのメンテナンスについてどんな見方をすることがありますか。そのことから何を学べますか。（ロ）その点は会衆での訓練にどのように適用できますか。
 7. 時間を取って兄弟たちを訓練する長老たちについて，どんな見方をすべきですか。
 8. （イ）長老たちは，どんな特質ゆえに，またどんなことを考慮して，兄弟たちを訓練しますか。（ロ）必要の大きな場所で奉仕する長老たちには，どんな重要な責任がありますか。（「緊急な務め」という囲みを参照。）
 9. 将来のどんな事柄を考えると，兄弟たちの訓練は非常に重要ですか。
10. 長老は，兄弟たちを訓練する時間を作るために，どうする必要があるかもしれませんか。
11. （イ）様々な国の長老たちが訓練について述べた提案から，どんな興味深い点が分かりますか。（ロ）箴言 15章22節によると，他の長老たちの提案を考慮するのが有益なのは，なぜですか。
12. 教え手は何をする必要がありますか。それはなぜですか。
13-15. （イ）預言者サムエルはどんな割り当てを受けましたか。（ロ）サムエルはどのように，計画を実行しましたか。（冒頭の挿絵を参照。）（ハ）現代の長老たちが，サムエルに関するこの記述に特別な関心を抱くべきなのは，なぜですか。
16. （イ）イスラエルが王を求めた時，サムエルはどんな気持ちになりましたか。（ロ）サウルに油をそそぐという割り当てを，サムエルはどんな態度で果たしましたか。
17. 長老たちは，サムエルのどんな態度に倣いますか。そうするなら，どんな満足感を味わえますか。
18，19. 長老は，学び手の心をどのように整えることができますか。そうすることが非常に大切なのは，なぜですか。
20，21. （イ）教え手として成功するには何が必要か，説明してください。（ロ）次の記事ではどんな点を取り上げますか。
[8ページの囲み記事]
緊急な務め
世界の幾つかの地域では，数多くの会衆が，必要の大きな場所で奉仕する兄弟姉妹から多大の援助を受けています。彼らは外国から移動して来ました。それら自己犠牲的な証人たちは，霊的な収穫の業に大きく貢献しています。しかし，熱心に働くそうした王国伝道者たちが国外へ出ることになったら，どうなってしまうでしょうか。多くの会衆では，会衆を世話するのに必要不可欠な資格ある地元の兄弟たちが不足するでしょう。ですから，必要の大きな場所で奉仕する長老たちにとって緊急な務めは，牧者になるよう地元の兄弟たちを援助することです。
​[7ページの図版]
兄弟たちの訓練は，友情を築くことから始まる（18，19節を参照）
​​​​​​



^ ***塔15 4/15 8–13ページ 長老はどのように兄弟たちを訓練できるか***
長老はどのように兄弟たちを訓練できるか
「わたしから聞いた事柄，それを忠実な人々にゆだねなさい」。―テモ二 2:2。
どのように答えますか
長老はどのように，兄弟たちを霊的に強めることができますか
消極的に思える兄弟の考え方が変わるよう，長老はどんな聖句を用いて助けることができますか
訓練を受けている兄弟は，どのようにエリシャに倣えますか
昔から神の僕たちは，訓練が成功のかぎであることを理解していました。族長のアブラムはロトを救出するために，「訓練された者……を呼び集め」，彼らは成功を収めました。（創 14:14-16）ダビデ王の時代，神の家の歌うたいたちは，「エホバへの歌の訓練を受け」，神を賛美しました。（代一 25:7）今日わたしたちは，サタンおよび配下の者たちとの霊的な闘いを行なっています。（エフェ 6:11-13）エホバを賛美するためにも懸命に努力しています。（ヘブ 13:15，16）ですから，昔の神の僕たちと同じく，成功するには訓練を受ける必要があります。会衆の場合，エホバは長老たちに他の人たちを訓練する責任をゆだねておられます。（テモ二 2:2）経験のある長老たちは，会衆を世話する資格を得られるよう，どんな方法を用いて兄弟たちを訓練しているでしょうか。
兄弟たちを霊的に強める
2 長老の皆さんは，ガーデニングをする人に似ています。ガーデニングをする人は，種を植える前に土に肥料を加える必要があるかもしれません。産出性を高めるためです。同様に長老は，経験の浅い兄弟に幾つもの技術を教える前に，栄養分となる聖書的な考えを伝える必要があるでしょう。その兄弟の心を整え，訓練を受け入れやすくするためです。―テモ一 4:6。
3 真理がその兄弟の考えや行動にどれくらい影響を与えているかを知るために，「エホバに献身して，どのように生き方が変わりましたか」と質問できるでしょう。その質問がきっかけで，どうすれば魂のこもった神聖な奉仕を行なえるかについて，意味深い会話ができるかもしれません。（マルコ 12:29，30を読む。）その会話の終わりに祈りをささげ，訓練に必要な聖霊をその兄弟に与えてくださるよう，エホバに求めることができます。その兄弟は，心からのその祈りを聞いて大いに強められることでしょう。
4 訓練の最初の段階では，意欲，信頼性，謙遜さの必要性を学べる聖書中の記述を幾つか考慮してください。（王一 19:19-21。ネヘ 7:2; 13:13。使徒 18:24-26）肥料が土にとって大切なのと同じように，そうした特質は訓練を受ける兄弟にとって欠かせません。霊的成長を速めるからです。フランスの長老ジャン-クロードはこう述べています。「わたしが兄弟たちを訓練する際に大きな目標としているのは，霊的な思いを持てるように助けることです。神の言葉に記されている『くすしいこと』に対してその兄弟が『目から覆い』を除けるよう，1つの聖句を一緒に読むことを心がけています」。（詩 119:18）ほかにもどんな方法で兄弟たちを強めることができますか。
目標を持つよう助け，理由を伝える
5 「兄弟の霊的な目標は何ですか」と尋ねることができます。その兄弟が明確な目標を持っていないなら，達成可能な目標を設けるよう助けましょう。自分の経験を話してください。どんな霊的目標を設けたか，目標を達成できてどれほどうれしかったかを，熱心に語ってください。こうした方法は平凡に思えるかもしれませんが，効果的です。アフリカの長老で開拓者でもあるビクトルはこう述べています。「若いころ，ある長老から，わたしの目標について考え抜かれた質問を幾つかされました。その質問のおかげで，自分の奉仕について真剣に考えるようになりました」。また，経験ある長老たちは，兄弟たちの訓練を若いころから，恐らく十代前半のころから始めることが大切だ，と語ります。年齢に応じた会衆の仕事を割り当てるのです。そのように早くから訓練するなら，若い人たちは十代後半に多くの誘惑に直面しても，霊的な目標に目を向け続けることができます。―詩編 71:5，17を読む。
6 また，何を行なうかだけでなく，なぜそうするのかを説明するなら，兄弟たちの仕えたいという気持ちを高めることができます。理由を述べるのは，偉大な教え手イエスに倣うことです。例えばイエスは，弟子を作る務めを使徒たちに与える前に，その指示に従うべきなのはなぜかを示し，こう述べました。「わたしは天と地におけるすべての権威を与えられています」。次いで，「行って，すべての国の人々を弟子とし……なさい」と命じました。（マタ 28:18-20）イエスのこの訓練の方法にどのように倣えますか。
7 兄弟たちに何かの仕事を頼むときは，聖書的な理由を説明してください。そのようにして，聖書の原則に基づいて考えるよう教えるのです。例えば，王国会館への通路を清潔で安全な状態に保つ仕事を頼むとしましょう。その際は，テトス 2章10節を取り上げ，その仕事が，王国会館を「わたしたちの救い主なる神の教えを飾る」所とするためにどのように役立つかを説明できるでしょう。そして，会衆の高齢の兄弟姉妹のことや，その仕事がどのように彼らの助けになるかを考えるよう勧めてください。訓練の一環としてそうした話をするなら，その兄弟は規則よりも人々に注意を向けるようになるでしょう。また，その仕事から会衆の兄弟姉妹がどのように益を得ているかを知って，喜びを味わうことでしょう。
8 さらに，与えられた提案を当てはめようとする兄弟の努力を必ず褒めてください。それはどれほど大切なことですか。誠実な褒め言葉を述べるのは，植物に水をやるようなものです。元気に育つうえで欠かせません。―マタイ 3:17と比較。
別の問題
9 経済的に豊かな国の長老たちは，別の問題に直面することがあります。それは，バプテスマを受けた20代から30代の兄弟たちに，会衆の活動に対する積極性を持たせるにはどうしたらよいか，という問題です。欧米の約20か国の経験ある長老たちに，若い兄弟たちが会衆での特権を受け入れたがらない理由を尋ねたところ，多くの長老たちが次の点を挙げました。子どもの時に霊的な目標をとらえるよう勧められなかったという点です。実際，自分では霊的な目標を持ちたいと思っていたのに，親からは，世俗的な目標をとらえるよう勧められたというケースもありました。そのような若い人たちの生活では真理が第一にされることはありませんでした。―マタ 10:24。
10 消極的に思える兄弟の場合，その兄弟の考えの方向を変えるには多大の努力と辛抱が必要でしょう。しかし，変えることはできます。ガーデニングをする人は，植物の茎を徐々に真っすぐにして，成長の方向を定めることができます。同様に長老は，その兄弟が特権に対する見方を変える必要性に気づくよう，少しずつ助けることができます。どのようにですか。
11 その兄弟との友情を築く時間を取ってください。その兄弟が会衆にとって必要であることを知らせてください。それから，ころあいを見て，特定の聖句についてゆっくり話し合い，エホバへの献身の意味について考えるよう助けてください。（伝 5:4。イザ 6:8。マタ 6:24，33。ルカ 9:57-62。コリ一 15:58。コリ二 5:15; 13:5）「献身した時，エホバにどんなことを約束しましたか」と尋ねることもできます。心を動かすために，次のような質問をすることもできます。「兄弟がバプテスマを受けた日，エホバはどう感じたと思いますか」。（箴 27:11）「サタンはどう感じたでしょうね」。（ペテ一 5:8）よく選んだ聖句を読むのは非常に効果的な方法です。心を大きく動かすことができるからです。―ヘブライ 4:12を読む。
訓練を受ける兄弟たち，忠実であってください
12 若い兄弟の皆さん，会衆は皆さんの助けを必要としています。では，皆さんが会衆に貢献するうえで，どんな特質が役立つでしょうか。その点を知るために，訓練を受けた歴史上の人物に注目しましょう。その人は，どんなことを経験したでしょうか。
13 今から3000年ほど前，預言者エリヤは自分の従者となるよう若いエリシャを招きました。エリシャはその招きにすぐに応じ，地味な仕事を行なって年長のエリヤに忠実に仕えました。（王二 3:11）エリシャは6年ほど訓練を受けた後，イスラエルにおけるエリヤの仕事がまもなく終わることを知ります。その時点でエリヤは，訓練を積んだエリシャに，もう付いて来ないようにと告げます。しかしエリシャは3度にわたり，「私はあなたを離れません」と言います。訓練を与えてくれたエリヤとできるだけ長く一緒にいようと決意していたのです。エホバはエリシャに忠節と忠実の報いを与え，畏怖の念を起こさせる仕方でエリヤが取り去られる様子を目撃させます。―王二 2:1-12。
14 どのようにエリシャに倣えますか。地味な仕事だとしても，割り当てはすぐに受け入れてください。訓練を与えてくれている兄弟を友と考え，その働きに深く感謝していることを伝えましょう。そのようにするのは，「私はあなたを離れません」と言うようなものです。何よりも，どんな割り当ても忠実に果たしましょう。それが非常に大切なのはなぜですか。長老たちは，あなたが忠実で信頼できる人であるのを見て初めて，エホバはあなたに会衆での付加的な責任をゆだねたいと思っておられる，と確信できるのです。―詩 101:6。テモテ第二 2:2を読む。
ふさわしい敬意を払う
15 エリヤの後継者エリシャに関する記述から，経験ある長老たちにふさわしい敬意をどのように払えるかも分かります。エリヤとエリシャは，エリコにいる預言者たちのもとを訪れた後，ヨルダン川へ歩いてゆきました。川に着き，エリヤが「自分の職服を取り，それを丸めて水を打つと，水は……分けられ」ます。2人は乾いた川床を渡ったあと，「歩きながら話し」続けます。明らかにエリシャは，自分はもうすべて分かっている，とは考えませんでした。エリヤが去る最後の瞬間まで，エリヤの語る一言一言を心に留めました。それからエリヤは，風あらしに乗って天に上って行きます。その後エリシャはヨルダン川に戻り，エリヤの職服で水を打ち，「エリヤの神エホバ……はどこにおられるのですか」と言います。すると，水は再び分けられます。―王二 2:8-14。
16 エリシャの最初の奇跡が，エリヤの最後の奇跡と全く同じものだったことにお気づきですか。これは興味深いことです。なぜでしょうか。エリシャは，自分はもう舵取りをしているので進路をすぐに変える必要がある，とは考えなかったようです。むしろ，エリヤの方法をまねることにより，教え手であるエリヤへのふさわしい敬意を払いました。仲間の預言者たちはそれを見て安心しました。（王二 2:15）しかしその後エホバは，エリシャが預言者として奉仕した60年間に，エリヤより多くの奇跡を行なわせました。訓練を受ける人たちはこの記述からどんな教訓が得られますか。
17 会衆での責任を与えられたなら，すぐに進路を変える必要がある，つまり以前とは全く違う方法で物事を行なう必要がある，と考えてはなりません。変える必要があるかどうかは，あなたの願いで決まるのではありません。会衆で必要とされている事柄や，エホバの組織から与えられる指示によって決まるのです。エリシャはエリヤの方法を引き継ぐことによって仲間の預言者たちを安心させ，前任者への敬意を払いました。同じようにあなたも，それまで用いられてきた聖書に基づく方法を引き継ぐなら，仲間の信者を安心させ，経験ある長老たちに敬意を払うことができます。（コリント第一 4:17を読む。）しかし，経験を積むにつれ，エホバの前進する組織と歩調を合わせることができるよう，会衆内の物事の行ない方を変えてゆくことができるに違いありません。実際，エリシャの場合と同じように，エホバはやがて，訓練を受けた忠実な兄弟たちに，教え手の兄弟たちより大きな業を行なわせるかもしれません。―ヨハ 14:12。
18 多くの長老たちがこの記事と前の記事の提案を当てはめ，兄弟たちを訓練する時間を取り分けることができますように。そして，資格ある兄弟たちがそうした訓練を意欲的に受け入れ，それを賢明に活用してエホバの羊を世話できますように。そうするなら，世界中の会衆が強められ，わたしたち一人一人も，将来に重大な出来事が生じる時に，忠実を保てるよう助けられるのです。
[脚注]
若い兄弟がクリスチャンとしての円熟性を示し，謙遜であり，他の聖書的な資格にかなっているなら，20歳に達していないとしても，長老たちはその兄弟を奉仕の僕として推薦することができます。―テモ一 3:8-10，12。「ものみの塔」1989年7月1日号29ページを参照。
話し合いの際には，「ものみの塔」2012年4月15日号14-16ページ8-13節や，「自分を神の愛のうちに保ちなさい」の16章1-3節にある資料を用いることができます。
[研究用の質問]
 1. （イ）昔から神の僕たちは，訓練についてどんなことを理解していましたか。それは，今日のわたしたちにどのように当てはまりますか。（ロ）この記事ではどんなことを取り上げますか。
 2. 長老は，兄弟たちに幾つもの技術を教える前に，何をする必要があるかもしれませんか。なぜですか。
 3. （イ）訓練を受ける兄弟との会話の中で，どのようにマルコ 12章29，30節のイエスの言葉を用いることができますか。（ロ）長老がささげる祈りは，訓練を受ける兄弟にどんな影響を与えるかもしれませんか。
 4. （イ）兄弟たちの霊的進歩を促す聖書中の記述を挙げてください。（ロ）長老たちは兄弟たちを訓練する際，何を目標としますか。
 5. （イ）霊的な目標について話すのは，なぜ大切なことですか。（ロ）長老たちが，若い兄弟たちを訓練する必要があるのは，なぜですか。（脚注を参照。）
 6. イエスは兄弟たちを訓練するために，どんな大切な方法を用いましたか。
7，8. （イ）長老たちは，イエスの訓練の方法にどのように倣えますか。（ロ）褒め言葉はどれほど大切ですか。（ハ）長老たちが兄弟たちを訓練するうえで，どんな提案は助けになりますか。（「どのように訓練するか」という囲みを参照。）
 9. （イ）経済的に豊かな国の長老たちは，訓練に関してどんな問題に直面することがありますか。（ロ）ある若い人たちの生活で真理が第一にされなかったのは，なぜですか。
10，11. （イ）消極的に思える兄弟の考え方が変わるよう，長老は，どのように少しずつ助けることができますか。（ロ）長老は，そのような兄弟と，どんな聖書的な考えについて話し合えますか。なぜですか。（脚注を参照。）
12，13. （イ）エリシャは訓練を受ける者として，どんな特質を示しましたか。（ロ）エホバはエリシャの忠実さにどのように報われましたか。
14. （イ）訓練を受ける兄弟は，どのようにエリシャに倣えますか。（ロ）訓練を受ける兄弟にとって忠実であることは非常に大切です。なぜですか。
15，16. （イ）エリシャは教え手であるエリヤに，どのように敬意を払いましたか。（冒頭の挿絵を参照。）（ロ）仲間の預言者たちがエリシャの行動を見て安心したのはなぜですか。
17. （イ）訓練を受ける兄弟たちは，エリシャの態度にどのように倣えますか。（ロ）エホバはやがて，訓練を受けた忠実な兄弟たちをどのようにお用いになるかもしれませんか。
18. 今日，会衆の兄弟たちを訓練することが重要なのはなぜですか。
[8ページの囲み記事]
どのように訓練するか
兄弟たちの訓練に成功してきた長老たちは，次のような提案をしています。
1. 言葉と行動の両面で手本を示す。
2. 霊性を高めるために1年で聖書を通読するよう励ます。
3. 野外奉仕で一緒に働く。
4. 野外奉仕のための集まりを充実したものとするため，どのように司会できるかを教える。
5. 公開講演をする時に兄弟に原稿を見てもらい，筋書きの発展のさせ方を理解してもらう。
6. 家族の崇拝に兄弟とその家族を時々招く。
7. 未割り当て区域やあまり奉仕されていない区域での奉仕に，兄弟とその家族を誘う。
[脚注]
アジア，アフリカ，オーストラリア，南北アメリカ，ヨーロッパの長老たちは，こうした方法を試み，良い結果を得ています。
​[11ページの図版]
ある仕事を行なう必要があるのはなぜかを説明し，その仕事を果たすために払った努力を褒める（5-8節を参照）
​​​​​​​









^ ***喜歌 103番 牧者という贈り物***
103番
牧者という贈り物
（エフェソス 4:8）
1. 会衆の牧者は神に倣い
羊たち導く 模範示し
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
2. 親切な牧者は常に語る
傷ついた心を癒やす言葉
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
3. 愛がある牧者はいつも教え
会衆の羊の命守る
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
（イザ 32:1，2; エレ 3:15; ヨハ 21:15-17; 使徒 20:28も参照。）



^ ***喜歌 99番 数え尽くせない仲間たち***
99番
数え尽くせない仲間たち
（啓示 7:9，10）
1. 数え尽くせない真の仲間
神を愛する一人一人
国や人種や言葉を越え
大きな群れとなる証人たち
2. 数え尽くせない真の仲間
真理を告げる 遠く近く
一歩一歩が重いときも
イエスから得られる 爽やかさを
3. 数え尽くせない真の仲間
神と働く 昼も夜も
種をまきつつ水を注ぐ
それぞれの持ち場で 仲間たちと
（イザ 52:7; マタ 11:29; 啓 7:15も参照。）



^ ***塔研24 11月号 14–19ページ 援助奉仕者として奉仕することを目標にできますか***
研究記事 46
49番の歌 日々エホバに喜んでいただく
援助奉仕者として奉仕することを目標にできますか
「受けるより与える方が幸福である」。使徒 20:35
ポイント
バプテスマを受けた兄弟たちは，どうすれば援助奉仕者になりたいという気持ちを強め，その資格を満たせるでしょうか。
援助奉仕者は会衆でとても大切な役割を果たしています。使徒パウロはそうした忠実な兄弟たちに心から感謝していました。フィリピのクリスチャンに宛てた手紙の中で，パウロは長老たちだけでなく援助奉仕者たちにもあいさつを送っています。（フィリ 1:1）
2 年齢に関係なく，多くの兄弟たちが援助奉仕者として会衆のために働くことから大きな喜びを味わっています。デバン兄弟は援助奉仕者に任命された時，18歳でした。一方，ルイス兄弟は50代前半で任命されました。ルイス兄弟はこう言っています。「援助奉仕者として働くことができて本当にうれしいです。会衆のみんながこれまで示してくれた愛について考えると，特にそう感じます」。大勢の兄弟たちが同じように感じています。
3 あなたはバプテスマを受けた兄弟ですか。そうであれば，援助奉仕者として奉仕することを目標にできますか。どうすればそうしたいという気持ちを強められるでしょうか。聖書によると，どんな資格を満たす必要があるでしょうか。この記事ではこうした点を考えます。でも，まず援助奉仕者の役割にはどんなものがあるかを考えましょう。
援助奉仕者にはどんな役割があるか
4 援助奉仕者は聖なる力によって選ばれた兄弟で，会衆の長老を助けるために大切な仕事をたくさんしています。奉仕のために十分な区域や出版物があるように見届けたり，王国会館の清掃やメンテナンスを助けたりする人もいます。集会の時に案内係を担当したり，オーディオ･ビデオ機器の操作をしたりします。このように，援助奉仕者がする仕事の多くは実務的なものです。でも援助奉仕者にとって一番重要なのは，仕事ができることではなくエホバとの絆を大切にしていることです。エホバを愛し，エホバの正しい基準に従って生きる人でなければなりません。仲間の兄弟姉妹を心から愛していることも大切です。（マタ 22:37-39）では，兄弟たちは援助奉仕者として奉仕することを目指してどんなことができるでしょうか。
5 聖書には援助奉仕者として奉仕するためにどんな資格を満たす必要があるかが書かれています。（テモ一 3:8-10，12，13）こうした点についてよく調べ，自分に当てはめるよう努力するなら，目標を達成することができます。でも，まずは自分の動機を考えることが大切です。
なりたいと思うのはどうしてか
6 私たちにとって一番の手本であるイエス･キリストは，どんな時もお父さんエホバや人々への愛の気持ちから行動していました。だからこそ，一生懸命に働き，立場の低い人がするような仕事も進んで行いました。（マタイ 20:28を読む。ヨハ 13:5，14，15）エホバは，あなたが愛の気持ちから行動するなら喜んでくれます。そして，援助奉仕者になるという目標を達成できるように助けてくれます。（コリ一 16:14。ペテ一 5:5）
7 世の中では，自分を売り込む人が評価されることがよくあります。でも，エホバに仕える人たちの間ではそういうことはありません。イエスのように愛の気持ちから行動する人は，人の上に立とうとしたり，自分を重要な人物と見てもらおうとしたりはしません。もしそのような野心を持った人が会衆の中で責任を与えられたとしたら，どうなるでしょうか。エホバの大切な羊を世話するための目立たない仕事はしようとしないでしょう。「そういう仕事はほかの誰かがやればいい」と考えるかもしれません。（ヨハ 10:12）誇りや野心の気持ちから努力を払うとしても，エホバがそれを喜ぶことはありません。（コリ一 10:24，33; 13:4，5）
8 イエスの親しい使徒たちでさえ，間違った動機で特別な立場を求めてしまったことがありました。ヤコブとヨハネのことを考えてみましょう。2人は王国で高い地位を与えてくれるようにとイエスにお願いしました。でも，イエスはそのことで2人を褒めるのではなく，12使徒全員にこう言いました。「偉くなりたい人は奉仕者でなければならず，1番でありたい人は皆の奴隷でなければなりません」。（マル 10:35-37，43，44）ほかの人に仕える，という正しい動機で働く兄弟たちは，会衆のみんなに喜ばれます。（テサ一 2:8）
どうすれば意欲を高められるか
9 エホバを愛し，仲間に仕えたいとは思っているものの，援助奉仕者が行う仕事をしたいとまではなかなか思えないかもしれません。そういう場合，意欲を高めるためにどんなことができるでしょうか。兄弟姉妹のために奉仕することからどんな喜びを味わえるかを考えてみましょう。イエスは「受けるより与える方が幸福である」と言いました。（使徒 20:35）イエス自身，この教えの通りにして他の人に仕えることから本当の喜びを味わいました。あなたもきっとそれを経験できるでしょう。
10 イエスがほかの人に仕えることから幸福感を味わっていたことが分かる，1つの例を考えましょう。（マルコ 6:31-34を読む。）ある時，イエスと使徒たちはとても疲れていたので，静かな場所に行って少し休もうとしていました。でも，多くの人がイエスに教えてもらいたいと思って先回りしていました。この時イエスは断ることもできました。イエスや弟子たちは「食事をする暇もなかった」からです。1つか2つのことを教えて，人々を去らせることもできました。でも，イエスは愛に動かされて「多くのことを教え始め」，「午後の遅い時間」までそうしました。（マル 6:35）イエスがそうしたのは義務感からではありません。人々を愛していて「かわいそうに思った」ので，ぜひ教えてあげたいと思ったのです。イエスはほかの人に仕えることから大きな喜びを味わっていました。
11 この時イエスは，人々を教えただけではなく，人々が実際に必要としている物を与えることもしました。奇跡によって食べ物を用意し，それを弟子たちに配らせました。（マル 6:41）このようにして，どうすれば他の人に仕えられるかを弟子たちに教えました。また，今では援助奉仕者が行っているようなさまざまな仕事がとても大切であることも教えました。使徒たちがイエスの奇跡によって食べ物を「皆が食べて満足」するまで分配して，どれほどの喜びを味わったかを考えてみてください。（マル 6:42）イエスが自分のことよりも他の人のことを優先したのはこの時だけではなく，地上にいた間ずっとそうしました。（マタ 4:23; 8:16）イエスは他の人を教えることや他の人のために働くことから，喜びや満足感を味わっていました。あなたも援助奉仕者として働くために進んで自分を差し出すなら，たくさんの喜びを経験できるでしょう。
12 自分には大した才能はないと感じるとしても，がっかりしないでください。全ての人に，会衆の仲間を助けるのに役立てられる良いところがあります。コリント第一 12章12-30節にあるパウロの言葉を読んで，祈りながらじっくり考えてみることも助けになります。この聖句から分かる通り，エホバに仕える人たちみんなに会衆の中で大切な役割があります。今はまだ援助奉仕者の資格を満たしていないとしても諦めないでください。エホバや仲間の役に立つと思うことであれば，何でもやってみましょう。長老たちはあなたの良いところに目を留めて，会衆でどんな仕事を任せられるか考えてくれるでしょう。（ロマ 12:4-8）
13 援助奉仕者を目指すのは自分には難し過ぎると感じているなら，次の点も考えてみましょう。援助奉仕者になる上で求められていることは，全てのクリスチャンが努力すべき点でもあります。例えば，エホバとの絆を強めること，喜んで自分を与えること，エホバに喜ばれる生き方をすることなどです。では，兄弟たちは援助奉仕者になることを目指して，具体的にどんなことに取り組めるでしょうか。
どんなことに取り組めるか
14 テモテ第一 3章8-10，12節に挙げられている資格を考えてみましょう。（読む。）援助奉仕者は「真面目で[ある]」必要があります。この表現は，「尊敬に値する」，「威厳がある」，「良い評判を得ている」と訳すこともできます。だからといって，笑ったり楽しい時間を過ごしたりできないということではありません。（伝 3:1，4）任された責任をきちんと果たす必要があるということです。そうするなら，会衆のみんなから信頼され，敬意を得ることができるでしょう。
15 「二枚舌を使わ[ない]」とは，誠実で，正直で，信頼される人になるということです。約束を守り，人をだましたりしません。（格 3:32）「貪欲に不当な利益を得ようと[しない]」とは，仕事やお金に関しても正直であるということです。仲間のクリスチャンのつながりを利用してお金を稼ぐようなことはしません。
16 「多量の酒を飲ま[ない]」とは，アルコールを大量に飲んだり，大酒飲みとして知られたりすることがあってはならないということです。「やましいところのない良心を保[つ]」とは，エホバの基準に合わせた生き方をするということです。完璧にそうすることはできないとしても，エホバとの強い関係があるなら，穏やかな気持ちでいることができます。
17 「その仕事にふさわしいかどうか……試され[る]」必要もあります。つまり，与えられた責任をしっかり果たし，信頼できる人であることを証明することが必要です。それで，会衆の仕事やプログラムを割り当てられたなら，長老たちの指示や組織から与えられるガイドラインに注意深く従いましょう。何をする必要があるかや，いつまでに終わらせなければいけないかをきちんと理解しておくことは大切です。それぞれの割り当てを真剣に果たしていくなら，会衆の人たちはあなたがクリスチャンとして成長していることに気付くことでしょう。長老の皆さん，バプテスマを受けた兄弟たちを訓練するのは大切な仕事です。（テモテ第一 3:10を読む。）会衆には10代前半かそれより若い兄弟たちがいますか。その兄弟たちは，個人研究の良い習慣を持っているでしょうか。集会でよくコメントをし，定期的に伝道に参加しているでしょうか。もしそうなら，年齢や状況に合った責任や仕事を委ねるようにしましょう。そのようにして，若い兄弟たちは「その仕事にふさわしいかどうか……試され[る]」ことになります。このように訓練された兄弟たちは，10代後半になるまでに援助奉仕者としての資格を満たすことができるでしょう。
18 「非難されるところがな[い]」とは，重大な間違いを犯したという非難を受けないようにする，ということです。もちろんクリスチャンも，うその非難を受けることはあります。イエスもそうした経験をしましたし，弟子たちも同じ目に遭うと予告していました。（ヨハ 15:20）でも，イエスのようにいつも正しいことを行っているなら，会衆で良い評判を得ることができます。（マタ 11:19）
19 「1人の妻の夫で[ある]」。エホバが定めた結婚に関する基準にしっかり従うことも大切です。エホバは，結婚は1人の男性と1人の女性の間にある絆であることを教えています。（マタ 19:3-9）それで，クリスチャンの男性が性的に不道徳なことを行うようなことが決してあってはなりません。（ヘブ 13:4）自分の妻だけを心から愛し，ほかの女性に不適切な関心を向けるようなことは決してしません。（ヨブ 31:1）
20 「子供を従わせ，家庭を立派に治めている」。家族の頭は自分の責任を真剣に果たす必要があります。家族の崇拝を毎週行い，妻や子供たちと一緒にできる限り奉仕に参加しましょう。子供たちがエホバとの絆を強められるように助けてください。（エフェ 6:4）家族をしっかり世話することができている人は，会衆の人たちを助けることもできるでしょう。（テモテ第一 3:5と比較。）
21 まだ援助奉仕者として奉仕していないなら，この記事の内容についてよく考え，エホバに祈ってください。援助奉仕者になるためにどんな資格を満たす必要があるかを調べ，それに一生懸命取り組みましょう。「自分はエホバや兄弟姉妹のことをどれほど愛しているだろうか」と考えてみてください。そして，エホバや仲間に仕えたいという気持ちを深めましょう。（ペテ一 4:8，10）仲間のために働く喜びをぜひ味わってください。援助奉仕者を目指して頑張るあなたのことをエホバが豊かに報いてくださいますように。（フィリ 2:13）
次の聖句からどんなことを学べますか
■ マタイ 20:28
__________
■ マルコ 6:31-34
__________
■ テモテ第一 3:8-10，12
__________
17番の歌 「そう望みます」
[研究用の質問]
 1. 使徒パウロは援助奉仕者たちのことをどう思っていましたか。
__________
 2. ルイス兄弟は援助奉仕者として働けることをどう感じていますか。
__________
 3. これからどんな点について考えますか。
__________
 4. 援助奉仕者にはどんな役割がありますか。（写真も参照。）
__________
 5. 兄弟たちは援助奉仕者になることを目指して何ができますか。
__________
 6. 兄弟姉妹を助ける時にはどんな気持ちからそうすることが大切ですか。（マタイ 20:28。挿絵も参照。）
__________
 7. 兄弟たちが誇りや野心を持つべきではないのはどうしてですか。
__________
 8. イエスは使徒たちにどんなことを教えましたか。
__________
 9. 意欲を高めるためにどんなことができますか。
__________
10. どんな例から，イエスがほかの人に仕えることから幸福感を味わっていたことが分かりますか。（マルコ 6:31-34）
__________
11. イエスは，人々を助けるためにどんなことをしましたか。（挿絵と写真も参照。）
__________
12. 誰にでも会衆のためにできることがある，といえるのはどうしてですか。
__________
13. 援助奉仕者としての資格を満たすことが難し過ぎるわけではないといえるのはどうしてですか。
__________
14. 「真面目で[ある]」とはどういうことですか。（テモテ第一 3:8-10，12）
__________
15. 「二枚舌を使わ[ない]」ことや，「貪欲に不当な利益を得ようと[しない]」ことには何が関係していますか。
__________
16. （ア）「多量の酒を飲ま[ない]」とはどういう意味ですか。（イ）「やましいところのない良心を保[つ]」とはどういう意味ですか。
__________
17. 「その仕事にふさわしいかどうか……試され[る]」ことには何が関係していますか。（テモテ第一 3:10。写真も参照。）
__________
18. 「非難されるところがな[い]」とはどういう意味ですか。
__________
19. 「1人の妻の夫で[ある]」ことには何が関係していますか。
__________
20. どうすれば家庭を「立派に」治めることができますか。
__________
21. どんなことを真剣に考えるとよいですか。
__________
[15ページの図版]
援助奉仕者たちはイエスに倣い，自分を与えてほかの人たちに仕えている。（4節を参照。）
[表紙の図版]
目立った立場を求めるのではなく謙虚な態度で他の人に仕える大切さを，イエスは手本によって使徒たちに教えた。（6節を参照。）
[17ページの図版]
エホバへの愛や，仲間に仕えたいという気持ちがあるなら，兄弟姉妹のためにできることを何でも行おうとする。（11節を参照。）
[18ページの図版]
兄弟たちに仕事を委ねるなら，長老たちは「ふさわしいかどうか」を試すことができる。（17節を参照。）
[脚注]
写真や挿絵: 左: イエスが人々に謙虚な態度で仕えている。右: 援助奉仕者が会衆の年配の兄弟を助けている。
​​​​



^ ***塔研24 11月号 20–25ページ 長老として奉仕することを目標にできますか***
研究記事 47
103番の歌 牧者という贈り物
長老として奉仕することを目標にできますか
「監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます」。テモテ第一 3:1
ポイント
聖書によると，兄弟たちが長老として奉仕するためにはどんな資格を満たす必要があるでしょうか。
援助奉仕者として奉仕しているなら，長老になるために必要な資質を磨いてきたことでしょう。では，長老という「立派な仕事」を行うことを目標にできますか。（テモ一 3:1）
2 長老の仕事にはどんなことが含まれているでしょうか。率先して宣教を行い，牧羊や教えることに一生懸命取り組み，言葉や行いで会衆を元気づけます。このように頑張って働いている長老たちは，聖書にある通り「人々という贈り物」です。（エフェ 4:8）
3 どうすれば長老として奉仕できるでしょうか。長老としての資格は，仕事に就くための資格とは違います。大抵，世の中では，求人募集されている仕事のスキルを持っているなら仕事に就くことができます。でも長老になるためには，伝道や教えるスキルを持っているだけでは不十分です。テモテ第一 3章1-7節とテトス 1章5-9節に載せられている資格を満たしている必要があります。（読む。）この記事では，長老として働く上で求められている次の3つの点について学びます。会衆の人や会衆外の人から良い評判を得ること，家族をしっかり世話すること，会衆のために進んで働くことについて考えます。
良い評判を得る
4 長老として奉仕するためには，「とがめられるところがな[い]」人でなければなりません。これは，行いの点で非難されることがなく，会衆で良い評判を得ている必要があるということです。それに加えて，「会衆外の人からも良い評判を得ている」必要があります。エホバの証人ではない人たちに，私たちが信じていることを非難されることがあったとしても，行いや正直さの点で疑いが持たれるようなことがあってはなりません。（ダニ 6:4，5）それで，「自分は会衆の人や会衆外の人から良い評判を得ているだろうか」と考えてみることが大切です。
5 「善いことを愛し」ている人は，ほかの人の良い面を探して褒めます。また，他の人のためになることを喜んで行います。たとえ行うよう求められていないことであってもです。（テサ一 2:8）善いことを愛することが長老たちにとって大切なのはどうしてでしょうか。長老たちは会衆の兄弟姉妹を世話したり，割り当てを果たしたりするためにたくさんの時間を使う必要があるからです。（ペテ一 5:1-3）確かに大変な仕事ではありますが，他の人に仕えることから得られる喜びは，払う犠牲をはるかに上回るものです。（使徒 20:35）
6 「人をよくもてな[す]」人は，仲のいい人だけでなく，いろいろな人に親切にします。（ペテ一 4:9）ある参考文献には，人をよくもてなす人のことがこのように説明されています。「その人の家の扉も心の扉も，見知らぬ人に対して開かれている」。それで，「自分は会衆を訪問してきた人に親切にする人として知られているだろうか」と考えてみましょう。（ヘブライ 13:2，16を読む。）人をよくもてなす人は，巡回監督や訪問講演者といった，仲間のために一生懸命働く人たちや，経済的に厳しい状況にある人など，いろいろな人のためにできることを行います。（創 18:2-8。格 3:27。ルカ 14:13，14。使徒 16:15。ロマ 12:13）
7 「お金を愛さ[ない]」とは，物やお金を生活の中で最優先にしないということです。経済状況に関わりなく，エホバに仕えることを一番大切にします。（マタ 6:33）エホバを崇拝し，家族を世話し，会衆に仕えるために，自分の時間や体力や持っている物を使います。（マタ 6:24。ヨハ一 2:15-17）次のように考えてみましょう。「自分にとってお金はどれほど大事だろうか。必要な物があれば，それで満足しているだろうか。お金に執着したり，欲しい物を次々に手に入れようとしたりしているだろうか」。（テモ一 6:6，17-19）
8 「節度をわきまえ」，「自制心があ[る]」なら，生活のあらゆる面でバランスが取れるでしょう。これには，食べ過ぎや飲み過ぎを避け，身だしなみや自由な時間に楽しむものについて良い選択をすることが含まれます。また，世の中の流行に振り回されないようにする必要もあります。（ルカ 21:34。ヤコ 4:4）いらいらさせられても穏やかでいるようにします。また，「酩酊」を避ける必要もあります。大酒飲みという評判が立つようであってはいけません。それで，「自分の生活には節度をわきまえ，自制心があることが表れているだろうか」と考えてみましょう。
9 「健全な考え方をし」ている人は，聖書の言葉がいろいろな場面にどのように当てはまるかをじっくり考えます。そうすることで，関係する状況をよく理解し，良い判断をすることができます。すぐに結論を下そうとするのではなく，必要な情報をきちんと集めるようにします。（格 18:13）そのようにして，エホバの考えに沿った良い決定を下すことができます。「秩序正しく行動」する人は物事をよく計画し，時間を守ります。指示に従う信頼できる人としても知られているはずです。この副見出しで考えてきた点を努力するなら，良い評判を得ることができるでしょう。では次に，家族をしっかり世話するという点について考えます。
家族をしっかり世話する
10 夫の立場にあるなら，家族として良い評判を得ていることも大切です。そのためには，「家庭を立派に治め」る必要があります。愛情深く責任感を持って家族を世話していることで知られているべきです。それには，崇拝の全ての面で率先することが関係しています。その大切さについてパウロはこう説明しました。「自分の家庭を治められないのであれば，神の会衆を世話することなどできるでしょうか」。（テモ一 3:5）
11 父親であるなら，未成年の「子供をよくしつけて従わせているべきです」。愛情深く子供を教える必要があります。もちろん，子供たちには笑ったり遊んだりして，楽しい時間を過ごしてほしいと思います。でも，親に従うこと，ほかの人に敬意を示すこと，行儀良くすることを教える必要があります。また，エホバとの絆を強め，聖書の教えを当てはめ，バプテスマに向けて成長できるよう助けることもとても大切です。
12 「子供も信仰を持っているべきで，堕落しているとか反抗的だと非難されていてはなりません」。バプテスマを受けた子供，もしくはバプテスマに向けて進歩している子供が重大な罪を犯した場合はどうなるでしょうか。もし父親がその子を教えたり矯正を与えたりしていなかったのであれば，その人に長老として奉仕する資格があるとはいえないでしょう。（「ものみの塔」1996年10月15日号21ページ6-7節を参照。）
会衆に仕える
13 クリスチャンとしての人格を身に付けている兄弟たちは，会衆にとって大きな助けになります。「分別があ[る]」人は平和をつくることができます。また，ほかの人の話をよく聞いて，その人たちの見方を理解するように努力します。長老になったなら，会合に参加する機会があります。そういう時，聖書に書かれていることに反していない限り，大多数の人の意見を進んで支持するでしょうか。「意地を張ら[ない]」ようにすることも大切です。自分の方法にこだわるのではなく，他の人の意見やアイデアを大切にしましょう。（創 13:8，9。格 15:22）「争いを好」んだり「すぐに怒」ったりしないようにします。人に対して厳しくなったり気難しい態度を取ったりするのではなく，穏やかで親切に接するようにしましょう。平和を求める人になり，緊迫した状況の中でも進んで平和をつくるようにしてください。（ヤコ 3:17，18）親切に話すなら，反対者でさえ態度を和らげるかもしれません。（裁 8:1-3。格 20:3; 25:15。マタ 5:23，24）
14 長老となる人は「クリスチャンになって間もない人であってはなりません」。バプテスマを受けてから何年もたっていないといけないわけではありませんが，十分に成長したクリスチャンになるには時間が必要です。長老に任命されるためには，イエスのように謙虚な人になり，エホバから与えられるどんな割り当ても喜んで果たすことが大切です。そして，会衆でさらに責任が与えられるのを辛抱強く待ちます。（マタ 20:23。フィリ 2:5-8）また，エホバとエホバの正しい基準にしっかり付き，組織を通して与えられる指示に従うなら，「神に尽くし」ていることになります。（テモ一 4:15）
15 聖書によると，監督には「教える資格がなければなりません」。これはみんなの前で上手に話ができなければいけないということでしょうか。そうではありません。話が得意ではない兄弟もいます。でも多くの長老たちは，宣教で上手に教えたり牧羊訪問で兄弟姉妹を元気づけたりしています。（コリント第一 12:28，29，エフェソス 4:11と比較。）とはいえ，教える技術を磨いていくことも大切です。具体的にどんなことができるでしょうか。
16 「神の信頼できる言葉にしっかり従[う]」ことは大切です。教える技術を磨くためには，みんなの前で教える時にも個人的にアドバイスする時にも，神の言葉に基づいてそうする必要があります。聖書や聖書に基づく出版物を真剣に学びましょう。（格 15:28; 16:23）学ぶ時には，聖句がどのように説明されているかをよく調べ，正しく応用できるようにしましょう。教える時には，聞いている人の心に届くような仕方で話すようにしましょう。経験ある長老たちにアドバイスを求めて，その通りにやってみるなら，さらに成長できます。（テモ一 5:17）長老たちは兄弟姉妹を「励ますことも……戒めることもできる」人でなければなりません。でも，どんな場合であっても親切に接する必要があります。教師として立派な手本を残したイエスに倣って，優しく愛を込めて聖書に基づいて教えるようにしましょう。そうするなら，上手に教える人になれるでしょう。（マタ 11:28-30。テモ二 2:24）
努力を続けてください
17 援助奉仕者の中には，これまで取り上げた資格について考えると，自分は長老にはなれないと思う人がいるかもしれません。でも，エホバもエホバが導いている組織も完璧であることを求めてはいない，ということを忘れないでください。（ペテ一 2:21）長老としての資格を満たせるよう，エホバが強力な聖なる力によって助けてくれます。（フィリ 2:13）特に改善したいところがありますか。そのことをエホバに祈ってください。努力したい点について調査して，長老にアドバイスを求めましょう。
18 長老たちを含め，兄弟たち全てはこの記事で考えてきた点に取り組む必要があります。（フィリ 3:16）援助奉仕者の兄弟たち，努力を続けてください！ エホバに助けてもらい，エホバや会衆に仕える面でもっと多くのことができるように成長していきましょう。（イザ 64:8）長老として奉仕することを目指して努力するあなたにエホバが豊かに報いてくださいますように。
次の聖句からどんなことを学べますか
■ テモテ第一 3:1-7
__________
■ テトス 1:5-9
__________
■ ヘブライ 13:2，16
__________
101番の歌 一致して共に働く
[研究用の質問]
1-2. 長老はどんな「立派な仕事」をしていますか。
__________
 3. 長老として奉仕するためにはどうする必要がありますか。（テモテ第一 3:1-7。テトス 1:5-9）
__________
 4. 「とがめられるところがな[い]」とはどういう意味ですか。
__________
 5. 「善いことを愛し」ていることはどんな行動に表れますか。
__________
 6. どうすれば「人をよくもてな[す]」ことができますか。（ヘブライ 13:2，16。写真も参照。）
__________
 7. 「お金を愛さ[ない]」とはどういう意味ですか。
__________
 8. 「節度をわきまえ」，「自制心があ[る]」ことはどんなことに表れますか。
__________
 9. どうすれば「健全な考え方をし」，「秩序正しく行動」できますか。
__________
10. どうすれば「家庭を立派に治め」ることができますか。
__________
11-12. 家族の振る舞いや行動は，長老として奉仕する資格とどんな関係がありますか。（写真も参照。）
__________
13. どうすれば「分別があり」，「意地を張ら[ない]」人になれますか。
__________
14. 「クリスチャンになって間もない人で[はない]」とはどういう意味ですか。「神に尽く」す人とはどんな人ですか。
__________
15. みんなの前で上手に話ができなければ長老にはなれませんか。
__________
16. どうすれば教える面でさらに成長できますか。（写真も参照。）
__________
17. （ア）どんなことは，援助奉仕者が頑張り続ける上で助けになりますか。（イ）長老たちは兄弟たちを推薦できるか考慮する時，どんなことを思いに留めるべきですか。（「兄弟たちの推薦を考慮する時に覚えておきたいこと」という囲みを参照。）
__________
18. 全ての援助奉仕者はどんなことができますか。
__________
[25ページの囲み記事]
兄弟たちの推薦を考慮する時に覚えておきたいこと
兄弟たちの資格に関して考慮する時，長老たちは分別を示し，「正しさにあまりにこだわ」らないように気を付けます。（伝 7:16。ロマ 12:3）自分も完璧に資格を満たしているわけではないということを忘れないようにします。それで，ある兄弟が聖書に書かれている資格を満たしているかどうかを考慮する時には，完璧を求めないようにし，バランスの取れた判断ができるようにエホバに助けを求めて祈ります。そして推薦を行う際には，エホバの正しい基準に沿っているかや，会衆のためになるかどうかを考えます。
[21ページの図版]
人をよくもてなすクリスチャンの夫婦は，旅行する監督と妻を温かく迎える。（6節を参照。）
[23ページの図版]
父親は，エホバや会衆のためにいろいろなことを行うよう子供たちを教える。（11節を参照。）
[24ページの図版]
援助奉仕者は，聖書を使って他の人をどのように励ませるかを経験ある長老から学ぶことができる。集会の話の練習を鏡の前ですることもできる。（16節を参照。）
​​​​









^ ***喜歌 90番 励まし合いましょう***
90番
励まし合いましょう
（ヘブライ 10:24，25）
1. 励まし合いながらエホバに仕えて
強い絆結び愛を育てよう
神の民の愛は耐え忍ぶ力
会衆は避難所 私の安らぎ
2. 金のリンゴに似た優しい言葉を
友から掛けられて心温まる
思い一つにして働く喜び
重い荷を負い合い 友を支えよう
3. 仲間との集まり忘れることなく
確信を抱いてエホバの日待とう
友と肩を並べエホバに仕えて
励まし合いながら忠誠尽くそう
（ルカ 22:32; 使徒 14:21，22; ガラ 6:2; テサ一 5:14も参照。）



^ ***喜歌 111番 喜びはあふれる***
111番
喜びはあふれる
（マタイ 5:12）
1. エホバの祝福に心は高鳴る
神を愛する人 仲間に加わる
神の言葉からの教え日々受けて
信仰強くなり喜び高まる
喜びの炎は心に燃え立つ
苦難の中でさえ消えることはない
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
2. 美しい地球にあふれる命も
広大な宇宙もエホバをたたえる
さあ伝えていこう 明るい未来を
王国の祝福 世界に告げよう
永遠の喜び いよいよ近づく
暗い夜は明けて全てが輝く
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
（申 16:15; イザ 12:6; ヨハ 15:11も参照。）



^ ***塔11 9/1 29ページ エホバの心にかなう人***
ダビデが何歳の時にそうしたことが起きたかは，述べられていません。しかし，その後しばらくして，兄弟のうちの上から3人，つまりエリアブ，アビナダブ，シャマは，サウルの軍隊で兵役に就いていました。恐らく，他の5人は若すぎて一緒には行けなかったのでしょう。その5人のうちのだれもまだ，イスラエルの軍に入隊する年齢である20歳になっていなかった，と考えられます。（民数記 1:3。サムエル第一 17:13）いずれにせよダビデは，エホバに選ばれた時，かなり若かったとはいえ，すでに非常に霊的な思いを持っていたようです。神について知っている事柄を熟考することにより，エホバとの近しい関係を築いていたのでしょう。
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ECCLESIASTICS INDICTED

CIVILIZATION
DOOMED

Reason for
World Crisis

Blessing of the People
to Follow

The greatest convention of Bible Stu-
dents ever held on earth, assembled at
‘Columbus, Oblo, July 20 to 21, 1924. Two
electrie voico amplifiers were used, which
enabled every one of the great multitude
to hear tho speakers e

erford, President of the Socwry,
the keynote address, followlog which an
Indictment was read which wes waanl-
‘mously approved by the risiug vote of this
mighty throng of Christians. An fndlet-
ment s o formal statement of oftenses
presented and charged agalost @ cortaln
class of persons. The indietment hereln i
lafd chiefly agalnst the clergy, showing.
that they have fallen before tho tempta-
tlons of Satan, proved unfaithful to the
Lord and to the responsibilty resting up-
on them; and that this 1s the chief causo.
of the world's present deplorable state. Bo-
low s the substauce of Judge Rutherford’s
‘address. The formal indictment Zollows In
saolier column,
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The Seed of Promise

INDICTMENT

The Seed of the Serpent
the International Eible Students, in convention assembled, declare our unqualifed aleglance to Chist,
who s now.present and settlng up Hls Kingdom, and to that Kingdom. 7
We belleve thnt every consectated chlld of God 1s an ambassador for Chelt and fs duty-bound to give &
falthtul and true witness on bebalf of Hs kingdom. As ambassadors for Clirist, and wihout assuming any sef.
righteousness, wo belleve and hold that God has commissioned us to “prociaim the day of vengeance of our God
and to comfort all that mourn.—Isulah G1:2.

We belleve and hold that It is God's due time for His displeasure to be cxpressed against wicked systems
that have blinded the people to the truth and thereby deprived them of peace and hope; and 1o the cnd hat the
Deople mIgHE kuow the truth aad recelve some comfort and hope for fature blossings we present this Indictment,
based upon the Word of God, aud palat to the divine plan as the remedy for man's eomplete relet.

We present and chargo that Sutan formed a conspiracy for the purpose of keeping the people In ignorance
of God's provision for blessingthem with life, iberty and happiness  and that others, to Wit, unfaifhal preachers,
conscienceless profiteers, and unscrupulous poitcians, have entered fnto said conspiracy, gither willigly oF unwill
iogly.

ithful preachers have forrled themselves nto ccclesiastical systems, consisting of councils, synods,
presbyteries, associations, etc, and have designated themselses thercin 15 popes, cardinals, bishons, doctors of di-
vlaity, pastors, shiepherds, reverends, etc, and elocted themselves to such ofices, which aggregation is herein des-
iFmated as “the clergy”; and that these have willingly made commerclal gints' and professional politicians the
principal ones of thelr flocks.

We present and chnrge that the clergy havo yielded to the fomptatlons presented to them by Satan and, con-
traxy to God's Word, have Joined n sald conspiracy, and in furtherance thereof have committed the overt acts
as follows, to wit;

(1) That they have used their spiritual powers, enjoyed by reason of thelr position, to gratify their own selish
desires by feeding:and exalting themselves and falllog and Tefusing to feed or feich the people God's Word of
truth;

(2) That loving the glory of thls world, and desiring to shine before men and have the approval of men,
[Liuke 4:8; James 4:4; 1 John 2: 15] thoy have clothed themselves 1n gaudy apparel, decked themselyes with
Jorwels, and Dave assumed  form of godliness while denying God's Word and the power thereot;

(8) That they have falled and refused to predch to the people the messago of Messiah's kingdom and to poiat
tlem to the evidences relating to His second coming; and belng unwilling to awalt the Lord's due time to et up
His Kingdom and belng ambitious o appear wise and great, they have, together with their coconspirators, claimed
the abilty to set up God's kingdom on earth without God, and have enorsed the League of Nations aod deciared It
0 bo “the palitical expression of God's kingdom on carth”, therebs breaking their allogiance to the Lord Jesus
Christ and declaring their alleglance to the devil, the £0d of evil; and to this end they have advoeuted and sanctl-
fled war, turned their church edifices Into recruitiag stations, acted 45 recrulting officers for pay, and preached
men.into the trenches, there to suffer and dle; and whea the Lord prescnted to them the clear and tndlsputable
‘proof that the old worid has ended and that Fis kingdom 1 at hand, they havo scoffed at and rejected the testic
mon, perseepted, arrested And consed the Imprisonment of eitnesse: ©ox tho Lord.

DOCTRINES

We further present and charge that the clergy as a class have constitnted themselves the fountain of doctrines
which, in the furtherance of said conspiracy, they havo sent forth to the people; claiming such doctrines to be the
teachings of God's Word, well kuowing the same to bo untrue, 1n this, to wit:

(1) That they falsely claim to be the divinely appointed successors to tho Inspired apostles of Jesus Christ;
whereas the Scriptures clearly show that there aro no successors to,the Lord's apostles;

(2) That they claim the sole right to Interpret the Seriptures, ana fhat therefore they alone know what the
people siould believe; aud by this means they have kept the people-in Izuorance of the Bible: and now in this
tlme of inerensed knowiedge and much reading, when the people might read and understand, these selt-constituted
“successars to the apostles” disconrago the people from reading the Bible and Bible literature, deny the Inspira-
tion of the Scriptures, teach evolution, and by these means turn the minds of the people away from God and His
Word of truth;

(8) That they have taught and teach the divire right of Kings to rulo the peoples, claiming such rule o be.
the Kingdom of God on earth; they hold that they and the principal of thelr flocks are commissioned of God to
direct the policy and courso of the nations, and that If the people do not submissively concur in such policies then
tho peaple are unpatiotie or disloyal;

(4) Thit they are the authors of the unreasonable and false doctrine of the trinity, by which they claim and
teach that Jehovab, Jesus, and the Holy Spirt are three persons in one, which fallacy the admit cannot be under-
stood nor explained ; that. this false doctrine hus Blindod the people to the true meanius of the great Funsom sue-
Fiice of Jesus Chris, hrough which men can be saved;

(6) That they teach and have taught tho false doctrine of human fmmortality ; that 1s to say, that all men
‘are created Immortal souls, which eannot die; which doctrine they well know to be false, for It 18 based exclu-
sively upon the statement of Satan, which statement Jesus declares to bo . great e (John 8:44);

(6) “That they preach and tench the doctrine of eternal torment; that 18 to say, that the penalty for sin is
conselons torment in hell, eternal In duration; whereas they know that the Bible teaches that the wages of sin Is
deatt; that hell s the state of death or tho fomb; that the dead. are unconscious until the resurreetion, and that
the ransom sacrifice Is provided that all in due time may have an opportunity to belleve and obey the Lord and
live, while the wiifally wieked azo to bo punished with an everlasting destruction;.

(7) That they deny the right of the Lord to establish His kingdom on earth, well knowing that Jesus taught
that He would come azain at the end of the Wworld, and that the fact of that time would be made known by the
‘nations of Christendom engaging in n world war, quickly followed by famine, pestllence, sevolations, the return
Of God's favor.£o the Jews, distress and perplexIty of the nations; and that during such time the God of heaven
‘would set up s kingdom, which wil stund forever (Dantel 2: 44) ; that lgnoring and refusing to consider these
plain truths and evidences, they have willingly gone on o darkness, fogother wih (heir allie, profiteers and poll-
icians, in an attempt to sét up a world power for the purpose of ruling and keeping the people fn subjection,
all of which Is contrary to the Word of God and against His dignity and good name.

‘The doetrines taught by the clerzy and thelr courso of actlon hereln stated are admitted ; and upon the undis-
puted facts and upon the law of God's Word they stand confessedly guilty before God and in the. cyes of the
world upon every chargo In this Indletment.

‘Upon the authority of the propheey of God's Word now belng fulfled, we declare that this s the day of God's
‘wrath upon Christendom; and that Fe stands In the midst of the mighty and controlllng factors of the world, to
wit, the clergy and the principal of their flocks, to udge and to espress His righteous Indignation agatast ihem
‘and thelr vnriglteous systems and doctrines.

We further declare that tho only hopo for the peace and happiness of the peoples of earth fs Messials king-
om, for which Jesus taught His followers o pray.

Therefore w call upon the peoples and nations of carth to witness that fhe statements here made are true;
and. in order that tho people might, In this time of perplosity and distress, have hope and comfort, we rgo upon
them prayerfal and dillgent stady of the Bible, that the might learn therefrom that God thrassh Christ qnd s
Kingalom has a complete and adequate plan for the blessing of mankind upon cutth with peace and prosperity, Iib-
erty, happiness and eternal lfe, and that His Kingdom is at hand.

o
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